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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　《序章》







　暗い瓦が礫れきのなか。

　ネックレスについたガラス管の点てん滅めつだけが、クウゴと闇やみを照らしていた。

　その微かすかな光が導いたのか、外から声が聞こえ、わずかな隙すき間まに指が差し込まれる。

　身体からだに載のっていた重みが取り除かれ、視界が広がった。

　純白だった研究室を染めているのは、紅くれないの炎ほのお。

　クウゴは空気と一いつ緒しよに粉ふん塵じんと煙けむりを吸い込んでしまい、激しく咳せき込んだ。

　ぼんやりとした頭が、何が起こったのかを思い出そうとする。

　荒あれ狂くるう警報とともに、分厚い鉄筋コンクリートの壁かべを破って現れた怪かい物ぶつ。

　厳重に管理されていた機材が無残に砕くだかれ、噴ふきだした化学物質の霞かすみに飲み込まれ──

　それから、それから──

「クウゴ……」

　目の前の青年は、ジャケットが血で汚よごれるのも厭いとわず、傷だらけのクウゴを抱だきしめた。青みがかった黒くろ髪かみに碧へき眼がん。端たん整せいな顔は、ところどころ煤すすけている。

　胸元には、クウゴがかけているものとよく似た、ガラス管つきのネックレス。

　レノン・シダルハート。

　クウゴの親友であり、兄のような存在でもある。血は繫つながっておらず、人種さえも違ちがうけれど、今もこうして瓦礫の中から自分を見つけ出してくれた。

　支柱を失った天井が悲鳴をあげ、ぱらぱらとコンクリートの欠片かけらを降らせる。

「じきにここは崩くずれる。すぐに脱だつ出しゆつするぞ」

　レノンは力の入らないクウゴを強引に背負って、立ち上がった。

「父さん……母さん……、それにナギは……？」

　答えはない。そばにある横顔は、ただ口を固く結んでいる。

「……そう」

　両親と妹が死んだと知っても、クウゴは悲しみを感じなかった。

　全身にまとわりついた血の冷たさで、自分も同じ場所へ行くのだと実感できたからだ。

　駆かけ出だす背中に揺ゆられながらも、クウゴの瞳ひとみは、部屋中央の残ざん骸がいに吸い寄せられた。

　父と母の集大成。

　高さ二メートルはあった巨きよ大だいなガラス管は、金属の台座を残すだけとなっている。

　心しん空くう管かんレトロアクタ。

　父と母は言っていた。「これが完成すれば世界中の人々が救われる」と。

　一度でいいから動いているところを見たかった。

　それがみんなを、どんな風に笑顔にするのかも。

　廊ろう下かへ出ると同時に、それまでいた研究室の天井が崩ほう落らくした。間かん一いつ髪ぱつのタイミングだったが、クウゴを背負ったレノンは動どう揺ようも振ふり返かえりもせず、建物の外へ走り抜ぬけた。

　世界最大の心空管都市、一千万人を擁ようする大都会アルハンガム。

　真しん鍮ちゆうの城と称しよう賛さんされた美しき街は、すでに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化していた。

　黒い煙に包まれた街なかを、昆こん虫ちゆう、爬は虫ちゆう類るい、獣けもの──それらの縮尺を狂わせたような怪物どもが蠢うごめいている。人に害なす《邪じや禍か》と呼ばれる生命体。巨大で獰どう猛もうな異形生物に追い立てられ、人間はただ無力に逃にげ惑まどうばかり。

　牙きばで、爪つめで、食いちぎられ、切きり裂さかれ、踏ふみつぶされて。命が散っていく。

　非現実なまでに脆もろく、そしてあっけなく。

「くそっ。なんだよ……これは」

　駆けながら、レノンが呻うめく。目の前にそびえるアルハンガムの象しよう徴ちよう《真鍮の塔とう》さえ、映像ですら見たこともない巨大な邪禍に倒たおされようとしている。

　周囲で繰くり返される断だん末まつ魔まの叫さけび声に、レノンの歯ぎしりが聞こえるようだった。

「置いていってくれ……」

　クウゴは言う。足手まといの自分を置いていけば、レノンはもっと大勢の人を救える。

　心しん空くう機き士し団だんアルハンガム支部に在ざい籍せきする六人の特級機士。

　すなわち《心聖機士ビートパラデイン》の一角であるレノン・シダルハートならば。

「分かるんだ……。多分、おれはもう生きられない」

　手足はぴくりとも動かない。声も自分とは思えないほどかすれている。

　心臓は不自然にどくどくと脈打ち、傷口から血と命が流れ出て行く。

「家族が……、みんな、死んだんだ。おれだけ、生きていても……。こんな死に損ぞこない、ほうって……、戦ってくれ……」

　だがレノンはクウゴを下ろそうとはせず、腿ももを支える手の力をむしろ強くした。

「お前は死なせやしない」

　……何を言っているんだ。自分の使命を思い出せ。そう叫びたかったが、もう喋しやべることすら億おつ劫くうだった。自らの意志で背から下りようにも、身体を揺することも出来ない。

　何より眠ねむい。まぶたが痺しびれ、開いているのが苦痛でしかない。

「死ぬな、クウゴ！　お前には生きなきゃならない理由があるだろ。もう一度、ゼロから完成させるんだ。あの心空管──レトロアクタを！」

　──おれが、レトロアクタを？

　レノンの叫びに、耳を疑った。

　あれは父と母の、長年の研究が結実したものだ。

　仕組みどころか、どんなものかすら理解していないのに。ただ真似まねるにしても、何年、何十年かかるだろう。いや、それだけの歳月を費やしても不可能かもしれない。

　しかしクウゴは──胸に小さな火が灯ともるのを感じた。

　父が基き礎そを作り、母が体系化し、レノンの協力で、ようやく芽め吹ぶきかけていた心空管。

　それが、それがこのまま失われて良いはずがない──！

「分かったよ……。もしおれが、生きていられたなら、きっと……」

　薄うすれていく意識のなか、クウゴはそう誓ちかった。




　黒曜暦三一二年六月七日。

　それはのちに《黒死の悪夢》と呼ばれることとなる、心しん空くう子し文明最大の災さい禍かだった。







　《第一章　御お樹き根ね島じま防衛戦線》







　高校の屋上。頑がん丈じような鉄の扉とびらが、連続して叩たたかれている。

　景気づけの銅ど鑼ら代わりにしては、随ずい分ぶんと無ぶ粋すいな鈍にぶい音だ。

「開けなさい！　銅どう宮みやクウゴ！　屋上は立ち入り禁止です！」

「ははっ！　誰だれが開けるか。本番はこれからだってのに！」

　鍵かぎのついたキーリングを指先で回し、クウゴは笑う。

　扉が透とう明めいのガラス製だったなら、教師達にべえっと舌を出しているところだ。

　校舎の屋上から見下ろすと、校庭には生徒や教師の人だかりが出来ていた。

　あの問題児がまた何かやらかすらしい、と噂うわさを聞きつけてきたに違いない。

　この御お樹き根ね高校には制服が無く、生徒はバラバラの私服を着ている。

　クウゴも薄うす手でのジャケットにカットソー。それに細身のジーンズというラフな格好だ。腰こしにくくりつけた革かわのホルダーには、愛用の工具が差し込まれている。

「皆みなさん、放課後なのにこんなにたくさん集まってくれて、どうもありがとう！」

　気取って両手を広げ、好こう奇きの目に応こたえる。

「今日作ってきたのはスカイバイク！　今まで誰も完成させたことのない、心空子の力で空を飛ぶガジェットだ！」

　クウゴのそばには一ヶ月分の放課後をつぎ込んだ発明品。自転車をベースに、二人乗りが出来るよう後ろの荷台は座席に改造。ハンドルのそばには丸い計器類の数々。フレームを蔦つたのように這はい回るケーブル。ほぼ廃はい材ざいで作られた見た目は、銀のスプレーを吹き付けてましに見せているが、デコボコしたフォルムは誤ご魔ま化かせない。

　そして左右のペダルには、親指サイズのガラス管が一本ずつ搭とう載さいされている。

　心空管──人間の持つ心の力《心空子》をエネルギーに変える装置。

　心空管が搭載された機器は、総じて《ガジェット》と呼ばれる。

　スカイバイクに取り付けてある心空管は、力学的エネルギーを制御する《物理管フランジヤー》だ。

「このガジェット・スカイバイクがあれば、隣となり町まちまでもひとっ飛びだぜ！」

　クウゴは颯さつ爽そうとスカイバイクに飛び乗り、風よけ用のゴーグルをスチャリとかける。

「またアホが無茶なことを」「この島に隣町なんてないぞ」野次と、まばらな拍はく手しゆ。

　クウゴは一いつ旦たんバイクを後退させ、屋上の縁ふちめがけて勢いよく漕こぎ出した。

「勇気があれば、人は鳥になれる！　これが俺の新しん機き軸じくだぁ！」

　ひとつ間ま違ちがえば死んでもおかしくない高さだ。しかし、クウゴは成功を確信していた。

　女子の悲鳴、制止する教師。それをかき消すような、男子達の囃はやしたてる声。

　まさに前輪が空中へと飛び出した瞬しゆん間かん。

　両ペダルの心空管が、力強い光を放った。ぐん、と持ち上げられる感覚。

　重力を無視した浮ふ遊ゆう感かんが、全身を包む。

「飛んだぁ！」

　後輪が屋上を離はなれても、バランスは失われない。

　バイクはクウゴを乗せて、しっかりとグラウンドの方へと進んでいく。

　眼めには真っ青な空。耳にはどっとわき起こる喝かつ采さい。

「──うおおおお！　やった。ついにやったぞ！　ひゃほー！」

　クウゴはハンドルから片手を離し、ガッツポーズを作った。

　やはり心空管を二つに増やしたのは正解だ。今までの百回近い失敗は、決して無む駄だじゃなかった。この日のために必要なことだったんだ！

「応おう援えんありがとう！　みんなのおかげだー！」

　手を振るも、観衆はぽかんと口を開けるばかり。振りかえしてくれる気配がない。

　ん、と不ふ審しんに思う。皆みな、空を見上げているのに、視線はこちらに向いていない。

　彼らは明後日あさつての方向を指差していた。風が強く、何を喋っているか聞き取れない。気になって、クウゴも彼らが見つめているものを探す。

　すると、スカイバイクのさらに頭上に、大きな金属の塊かたまりがあった。

　全長二十メートルはあろうかという楕だ円えん体。およそ空に浮うかぶはずもない超重量の巨きよ体たいが、低速でゆったりとたゆたっている。

「飛ひ空くう艇ていじゃんか！　うおお、すげー！」

　飛空艇は技師になりたい者が憧あこがれる、三大ガジェットの一つだ。

　こんなものがそばを飛んでいれば、自分に注目が集まらないのも仕方が無い。

　せっかく成功したけれど、間が悪かったなあと思うばかりだ。

　──でも、どうして飛空艇がこの島に？

　疑問を感じた瞬間、ばきっ、と足元にあった感かん触しよくが消失した。

　右足のペダルが──とれた。




「う……」

　意識を取とり戻もどした場所は、カーテンで仕切られたベッドの上だった。

　保健室に運ばれたのか。起きようとすると、ピリッとした痛みが腰を襲おそう。

「痛いっつうー」

　どうやらスカイバイクが壊こわれ、文字通りの「胴どう体たい着陸」を敢かん行こうしてしまったらしい。

　頭から落下しなかったのが不幸中の幸いだった。

　カーテンがめくられて、ボブカットの少女が顔を出す。

「くーごー、起きたー？」

「……なんだ、ツグミ。いたのか」

「むうっ。なんだはないよ。せっかくそばにいてあげたのにぃー」

　不満そうに口を尖とがらせる。大きめの眼鏡めがねに、うっすらと開いた眼。レースのポンチョとチュニックをゆったり合わせた衣装は、のどかな彼女の雰ふん囲い気きに見事にマッチしている。

　彼女、粟あわ橋はしツグミは同い年の従妹いとこだ。ほんわかしていて癒いやされる、と地味に男子から人気があり、一いつ緒しよに暮らしているクウゴにはいつも嫉しつ妬との眼まな差ざしが集中する。ただの親しん戚せきだと弁解するのだが、まるで聞いてはもらえない。

「もうっ。無茶ばっかりして。心空管が片方残ってたからよかったけど、両方とれてたら真っ逆さまで病院直行だったんだよ？　で、どう？　どこか痛むとこ、あるー？」

　クウゴは顎あごに手を当てて唸うなった。

「バイクが壊れて金欠なのが痛い……。あと少し補強できれば、もっと飛べると思うんだよなあ。部品が致ち命めい的てきに足りないんだよ。でもこの島じゃ手に入らないし……」
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「もうもうっ、ガジェットのことより、もっと他ほかに考えることあるでしょー」

「他に？　ああ、安心しろよ。無事完成したらツグミも後ろに乗せてやるから！」

「う。ううう、遠えん慮りよするー。それどんな罰ばつゲームって感じだよー」

　ツグミはぶるぶると自分の両りよう腕うでをさする。

「なに！　俺の技術が信用出来ないのかよ？」

「技術以前の問題でしょー？　スカイバイクなんていきなり難しいもの作ろうとして。オリジナルの発明なんて、ちゃんと大学で勉強してからにしてよう」

「分かってねーなぁ。発明ってのは、失敗こそが最大の勉強なんだぜ？」

　それに──クウゴは彼女の家に居い候そうろうしている身分だ。高校の学費は叔母おばが出してくれているが、大学の費用まで頼たよるなどもってのほか。学費を自分で稼かせぐには今から腕うでを磨みがき、勉強しながら働けるようになっておく必要があるのだ。

　立ち上がって、ツグミが持ってきてくれていた鞄かばんを受け取る。

「とにかく、あんな危ないもの、もう作っちゃだめだよー。せっかく身体からだもよくなったんだし、また壊しちゃったらもったいないよー」

　一緒に保健室を出てからも、彼女はなおも食い下がる。

「道路を渡わたるときは右・左・右。寝ね冷びえしないよう布ふ団とんはちゃんとかけて、歯は三食後にきちんと磨かないといけないんだよー」

「お前は俺の母親か！」

　ツグミはむふーと誇ほこらしげに胸をはる。

「似たようなものだよー。寝ねたきりのくーごをずうっとお世話してたんだから」

「ぐぬ……、そう言われりゃそうだけど……。なあ、ところであれは？」

　靴くつを履はき替かえて外に出ると、グラウンドには一機の飛空艇が鎮ちん座ざしていた。

　丸みを帯びた本体から伸のびた、対ついとなる二枚の固定翼よく。胴体に比べるとかなり小ぶりな両りよう翼よくだが、一枚ずつにエネルギーを蓄ちく積せきした巨きよ大だいな心空管が備わっている。

「ああ、くーごが気を失っている間に降りてきたんだよー。この島に飛空艇が来るなんて、もしかして初めてのことなんじゃないかなあ？」

　御お樹き根ね島じまと本土を結ぶ交通手段は、一日三本のフェリーだけ。飛空艇を見るのはクウゴも約三年ぶりだ。

「うわ、着陸するとこ見たかったなー！　くそっ、もう一回やってくんねーかな？」

「くーご……。ガジェットオタクすぎ……」

　じっとり睨にらまれても気にせず、クウゴは手を閉じたり開いたりしながら歩み寄る。

　そばで見たい。あわよくば触さわってみたい。

　だが、欲よく望ぼうのままに近づこうとしたクウゴは、途と中ちゆうで足を止めた。

　飛空艇のそばに老いた島とう長ちよう、それに島役場のお偉えら方がたが何人も集まっていたからだ。

　──なんだ、一体？

　皆が緊きん張ちようの面おも持もちを浮かべている。うかつに近づけない、ただならぬ雰囲気である。

　と、そのとき飛空艇の後部ハッチがおもむろに開いた。

　クウゴは思わず息を吞のむ。

　飛空艇から伸びた無骨な階段を降りてきたのは──あまりにも可愛かわいらしい少女だった。

　ふわりとカールした銀ぎん髪ぱつに、こめかみの上をカーブするように丸まった髪かみ飾かざり。

　肌はだは柔やわらかな乳白色で、鼻はつんと高め。

　ヴィクトル人の特とく徴ちようがうかがえるが、丸みを帯びた輪りん郭かくやブラウンの瞳ひとみには、どことなく日本人らしき面おも影かげも感じる。ハーフか、あるいはクォーターなのかもしれない。

「ふわああ、きれいなひとだねー」

　同じ女性であるツグミまでもが、うっとりとした声で評した。

　顔にまだ幼さを残す一方で、服装はとても大人びている。

　白いタイトなジャケットにベスト。首元まで閉まったシャツには細いリボンが巻かれ、ミニスカートからのぞく細い脚あしをニーソックスが引き締しめる。膝しつ下かまでを覆おおった動きやすそうなブーツは、主あるじのプライドと高貴さを表すように底光りしている。

　立ち止まって見ていると、ふと少女の目がクウゴに向いた。

　やばい、見過ぎていたかも。慌あわてて視線を逸そらそうとした瞬間──

　少女は髪かみをかき上げ、ふっと小さく笑った。

　クウゴはその瞬間、カッと顔が熱くなるのを感じた。

　それが人を馬ば鹿かにしたような、皮肉っぽい笑い方だったからだ。

「──あ、アホクーゴだ」

　背後から呼ばれて振ふり返かえると、そこへやってきたのはクラスメイト達だった。

「今日もお勤めご苦労、アホクーゴ。大いに笑わせてもらったよ」

「うんうん、あんなに身体を張った笑いは君にしかとれないよアホクーゴ」

　励はげますように肩かたに置かれたクラスメイトの手を、クウゴはバシンとはたく。

「アホアホ言うな！　いつかおまえらにも見せてやるからな。俺の新機軸な発想を！」

　クラスメイト達は揃そろって首をかしげる。

「……？　もっとすごいアホをして？」

「違ちがうわ！　新しい心空管とガジェットを発明する、立派な《管かん律りつ技ぎ師し》になってだ！　まったく……、いこうぜ、ツグミ」

　からかいを避さけるようにその場を立ち去りながら、ちらりと銀髪の少女を盗ぬすみ見みる。

　彼女の目線はもはやこちらにはなく、硬かたい表情で島長と会話を始めていた。

（何だったんだ、あの嫌いやな笑い方）

　都会人が田舎いなか者ものを軽んじる笑いでも、己おのれの美しさに見とれた者を嘲あざける笑いでもなく。

　あの笑いには、もっと含ふくみがあった。

　もしかしたら、見られていたのかも。壊れたスカイバイクが墜つい落らくするところを。

「くーご、どうかしたー？」

「いや、なんでもねー」

　ツグミにはそう返すも、妙みように胸のあたりがもやもやする。

　怒いかりなのか、恥はずかしさなのか、その正体はいまいちよく分からなかった。




　苔こけむした木々が茂しげる高台を降くだると、海岸線に沿って港町が広がっている。土を固めた道に車はほとんど走らず、列車が通る線路もない。移動はもっぱら徒歩か自転車。

　静かでひたすらに青い海には、船がまばらにたゆたう。

「くうごちゃん、つぐみちゃん、学校から帰るところかい？　飴あめでも食べる？」

　波止場を歩いていると、すれ違いざま老人に呼び止められた。

　答えを返すより早く、手て提さげ鞄からは小さな包みが取り出されている。

「わあ、おばあちゃんありがとー」

　飴を受け取ったツグミから一個わけてもらい、口に含む。黒砂糖の甘さが満ちていく。くどいけれど、優しい味だ。潮の香かおりと相まって、クウゴを感かん慨がいに耽ふけらせた。

「この御樹根島に来て、もう三年近く経たつのか……」

　クウゴは高校生となり、島は第二の故郷となりつつある。《黒死の悪夢》で壊した身体が快復したのも、島の豊かな自然と、穏おだやかな時間が良い方向に作用したからだと思う。

「くーごが来てからも、島の景色はけっこう変わったよねー」

「そうだな。五十年前まで無人島だったとは思えない発展速度だぜ」

「まだ廃はい墟きよも多いけど、これからもっと人が増えたら建て直されるよねー。観光の人も、もっともっとたくさん来るといいねー」

　およそ三百年前、世界は一度滅ほろびかけた。

　人口は減少の一いつ途とをたどり、多くの地域はうち捨てられ、無人の廃墟と化した。

　御樹根島も例外ではなく、長らく無人島となっていた。島民の末まつ裔えいが、再び故郷を発展させようと考えたのは、心空子文明発展に伴ともなって人類が活動領域を再拡大したときだ。

　当初、移民は百人にも満たなかったという。しかし、たった五十年で、人口は六千人に拡大した。島で新しく生を受けた者もいたが、なにより後追いで移り住む者が多かった。

　気持ちは分かる。ここの人々はみんな家族のように温かい。初めての観光客は温泉目当てで島を訪れ、次からは島民の優しさに触ふれるために帰ってくる。

　安らぎの郷さと。御樹根島はそういう場所なのだ。

　波が打ち付ける波止場のコンクリートを、秋の夕日が照らしている。

　後ろを歩いていたツグミが突とつ然ぜん駆かけ寄よってきて、クウゴの腕に両手を回した。

「何だよ、いきなり。歩きにくいだろ」

「くーご。このままずーっと、こんな毎日が続いたらいいね」

「……ああ。そうだな」

　この島が好きだ。ずっと暮らしていたいとも思う。ここにいれば大きな悩なやみもなく生きていけるだろう。夕日が沈しずむように、自然と過去も忘れ去っていく。

　きっと平和に、夢の中みたいに時は過ぎ去っていく。

　けれど──クウゴには心に決めたことがあった。

　昔からずっと首にかけたままの、心空管つきのネックレスを服の上から握にぎる。

　作り上げなければ。両親が完成を夢見た心空管レトロアクタを、この手で。

　今はその前の猶ゆう予よ期間であり、言わば夏休みのような時間。

　夢を実現するためには、この島を出なければならない。

　平へい穏おんなまどろみを、いつか手放さなければならないのだ。

「なあツグミ。俺は──」

　改めて口を開いたとき、ツグミの足が何故なぜかぴたりと止まった。

　クウゴの腕を摑つかんでいた指が、はらりと離はなれる。

「──ん、どうし……」

　ツグミが眼鏡の奥にある瞳を見開き、人差し指を前に突つき出だしている。

　クウゴはその視線の先を確認して、目を疑った。

　ガサガサと蠢うごめく、影かげが立体化したような黒い生物。

　蟻ありによく似た六本肢あし──ただ、そのサイズは大型犬ほどもある。

　一いつ瞬しゆんにして、クウゴの脳裏に三年前の光景がフラッシュバックする。

　異形に飲み込まれる都市。死んでいく人々。泣なき叫さけぶ声。肌を焦こがす炎ほのお。血と煙けむりの臭におい。

「なんで、この島に邪じや禍かが……」

　──いや、そんな疑問は後回しだ！　今はツグミを逃にがさないと！

「あ……あ……」

　彼女の足は恐きよう怖ふですくんでいる。邪禍に直面するのは初めてのはずだから無理もない。

　邪禍が見み逃のがしてくれれば──そう願うが、大おお蟻ありの複眼はしっかりと隣となりの少女を捉とらえていた。六本肢がせわしなく前後に動いたかと思うと、一瞬にして距きよ離りが縮まる。

「……う、うおおおおお！」

　やるしかない。鞄を放ほうり投げ、大声で恐怖をかき消す。即そく座ざに工具ホルダーからレンチを取り出し、クウゴは邪禍の側頭部を強打した。黒い蟻の身体は半はん透とう明めいで、手にグニャッとゴムを叩たたいたような感触が広がる。

「くーご！」

「静かにしてろ！」

　二度、三度と打ちつけると、ツグミに向かおうとしていた邪禍はぐるりと頭部を回す。

　丸く無機質な目玉がぎょろぎょろと動き、クウゴに焦しよう点てんが合った。

「そうだ！　狙ねらうなら俺を狙え！」

「くーご、逃げて！　倒たおそうなんて考えたらダメだよ！」

　恐きよう慌こうから立ち直ったツグミが叫ぶ。小ぶりなレンチで太刀たち打ちできる相手でないのは、クウゴも理解している。特とく殊しゆ生命体である邪禍に致ち命めい傷しようを与あたえるには、専用の心空管兵器《ビートガジェット》が必要だということも。

　だが、ビートガジェットはそう簡単に手に入るものではない。

　島中を探したとしても、あるかどうかは分からない。

　なにせこれまで御樹根島に邪禍が出現したことなど一度もないのだ。

「俺はこいつを足留めする。ツグミは学校に戻もどって邪禍が出たと伝えてきてくれ！」

「やだよ！　一いつ緒しよじゃなきゃ！」

「そうしたいのは俺も山々なんだけどな……」

　相手が許してくれるとは思えない。レンチで打った頭部は軽くへこんでいるが、その傷は瞬またたく間まに修復され、元通りになっていく。

　驚きよう異い的な再生速度──これが邪禍討とう伐ばつを困難にしている要因のひとつだ。

　邪禍の瞳が放つ無感情な殺気にクウゴは気け圧おされ、じりじりと後ずさる。

「さっさと行け！　ツグミ！」

　叫ぶと同時、節ばった肢を折り曲げた邪禍が、そのバネを利用して飛びかかってきた。

「うわっ！」

　蟻の姿に似ているから、同様に地を這はって動くはず。その思い込みが回かい避ひを遅おくらせた。ぶつかられた衝しよう撃げきでバランスを崩くずし、クウゴは倒れこむ。

　仰あお向むけになった胸に、邪禍のずしりとした重みが載のった。

　──しまった！　必死にもがくが、クウゴの手足は蟻の六本肢でがっちりと拘こう束そくされ、まるで動かすことができない。やばい、これは本当にやばい──！

「くーごを放せぇ！」

　ツグミの投げた小石が当たっても、邪禍はまるで動じない。

「バカ、今のうちに逃げろよ！」

　気持ちだけが焦あせる中、グパリと蟻の嚙かみ大おお顎あごが開く。

　嫌な予感に突き動かされ、とっさにクウゴは顔を右にずらした。

　蟻の口からひとかたまりの液体が飛び出し、頰ほおの横を通過する。

　じゅう、と草の溶とける音がして、ツンとした酸すっぱい悪あく臭しゆうが鼻を襲おそった。

　強酸性の粘ねん液えきだ。もし避よけるのが遅れていたら──背筋が震ふるえる。

　尖とがった顎がさらに近づく。ぎらぎらした複眼は、クウゴをとらえ続けている。

　喉のどの奥から聞こえる、シャアアアアという奇き怪かいな響ひびき。粘液のせり上がってくる音だ。

　あまりにも至し近きん距きよ離り。次は、とても避けられない。

「いやああああ！」

　ツグミの悲鳴。

　ああ、駄だ目めだ。そう思い、固く目を閉じたとき──

　ドン。

　耳を一発の鋭するどい銃じゆう声せいがつんざいた。

　──なんだ？

　身体からだの上から邪禍の重さが消失した。

　目を開けると、大蟻は離れた場所で逆さまになり、ピクピクと痙けい攣れんしていた。

「くーご！　大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がしてない？」

「あ、ああ」

　涙目で抱だきついてきたツグミの頭を、安心させようと撫なでる。

（……誰だれかが、助けてくれたのか？）

　視線を巡めぐらすと、学校の建つ高台のほうから、人ひと影かげが近づいてくるのが目に入った。

　先ほどの、飛空艇から降りてきた少女だ。

　夕日色に染まった銀ぎん髪ぱつが海風にそよぎ、その手には──一挺ちようの拳けん銃じゆうが握られていた。

「あ、ありがとう」

「どういたしまして」

　少女の瞳ひとみには、どこか職業じみた冷れい淡たんさがあった。礼への返事も無感情。

　人を助けるのは当たり前の、とるに足らないことである、といったように。

「下がっていてくれる？　まだ終わってないから」

　少女は改めて拳銃を構える。銃じゆう口こうの先では、早くも邪禍が起き上がろうとしていた。

　大顎から垂れた粘液で、地面から白はく煙えんが立たち上る。

「あなたがそばにいたから、無意識に威い力りよくをセーブしちゃったみたいね」

　シシャアー！

　奇怪な声をあげて飛びかかってくる邪禍。しかし少女の照準は乱れない。

　銃口から射出された青白い弾だん丸がんが、あっけなく蟻の頭を消し飛ばした。

「ふん、無む謀ぼうきわまりないわね。虫けらの分際であたしと戦おうなんて」

　少女は地面に転がった胴どう体たいに近づき、真上からとどめを撃うつ。

　息絶えた邪禍はザラザラと崩れ、砂さ塵じんとなって風に流れていく。

「ビートガジェット……？」

　ツグミが呟つぶやく。少女の武器は邪禍を殺傷した。邪禍の再生を阻そ害がいする心空管《歪曲管デイストーシヨン》が搭とう載さいされたガジェット、すなわちビートガジェットでしか出来ないことだ。

「ああ。あの子──心しん空くう機き士しだ」

　恐おそろしく無む駄だのない、洗練された手並み。彼女の白い上着には、歯車を象かたどったデザインが刺し繡しゆうされている。それはよく見れば心空機士の制服《ソリッドジャケット》だった。

　そして少女の持つ銃じゆうは、本当に拳銃に区分して良いのか悩むほど、規格外に大きかった。

　握りグリツプは華きや奢しやだが、銃じゆう身しんがアンバランスに太いのだ。

　直径約十五センチ、長さは約三十センチ。プラチナとピンクゴールド、二色のパーツを嚙かみ合わせ組まれた大きな筒つつ。拳銃というよりバズーカ、グレネードランチャーにも見える銃身。回転式弾倉シリンダーに似た機構には弾たまの代わりに左右二本ずつ、計四本の心空管が搭載され、青白い光を放っている。

「助けてくれてありがとう。……君は？」

　少女は顔だけをクウゴに向けると、すました表情で名乗る。

「心空機士団大ダイ輪リン支部所属。特級機士、メリナ・クロムウェル」

「特級、だって？」

　特級機士は、ビートガジェットを用いた戦せん闘とう集団《心空機士団》のなかでも最上位。

　この日本にはほんの数名しかいないはずだ。

　自分と同年代の少女が、あのレノンと同じ特級機士──？　にわかには信じがたいが、彼女のビートガジェットに搭載された心空管の数を見れば、納なつ得とくせざるをえない。

《心空子》の放出量は、人それぞれ違ちがう。放出量の多い者はそれだけ多様なガジェットを操あやつれ、少ない者はガジェットの使用が限定される。一方で生まれつき放出量がゼロで、全くガジェットを使えない者もいる。

　ただ、一いつ般ぱんのガジェットに搭載された心空管の数は、大たい抵てい一本、多くても二本。

　なぜならそれ以上の心空管を搭載すると、使える者がほとんどいなくなるからだ。

　心空管が三本以上搭載されたガジェットを使える者は、一万人に一人とも聞く。

　それが四本。少女の拳銃は、平均値や中央値といった概がい念ねんをかなぐり捨てた量の心空子を必要とするはずだ。

　注目されていることに気づき、銀髪の少女は銃を持ち上げた。

「可変式拳銃《トリガロード》。使い手の心空子を凝ぎよう縮しゆくして撃ち出す銃よ。あなた、ビートガジェットを見るのは初めて？」

「いや、初めてじゃないけど……。大ダイ輪リンの機士が、どうして御樹根島に？」

　日本の最大都市、大ダイ輪リンからでは、飛空艇でも三時間以上はかかるはずだ。

「この島で高こう濃のう度どのＶＯＲＭヴオルム反応が検出されたからよ」

「ＶＯＲＭ反応が？　そんな……」

　信じられないといった様子で言うツグミに、メリナが説明を加える。

「今日の午前、島に設置された広こう範はん囲い計測器に基準を超こえる数値が出たの。といっても、大ダイ輪リンではただの故障じゃないかと言ってたんだけど。数十年、何の反応もなかった計測器に、いきなり高い数値が示されたんだから当然よね」
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　メリナは背中のホルスターに拳銃を差し込むと、代わりにジャケットの内ポケットから通話機能つきの携けい帯たいガジェットを取り出す。

「観光気分で来てみたは良いけど──思ったより厄やつ介かいなことになりそう」




　旧文明が崩ほう壊かいを始めたのは約三百年前の、西せい暦れき二一〇〇年。

　長く繁はん栄えいした電子文明を狂くるわせたのは、ある新種の生命体だった。

　ＶＯＲＭ。

　そう名付けられたミクロの生命体には、電子機器などの発する電磁波を喰くらい、エネルギーとする性質があった。電磁波だけでは生命活動を維い持じできないほど分ぶん裂れつ、肥大化すると、ＶＯＲＭは他の生物を襲いはじめた。

　標的は主に──地球に溢あふれかえっていた人間だった。

　先進各国はＶＯＲＭ根絶を目指し様々な対策を講じたが、満足な結果は伴ともなわなかった。ＶＯＲＭを滅ほろぼす──それは地球から特定の細さい菌きんを無くそうとするに等しい試みだった。

　なぜなら人間がその存在に気づいたとき、すでにＶＯＲＭは地球の大気全体に遍あまねく存在していたからである。

　肥大化したＶＯＲＭは《邪禍》と呼ばれ、畏い怖ふの対象となった。ひとたび発生した邪禍には、手の施ほどこしようがなかった。刃は物もの、銃、火か炎えん放射器、爆ばく弾だん、どんな武器で傷つけようと、奴やつらは再生を繰くり返かえす。効果的な方法は凍こおらせることくらい。それも次々と生まれる邪禍の前では、その場しのぎでしかない。

　たった十年で世界人口の半数を失い、ついに各国は最も消極的な戦略を選んだ。

　その選せん択たくとは──あらゆる電気製品の製造停止、現存する電気装置の例外無き放ほう棄き。

　邪禍を倒すのではなく、発生を抑おさえる。それは最善の手段であり、同時に最も困難な茨いばらの道でもあった。電気を使う生活を手放す──テクノロジーに依い存そんしきった人類にとって手足を失うも同然の選択だった。

　それでも、人々は妥だ協きようした。手足を失ってでも、頭と体、命を残すために。

　策は功を奏した。邪禍の出現頻ひん度どは年々減少し、辛からくも人類は絶ぜつ滅めつを免まぬかれる。

　ただし引ひき替かえに百年以上ものあいだ、文化水準は中世にまで後退した。

　僅わずかな富を奪うばい合う戦争も幾いく度どとなく繰り返され、世界人口はさらに減少した。

　だが、そんな暗黒期もついに終わりを迎むかえる。

　人々は苦心の末、電子機器にも負けない新たな利器《心空管》を生み出したのだ。

　動力は人の心──《心空子》。

　電子文明に次ぐ新たな時代──心空子文明の誕生だった。

「うおあ、やっぱりすごいな！」

　クウゴは心空機士団専用飛空艇《フォーマルハウト》に感かん嘆たんの声をあげた。飛空艇は心空子文明が産み出した中でも最大サイズのガジェット。最高時速は実に五百キロメートル。

　その力学的アプローチは電子文明の飛行機とは大きく異なる。エンジンの推進力で揚よう力りよくを得るのではなく、心空管で力学的エネルギーを操り、さらに周囲の空気を操って飛ぶ。

　速さは旧文明の飛行機に劣おとるものの、滑かつ走そう路ろを必要としない垂直離り着ちやく陸りくが可能なのだ。

「飛空艇をこんなに間近で見られるなんて……」

　高鳴りが収まらない。ガジェットを作る仕事──管律技師を志す者にとって、飛空艇は三大憧あこがれガジェットの一つだ。残りの二つはビートガジェット、そして心空子文明の礎いしずえともいえる大心空管《メガアンプ》である。

　機体に触ふれてみる。表面を覆おおう装そう甲こうはガジェットに多用される真しん鍮ちゆう鉄てつだ。硬こう度どが高く、しなやかで、鈍にぶく照り返す光に特とく徴ちようがある。

「二人ともなかに入って」

　飛空艇の最後部に開いたハッチに足をかけ、メリナが促うながす。

「な、なかに入っていいのか……？」

　入れると思っていなかったクウゴは、興奮を通とおり越こして挙動不ふ審しんになる。

「むやみに内側の機構に触さわらないでよ。ちょっと島の話を聞きたいだけなんだから」

　断る理由はない。ゴクリと喉のどを鳴らし、おそるおそる足を踏ふみ入れた。

　入ってすぐの後部区画には、飛ひ空くう艇ていの動力システムが集中していた。内ない壁へきにはめ込まれた細かな心空管が、様々な色の光を放つ。それらの管同士を細かなケーブルがつなぎ、変へん換かん済みの心空子を循じゆん環かんさせている。

　あまりの壮そう観かんに涙るい腺せんが緩ゆるむ。

「生きてて良かった……。ここは心空管好きガジエツトフリークの聖域だ！」

「くーごがまた大げさなこと言ってる……」

　ツグミに呆あきれられても、高こう揚ようはさめやらない。

「ツグミには分かんねーだろうなあ。ここにどれだけのロマンが詰つまっているか。見ろ、左さ舷げん側にあるのは垂直離着陸を可能にする力学的エネルギー制せい御ぎよ装置《物理管フランジヤー》だ。外部と連れん絡らくを取り合う《通信管エコー》もこんなにたくさん！　うお、あっちは《空気操作管エアロドライヴ》じゃないか？　飛空艇の推進力となる心空管だぜ!?」

　舞まい上がって次々と艦かん内ないを指さしていると、ドスンとした衝しよう撃げきが腹部を襲おそった。

「ぶっ！」

　突つき刺ささったのは青白い弾丸。前を見ると、メリナが銃をこちらに向けていた。

「な、なにすんだよ！」

「いや、うるさかったからつい」

「それ、邪禍を吹ふき飛ばすほどの威力があるんだよな!?　普ふ通つう、人に向けるか!?」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。あたし、手加減には定評があるから」

「人を撃つのが日常茶飯事みたいな発言でた!?」

「ふん、心空管が好きなら、もっと凄すごいものはいくらでも見られるわよ」

　メリナは機き嫌げん悪そうにツンと背を向け、区画を仕切る自動扉とびらを開く。

　中央に円えん卓たくの置かれた広いスペース。内壁にコンピュータが埋うめ込まれ、操作者が座る椅い子すも備えられている。

　飛空艇内にしつらえられた作戦室、あるいは司令室といったところだろうか。

「これは……？　なんかメチャクチャ凄いものを目まの当たりにしている気が……」

　クウゴの瞳ひとみは部屋にではなく、円卓前に飾かざられたガジェットに釘くぎづけになった。

　それは台座に差し込まれた、一ひと振ふりの剣けんだった。

　銅あかがね色いろに輝かがやく刀身。その刃は渡わたりは約一メートル。

　両手持ちできる柄つかを含ふくむと、一・三メートルはある。刀身は幅はば広びろで片かた刃ばだ。

　刃は元もとでは複数の歯車が立体的に、幾いく重えにも嚙み合わさっている。

　その歯車を囲むように搭載されているのは、全部で五本の心空管。

「ビートガジェット《ブレイドグラフィー》。世界で唯ゆい一いつの五連ペンタシステム、つまり五本の心空管を搭載した、対邪禍最強の剣」

「五本……？　そ、そんなの、誰だれが動かせるんだ？」

　剣が持つ機能美に打ち震ふるえながら、クウゴは訊たずねる。メリナが使っている心空管四本の銃でさえ驚おどろきなのに、五本ではどれほどの心空子放出量が必要なのか、見当もつかない。

「誰も動かせないから飾ってあるんじゃない。いま現在、世界中のどの機士団にも、五連ペンタシステムを使える人材はいない。技術に人がついていってないのよ」

　嘲あざけるように言いながらも、メリナの瞳は静かに燃えていた。

「それでも近い将来、あたしが五連ペンタシステムを使いこなしてみせるわ。あたしにはこれを受うけ継つぐべき資格と義務があるんだから」

　そう言うと、ふいっと剣から目を逸そらし、円卓へと進む。

「やあ、災難でしたね」

　メリナに声をかけたのは、円卓のそばに立つ青年だ。

　佇たたずまいは見事なヴィクトル人紳しん士し。

　背の高い白人男性で、金属の片眼鏡をした顔からは硬こう質しつな品格と知性が感じられる。

　だが、一方で衣い装しようはとにかく派手だ。細身ぴったりに仕立てられたジャケットには、所ところ狭せましと装そう飾しよく品。しかも、シルクハットからのぞく髪かみはグリーンに染められている。

「変わった人だねー」

　耳元で囁ささやいてきたツグミに同感だった。こんなに派手な格好は、御樹根島はおろか、都会でもなかなかお目にかかれないのではないだろうか。

　メリナが仏ぶつ頂ちよう面づらで緑色の髪をした青年に応こたえる。

「やっぱり観測器の故障じゃなかったみたい。避ひ難なんの進しん捗ちよくはどう？」

「今、各所への誘ゆう導どうを開始したところです。団員を多めに連れてきたのは正解でしたね」

　物もの腰ごしこそ柔やわらかいものの、微笑ほほえみにどこか冷れい徹てつな雰ふん囲い気きを持った青年だ。美しい顔立ちもまた、その印象を強めるのに一役買っている。

　決して高圧的なわけでも、凄みを感じさせるわけでもない。

　ただ──底が知れない。そうクウゴは思った。例えるならば、手をひやりとすり抜ぬける冷水のような。涼すずやかだが、とらえどころが無く、凜りんと張はり詰めた緊きん張ちよう感かんを覚えさせる。

「そこの二人は？」

　青年はクウゴ達にようやく気づいたようだった。

「あなたが連れてこいと言ったんでしょう？　ネドアントに襲われていた二人よ」

　ネドアント、というのは先ほどの蟻あり型邪禍の名めい称しようらしい。

「ああ、なるほど。通話した時に言いましたっけね」

　青年はシルクハットを脱ぎ、クウゴ達へお辞じ儀ぎする。

「心空機士団大ダイ輪リン支部団長、ギルグリン・ミッドフォードといいます。時間を無む駄だにするのは嫌きらいなので、短くギルとでも呼んでください」

「え。……だ、団長さんでしたか」

「ん？　何か変ですか？」

「いえ、そんなことは！」

　失礼になってはまずいと、たじろいだことを慌あわてて誤ご魔ま化かす。

　メリナの物もの怖おじしない対応からも、機士団支部のトップだとは想像していなかった。

　改めて見ると、彼の服についた装飾は、どれもが階級章、あるいは勲くん章しようのようだ。

「俺は銅宮クウゴです。メリナさんには命を救われました」

　そしてさっきは撃うたれました、とはさすがに言わない。ツグミもぺこりと頭を下げる。

「粟橋ツグミです。よろしくお願いしますー」

「銅宮クウゴ君に粟橋ツグミ君、ね」

　片眼鏡の奥に、こちらを分ぶん析せきするような瞳が潜ひそんでいて、クウゴは少し鼻白む。

　それにしても、彼は機士団支部を預かる団長にしては随ずい分ぶんと若い。

　おそらくは、まだ二十代前半。

　大国ヴィクトルが邪禍討とう伐ばつを目的に運営する心空機士団。その支部は世界に二十ヶ所のみ、それも主要な都市にしか存在しない。

　大ダイ輪リンは日本唯一の機士団支部であり、その長であるギルグリンは、この国の邪禍討伐における最高責任者ということになる。邪禍が最大脅きよう威いであるこの世界において、彼のポストには肩かた書がき以上の意味、そして権力があるはずだ。……そんな風にはあまり見えないが。

「あの……、島民を避難させるって仰おつしやいました？　邪禍はさっきの一体だけじゃないんですか？」

　不安そうに訊ねるツグミに、ギルグリンは首を横に振ふる。

「計測器の数値を鑑かんがみて、島の奥地には相当数の、それも凶きよう悪あくな邪禍が潜んでいます。街が襲われれば相当な被ひ害がいが出る。先手を打ち避難を進めるのが妥だ当とう、そう判断しました。この高校の体育館も避ひ難なん所じよとして使わせてもらいますよ」

　話の最中に、作戦室に体格の良い男性機士が入ってきた。

「ご苦労様です。街はどうでした？」

　機士はかしこまり、ギルに膝ひざをついて答える。

「街に十数体のネドアントが出現しました。こちらも三名の機士で対応しましたが、島民には負傷者も出ています。このままですと、死者も想定されるかと」

「どうして邪禍が？」

　クウゴの声は知らず大きくなっていた。

「この島に、ＶＯＲＭを活性化させるものなんてないはずなのに」

「私も君達にはそのあたりを聞きたかったのですよ」

　ギルのつり上がった目が、静かに光る。

「この島には、本当に電子機器はないのですか？　誰かが意図的に持ち込むことは？」

　メリナが驚いて訊ね返す。

「団長は、テロの可能性もあると？」

「あくまで、可能性の一つに過ぎませんがね」

　電子機器を用い、ＶＯＲＭを活性化させたテロには前例がある。

　三年前にアルハンガムで起こった《黒死の悪夢》──

　緊きん張ちようした面持ちのツグミが、ギルグリンの問いに答える。

「わ、わたしの母は、島役場に勤めているんですけど、入島の際に持ち物の確認はしっかりやってます。電子機器なんて危ないものを持ってたら、すぐにバレると思います」

「ふむ。邪禍が一いつ匹ぴき、二匹ひき出たという状じよう況きようではありませんから、電子機器が原因とすれば相当大きいものでしょう。持ち込みは無理ですか……。地じ震しんの線も薄うすそうですしね」

　地ち殻かく変動による電磁波がＶＯＲＭを活性化することも稀まれにあるのだが、ここ数週間、島が地震に襲われた記き憶おくはない。太陽から降り注ぐ日差しも電磁波の一種だが、光のような極めて高い周波数を持つ電磁波では、ＶＯＲＭは活性化しないと言われている。

「カナエ君、ＶＯＲＭ濃のう度どが一番高い地点はどこです？」

「ん？　ちょっと待ってくれ」

　壁かべ際ぎわのモニターを見ていた白衣の女性が、こちらに椅子を回した。

　座ったままでも分かるほど、すらりとしたモデル体型。右目が隠かくれたアシンメトリーな髪かみ型がたで、気だるさと妖よう艶えんさが同時に漂ただよう。

　口には煙草たばこをくわえているが、飛空艇内は禁きん煙えんなのか、火はついていない。

　カナエと呼ばれた女性は、片手で操作盤ばんをタッチする。円卓上に御樹根島の地図が表示され、さらに地域ごとに赤から青まで色分けされる。

　その中で最も濃こい赤の部分を、メリナが細い指でなぞった。

「島の北部。このあたりには何があるの？」

「廃はい墟きよ街だ。電子文明崩ほう壊かい時から放置されてる地帯だよ」

　クウゴが答える。御樹根島の人口は年々増えているが、それでも放ほう棄きされた三百年前に比べれば少ない。海から遠く、資材が運びにくいエリアの再開発は後回し。

　ＶＯＲＭ濃度が高いのは、そうした理由により放置され続けている場所だった。

「ふむ。三百年前の廃墟であれば、電子機器が残っていても不思議はありませんね」

「でも、これまでずっと邪禍なんて出ていなかったんですよー？」

　ツグミが納なつ得とくできない様子で眼鏡めがねを持ち上げる。

「バッテリーが活いきていて、何らかの拍ひよう子しに電子機器を起動させた、等は考えられます。行けば原因もはっきりするでしょうが、邪禍を倒たおして進むのは骨が折れますね。じき日も完全に暮れるでしょうし」

「こちらから攻せめるのは得策じゃないな」

　椅子から立ち上がったカナエが、円卓の地図を指し示しながらハスキーな声で続ける。

「幸いにもこの高校は廃墟街と港町の中間に位置する。敵地の前に建てられた要よう塞さいみたいなもんだ。邪禍のヤツらは鼻がきくし、避ひ難なん民みんが集まれば、向こうからやってくるだろ」

　どうやら一行のブレーンであるらしい彼女の作戦に、ギルも頷うなずく。

「倒すべきは、ネドアントを生み出している本体です。他ほかの避難所には一名ずつ機士を配置し、残る戦力はここに集中、その本体を迎むかえ撃つということで」

「──決まりね。あたしは異存ないわ」

　メリナもその作戦に賛同する。ギルはクウゴとツグミに向き直って言う。

「お二人は有益な情報をありがとうございます。あとは我々に任せてください」

「あ……、どうも」

　礼れい儀ぎ正ただしくはあるが、つまりは『もう用はないから出て行け』ということだろう。

　お辞儀を返しながらも──クウゴの中にはふつふつとした疑念が沸わき上がっていた。

（……迎え撃つと言ったのか？　この高校で？）

　それじゃまるで、ここに集められている島民のみんなは──

　囮おとりじゃないか。




　飛空艇の外に出ると、拡声ガジェットによる避難指示が鳴なり響ひびいていた。

「本当に避難がはじまってるんだねー……」

「さっきまで平和だったのが噓うそみたいだな……」

　心空機士達の誘導により、高校に人が集まりつつあった。

　状況を理解できていない者が多いのか、緊きん迫ぱく感かんはさほどなく、周囲の顔見知りと情報交こう換かんをしながら歩いている。中には島外からの観光客と思おぼしき家族の姿もあった。

「ツグミ！　無事だったの!?」

「お母さん！」

　目で確認するより早く、ツグミが声に反応して振り返かえる。

　校門の方から走ってくるのは、島役場に勤めるツグミの母・ツバメだ。クウゴを養ってくれている女性ひとでもある。彼女はグラウンドに入るやいなや、実の娘むすめに抱だきついた。

「安心したわー。機士さん達の誘導を手伝っていたけれど、二人がどうしているのか気が気じゃなかったわよー」

　肩かたまである髪を簡単にまとめ、品のある白いシャツに膝まであるスカート。目め尻じりには笑いじわ。ツグミがそのまま年ねん齢れいを重ねたような、ほっとするオーラを放っている。

「ツバメさんも無事で良かった。街はどうなってる？」

「うーん、邪禍が出ているってほんとなの？　私はまだ見てないのよね」

　ツバメは頰ほおに手を当て、首をひねる。危機感はあまりないようだ。

「避難は手伝えるけれど、退治は心空機士の皆みなさんにお任せするしかないわね。さ、あなた達も体育館に行って。今夜は家に帰れないかもしれないから、毛布を配らなくちゃ。手伝ってくれる？」

「もちろん！　島のみんなは家族だからねー！」

　ツグミは力強く頷き、母親の後ろについて体育館に向かう。

「……家族」

　何の気なしに発せられた言葉が、クウゴの足を立ち止まらせた。

　自分には、本当の家族はもういない。

　その代わりに、今はツバメとツグミ、そしてこの島に住むみんなが、クウゴの家族だ。

　──やっぱり納得できない。いくら心空機士団とはいえ、島を守るためとはいえ、邪禍をおびき寄せる囮に住民を使おうだなんて──間ま違ちがっている！

「クウゴくん？」

　怪け訝げんそうに振り返るツバメに、謝るように手を合わせた。

「ごめん。ちょっと忘れ物した。先に行ってて！」

「くーご！」

　ツグミの叫さけびを無視して、飛空艇へと駆かけ出だす。

　クウゴは走りながら、いつも首にかけているネックレスを、服の上から触さわった。

　大切な物は、失ってから後こう悔かいしても遅おそいんだ──

　　　　＊

　十歳の誕生日に、クウゴはレノンからプレゼントをもらった。

　革かわ紐ひもの先についた、親指大の心空管。

　真しん鍮ちゆう色の金属で補強された管の根元には、太陽のモチーフがうっすら刻まれている。

「レノン、これ、どうやって使うの？」

「通信用の心空管だ。造りも至ってシンプル。試しに心空子を流してみろよ」

「心空子を──」

　意識を手に載のせたペンダントトップに集中すると、心空管内の心導線フイラメントがぽうっと光った。

　鮮あざやかで暖かなオレンジ色だ。

「クウゴに渡わたしたのは《琥珀管セラアンバー》。心空管に詳くわしい同どう僚りようがいて、作ってもらったんだ」

　レノンはそう言うと、ポケットからもう一つ、よく似た心空管を取り出す。

　心空管の土台は銀色、描えがかれているモチーフは月。

「こっちは《翡翠管ネフライザー》。クウゴが琥珀管セラアンバーに心空子を流せば、俺の翡翠管ネフライザーもオレンジに光る。仮にそれぞれが地球の反対側にいたとしてもな」

　レノンが手にした翡翠管ネフライザーは、確かにクウゴの琥珀管セラアンバーと同じ暖色を放っている。

「逆に俺が翡翠管ネフライザーに心空子を流せば、そっちの琥珀管セラアンバーもブルーに光る」

　レノンが指先に力を込めると、今度は翡翠管ネフライザーの光が青に変わり──少し遅おくれてクウゴの持つ琥珀管セラアンバーの光も青く切きり替かわる。

　幼いクウゴの視線は、二つの心空管の間を行き来した。

「二つの心空管がつながってるんだ。面白いね！　まるでスパイの秘密道具みたいだ！」

「だろう？　ちなみにこの二つの心空管は、最初に使用した者の心空子でしか光らない。琥珀管セラアンバーはクウゴの心空子、翡翠管ネフライザーは俺の心空子にしか反応しないんだ。つまりは、これが光るうちはお互たがいに生きているってわけだな」

　それをそばで見ていた二歳年下の妹、ナギはすねて口を尖とがらせた。

「お兄ちゃんだけずるいー！　あたしも、あたしもー」

　ナギに揺ゆさぶられながらレノンは苦笑し、

「そう言うと思ったよ。ほら、ナギにはこの《紅玉管フレアルビー》をあげよう」

　予あらかじめ用意していたらしい心空管を取り出す。こちらは金色に星のモチーフだ。

「わあ、ありがとうー！」

　受け取ったナギが心空子を流すと、今度は三つの心空管が一様に赤い光を放つ。

「きれー」

　三つの光を囲みながら、クウゴの胸に嬉うれしい気持ちが溢あふれた。

　レノンが本当に、兄として自分の家族に加わってくれたみたいで。
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　緩ゆるんだ顔を誤ご魔ま化かすように、《紅玉管フレアルビー》を夢中で眺ながめる妹の頭を撫なでてやる。

「良かったなー、ナギ。そのかわり、次の誕生日はプレゼントないからな」

「そんなの、お兄ちゃんが決めることじゃないもん。ねーレノン」

「ああ。ナギの誕生日にはまた何か用意しとくさ」

「ちょっ、ナギにばっか甘すぎんじゃない？」

　問とい詰つめると、レノンはニヤリと笑って言った。

「馬ば鹿か野や郎ろう。弟より妹に甘いのは当然だろうが」




　我が儘ままで生意気で、それでも可愛かわいかった妹が死んだ今──

　クウゴが首にかけた琥珀管セラアンバーが赤色に、ルビー色に光ることは、もうない。

　大事なものは突とつ然ぜん失われる。だからこそ、今度こそ、何としても守らなきゃならない。

　校庭には十名の心空機士が集結していた。やはり、ここで迎え撃うつつもりなのだ。

　機士達の防ぼう御ぎよ網もうを突とつ破ぱされれば、島民の避ひ難なんしている体育館はすぐそこである。

　ギルに抗こう議ぎするべく飛空艇へ向かおうとしたが、

「いったっ！」

　グラウンドに走り出たところで、鋭するどい衝しよう撃げきがこめかみを襲おそい、頭がガツンと揺れた。

　この痛みには、覚えがある。というか、つい最近味わったばかりだ。

　校舎に背を預けた人物を見つけ、クウゴは大おお股またで迫せまる。

　スナックチュロス、と銘めい打うたれた棒状の菓か子しを素知らぬ顔で頰ほお張ばるメリナ。

　もう片方の手に持ったトリガロードからは撃ったばかり、というように煙けむりが出ている。

「お、ま、え、な……！　銃じゆうで撃つのがお前なりのコミュニケーションなのか!?」

「いらついてたから撃ったの。感情は包つつみ隠かくさずぶつけるべきって言うじゃない？」

「ぶつけるって、文字通りに決行すんな！」

　思い切り怒ど鳴なっても、メリナは菓子にかじりつき、全く動じる様子がない。

　肝きもが据すわっているというか、クウゴのことなど眼中にないといった感じだ。

「団長の決定に、納得いかないって顔してるわね」

　その割に、どうやらこちらの考えだけは見み抜ぬいていたらしい。

「当たり前だろ。邪禍と戦ってくれるあんた達には頭が下がるけど、戦えない人を危険にさらすやり方は間違ってると思う。もっと他に方法があるはずだろ」

　メリナは薄うすく笑う。例の、人を馬ば鹿かにしたような表情で。

「言っておくけど、あたしはあなたみたいな人が大だい嫌きらい」

　歯に衣きぬ着せず、彼女は舌に毒を載せる。

「見てたわよ。あなたが不格好なバイクで無様に落下するところ」

　指をクウゴの心臓の位置につけ、詰きつ問もんするように顔を近づけてくる。

「あれは一体なに？　島民の命がどうのと言うけど、あなたはその前に自分の命を大切にすべきなんじゃないかしら？」

　クウゴは募つのった怒いかりにまかせ、彼女の手を強めに払はらいのけた。

「俺は管律技師を目指してるんだ。ちょっとやそっとの失敗は覚かく悟ごの上なんだよ。失敗は成功の母。……それに言っておくが、今回はどっちかって言うと成功だ！」

「ふんっ、あなたみたいな人のことを楽観主義者って言うのよ。『自分だけは死なない』とか勘かん違ちがいしているお気楽なお調子者。一人で何でも出来ると思っているばかりか、自分の考えがいつでも正しいとさえ思っている」

「だったら何だよ。俺がどんなヤツかなんて、あんた達がみんなを囮に使おうとしていることとは関係ないだろ！」

　チュロスを食べ終わったメリナは、空っぽになったアルミ袋ぶくろを握にぎりつぶし、口元にこびりついていたザラメを親指で拭ぬぐって、言う。

「無責任きわまりない」

　これまでで一番冷たい眼光に、うっと押し返される。

「ここはあなた達の島でしょ？　大事なら自分達もリスクを請うけ負おうべきよ。それを放ほう棄きして、他人にばかり正義を説くのは無責任きわまりない偽ぎ善ぜん行こう為い。違ちがうかしら？」

「──言わせておけば……！」

　あまりに自分本位な物言いに、クウゴが拳こぶしを握りしめた時だった。

『──ＶＯＲＭ濃のう度どが高くなっている。邪禍が近づいてるぞ』

　メリナの腰こしについた通信用ガジェットから声がした。

　ＶＯＲＭ発生以来、かつてのように電波による通信は出来ない。その代わりに、分解された心空子《心しん素そ》の波動を用いる。心空子発見から百五十年経たった今では、無線で大容量の情報を届けることも可能になっている。

　おそらく通信機から発せられた声の主は、飛空艇内にいた白衣の女性、カナエだ。

「みなさん、警けい戒かい態勢に」

　飛空艇から出てきたギルの命令で、グラウンドに集まった心空機士達が腰のホルスターから一いつ斉せいに拳けん銃じゆうを引ひき抜ぬく。

　心空子の弾たまを撃つトリガロードと違い、彼らの銃は実じつ弾だんを込める自動拳銃だ。銃じゆう身しんには心空管が二つ搭とう載さいされており、ビートガジェットとしての機能は備わっているようだ。

「偽善者はさっさと避難すれば？　巻き込まれるわよ」

　トリガロードの心空管が光る。緊きん張ちよう感かんに心臓が高鳴るが、クウゴはぐっと奥歯を嚙かみしめ、その場に踏ふみとどまった。そして怪訝な顔をしたメリナに告げる。

「嫌いやだね。俺はここで見届けさせてもらう。あそこまで強気にもの言っといて、まさか邪禍に負けたりはしないだろうからな」

「……呆あきれた。言っておくけど、あたしがあなたを守るなんて期待はしないでよね」

「分かんないヤツだな。俺もリスクを背負うって言ってんだよ。無責任だとか、偽善だとか、言われっぱなしは癪しやくなんだ」

　メリナは意外そうな顔を一いつ瞬しゆんだけ見せたあとに、ぷいっとそっぽを向いた。

「ふん、勝手にすれば。でも、あたしはそんなことで認めたりしないからね」

　直後、前にいた男性機士が声を張りあげた。

「邪禍、発見！　ＶＯＲＭ濃度Ｄ、レッドホーネットの群れです！」

　ブゥゥゥン──風切り音が響ひびき、グラウンドと森を仕切る金かな網あみを影かげが飛とび越こえる。

　現れたのは角張った外皮に覆おおわれた深紅の蜂はち。

　頭から尾おまでは五十センチほど。ネドアントより小さいが、尾から伸のびた針は錐きりのように長く鋭い。人間の腹くらい簡単に貫つらぬけそうだ。

　翅はねを広げ、レッドホーネットが飛びかかってくる。視認できるだけで十匹ぴき以い上じよう。

　機士達が一斉にトリガーを引き、銃を撃ち放つ。鼓こ膜まくが痛いほどの、連続した銃じゆう声せい。

　弾だん丸がんは蜂の頭や腹、あるいは翅に突つき刺ささり、確実に敵を仕留めていく。

　それでも絶え間なく降下してくる蜂の群れ。あとどれほどの数が続くか分からない。

「最上級のもてなしを差し上げましょう」

　しかしギルは平静を失わず、胸元からゆったりと懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　精せい緻ちなレリーフが全体に施ほどこされ、一見して高価だと判る造り。

　最たる特とく徴ちようは、時計から四本の心空管が飛び出していることだ。

　文字盤ばんの上下左右、三時、六時、九時、十二時の部分に一本ずつ。

「──穿うがて、クロック・ロッカー」

　声に応じ、懐中時計がひとりでに射出された。時計と手を繫つなぐは一本のチェーン。

　金属にしか見えないその鎖くさりはどこからともなく現出し、時計の進行と連動して伸びる。

　持ち主の心空子を凝ぎよう集しゆうし固体化する心空管《固形管フエイザー》が形成した鎖だ。

　時計本体が蜂を捉とらえ、ボッと吹ふき飛ばす。それだけでは終わらない。ギルが鎖を横に振ふると、時計はギュルルと進路を変へん更こうし、真しん鍮ちゆう鉄てつの側面で他の蜂をも打うち砕くだく。

　ギルが腕うでを振る度たび、懐中時計と鎖は次々と軌き道どうを変え、六体もの蜂を撃げき墜ついした。

　手元に戻もどると、ギルはすぐさま次の一群めがけ時計を撃ち込む。

「そろそろあたしの出番ね」

　ホルスターと一体化したベルト。メリナはその帯についたポケットから心空管を一本抜き、銃に搭載された四本のうちの一つを素早く差さし替えた。そして構えた銃に囁ささやく。

「トリガロード・ヘイルマシンガン」

　心空管が煌きらめき、銃身の下から折りたたまれていた真鍮色のバーが出る。

　それをグリップに、彼女は銃を両手で持つ。

　引き絞しぼられるトリガー。けたたましい音と弾丸が、機き関かん銃じゆうのように連続して噴ふきだす。

　可変式拳銃。そう説明された意味を、クウゴは理解した。

　トリガロードは心空管の差し替えにより、状じよう況きように応じた形状へとその身を変えるのだ。

　短機関銃サブマシンガンに変化したトリガロードを前に、蜂の群れが瞬またたく間まに弾はじけ散る。

　一部の蜂は弾だん幕まくの合間を縫ぬって飛びこんでくるが、軽いフットワークで難なくかわす。

　危なげなど微み塵じんも感じさせない。

　紅くれないの敵をさばき、散らせていく彼女は、まるで紅葉もみじの中で踊おどっているかのようだ。

　他ほかの機士もメリナを援えん護ごするが、マシンガンに変化したトリガロードと、連射のきかない銃とでは倒す速度に雲うん泥でいの差がある。

　戦局に応じ、邪禍も攻こう撃げきを切り替える。最も危険な銃手ガンナーに標的を絞しぼり、尾についた針を一斉に撃ち出す。

　しかし、メリナはその針一本一本すら心空子の弾で撃ち抜いていく。

　彼女の身体からだまではただの一つも届かない。動体視力、反射神経、射しや撃げき術、どれもが一級品であることを証明する、驚きよう異いの芸当だった。

　メリナが銃を下ろしたとき、あたり一面は邪禍の残ざん骸がいで埋うめ尽つくされていた。

「すげー……」

　驚きよう嘆たんが思わず口をついた。心空機士の、それも特級機士の戦いを間近で見るのは初めてだ。まさか、これほど凄すさまじいとは思っていなかった。

「終わりましたね。負傷者はいますか？」

　ギルが見回しながら声をかける。

「彼女が刺されました。動けそうにありません」

　手を挙げた機士の足元には、首を押さえてうずくまる女性機士がいた。

　顔が赤く、息が荒あらい。針を刺され、毒が回っているのが一目で分かる。

「レッドホーネットの針には麻ま痺ひ毒があるんでしたね。治癒力増進剤ヒールインジエクシヨンを使った上で、飛空艇まで運んであげてください」

　命令を受けた男性機士が、腫はれ上がった女性の首元に素す早ばやく注射し、薬やく剤ざいを注入する。女性機士の表情が少しだけ和やわらぐ。

　クウゴの胸がずきりと痛んだ。あれだけ強い心空機士でも、当たり前に負傷するのだ。

　もし防衛ラインを張った待まち伏ぶせではなく、山の中に踏み込んで戦っていれば、負傷者はこんなものでは済まなかったかもしれない。

　それを一切考こう慮りよせず、島民のことばかり考えていた自分が恥はずかしかった。

　無責任。そう言われても仕方がないかもしれない。

「ひとまずこれで打ち止めですか。カナエ君、ＶＯＲＭ反応はどうです？」

　通信機に向かってギルが呼びかける。

『……おい、お前ら。なに気きを抜いてるんだ？　本番はこれからだぞ』

「……なんですって？」

『最高値のＶＯＲＭ濃度がすぐそこまで迫って来てる』

　高校を囲む森がざわめき、木に留まっていた鳥たちが鳴きながら一斉に飛び立つ。

　高校を囲む金網の奥で、山が、森が、ぐらりと動いたように見えた。

　錯さつ覚かくか、と目をこすったクウゴだったが──それは決して見み間ま違ちがいでは無かった。

　金網がズン、と激しく振しん動どうする。超ちよう重量の何かが体当たりした音。

　接合部がぎしぎしと悲鳴をあげ、金網の一部がグシャグシャにひしゃげ倒たおれた。

　ロロロロオロロロロォ──

　気味の悪い雄お叫たけびとともに現れたのは、驚おどろくほど巨きよ大だいな邪禍。

「な、なんだ？」

　丸みを帯びた胴どう体たいに四本の太い脚あし。幅はば、奥行きはおよそ二十メートル、高さは五メートルほどだろうか。飛空艇フォーマルハウトに迫る大きさだ。

　ゾウガメに似た姿で、甲こう羅らに当たる部分には低木と岩石がびっしりと密に埋うまっている。

　山が意思を持って動き出したかのような威い圧あつ感かんだ。

「息いきつく暇ひまくらいはもらえませんかね。──迎げい撃げき！」

　毅き然ぜんとしたギルのかけ声とともに、銃じゆう撃げきが始まる。

　的は大きい。銃じゆう弾だんは外れようもない。

　しかし、彼らの弾丸が当たっても邪禍はびくともせず、ゆっくりと直進を続ける。

　と、邪禍を覆う甲羅の一部がボコボコと蠢うごめき、埋まっていた木が浮うき上がった。

「ちっ！」

　メリナにいきなり突き飛ばされた。

　クウゴが直前までいた場所を、人より背の高い木が斜ななめに貫く。

　ゴウッと凄まじく重い音がして、その木は二度、三度と回転、地面をえぐって止まる。

「……ありゃ、一体なんだよ!?」

　助けてくれた礼を言うのも忘れ、クウゴは叫んだ。

「ＶＯＲＭ濃度Ｂ、ウッドストッカー。あいつは木や岩石をその身にまとい、武器にする。全く、面めん倒どうな相手が出てきたものね」

　続いて降ってきた甲羅岩の雨。機士達はちりぢりに避よけるが、その破は壊かい力は絶大だ。

　直ちよく撃げきを防いでも、えぐれた土や砕けた岩の破片を被かぶり、各おの々おのが少なからず傷を負う。

「弱点は？」

「これといってなし。コレで地道に削けずっていくしかないわ」

　メリナはトリガロードを立ててみせる。

「削るったって、あのデカさだぞ？」

　これまでの蟻ありや蜂とは規模が違う。一体何発の銃弾を撃うち込めば倒せるのか。

　気の遠くなる想像が渦うず巻まいたとき、ウッドストッカーの胴どうの下を、真鍮色の懐中時計が飛び回った。四本の太い脚に、鎖が複雑に巻き付いていく。

「《クロック・ロッカー》。邪禍を縛しばる、ギル団長のビートガジェット。心空子で造られた鎖は伸しん縮しゆく自在、敵を捕えれば時間が経過するごとに拘こう束そく力は強まり、最終的には相手を締しめ砕く。でも、今回の邪禍には相性が悪いわね。大きすぎて完全に縛れていない」

　邪禍は甲羅をぐにゃりと変形させ、引き続き鎖の隙すき間まから木と岩を投とう擲てきする。

　実質、鎖が封ふうじたのは邪禍の四本脚のみ。移動しか制限できていない。あの巨きよ体たいが避ひ難なん所じよである体育館へ向かわないだけ、充じゆう分ぶんに貢こう献けんしてはいるのだが。

　メリナは銃じゆうを構え、ウッドストッカーへ銃撃を開始する。

　ヘイルマシンガンの連射弾だんで、縛られた大型邪禍の肉体は少しずつ削られていく。他の機士が使う銃が命中したときより、はっきりとダメージは見てとれる。

　しかし、敵は巨大だ。削りきるには相当の心空子を消費しなければならない。

「ちっ、接近できれば話は違ちがうんだろうけど……」

　メリナが悔くやしそうにぼやく。

　トリガロードは可変式拳銃だ。もしかしたら至し近きん距きよ離りで使える奥の手があるのかもしれない。だが近づくには、嵐あらしのような砲ほう撃げきをくぐりぬける必要がある。

　ウオォォォォン──邪禍が大きく吠ほえた。

　うねうねと伸縮した巨体の一部が、粘ねん土どのようにちぎれ、空中で変形していく。

　蜂の邪禍、レッドホーネットだ。太い四本脚からは、同様にネドアントが生み出される。

「総員、この場を死守！　一いつ匹ぴきも通してはなりません！」

　ギルが声を張り上げ、機士達の銃声がそれに応こたえる。

　メリナの額にもじっとりと汗あせがうかぶ。消しよう耗もう戦の様相を呈ていしてきた。

　機士達はお互たがいをフォローしながら応戦するが、一人は岩石をくらって吹っ飛ばされ、一人はネドアントが吐はいた酸に腕を焼かれ、一人はレッドホーネットの毒にうずくまる。

　クウゴから見ても苦戦は明らか、防衛ラインは崩くずされようとしていた。

　もはや島民を囮おとりにする、しないの問題ではない。彼らが負ければ、その時点で島はおしまいだ。彼ら以上に、邪禍と戦える人間などいないのだから。

「やばいだろ……、このままじゃ……」

　不安に頭を抱かかえたクウゴの脳のう裏りに、メリナからぶつけられた言葉がよぎった。

『ここはあなた達の島でしょ？　大事なら自分達もリスクを請うけ負おうべきよ』

　そうだ。この場でうずくまっているのでは、避ひ難なんしたのと何も変わらない。

　何か自分にも出来ることはないのか──

　思考はすぐに答えへとたどりつく。

　ビートガジェットだ。

　あの武器さえあれば、小型邪禍の一匹くらい、倒すのを協力できるかもしれない。

　考えがまとまりきる前に、すでにクウゴは飛空艇へと駆かけ出だしていた。

「どこにいくの!?」

　銃撃を続けるメリナに止められるが、答えている余よ裕ゆうはない。

　クウゴはハッチが開いたままの飛空艇に乗り込み、急いで作戦室へと入る。

「おい、何している！」

　室内に残っていたカナエに咎とがめられたが、もちろん気になどしていられない。

　円えん卓たく前に飾かざられていたビートガジェットの剣──ブレイドグラフィーに手をかけると、

「ぬおおおお！」

　クウゴは思い切り力を入れて、台座から引ひっこ抜ぬいた。

「こらっ！　それをどうするつもりだ！」

　椅い子すから立ち上がったカナエに肩かたを摑つかまれる。

「すみません、借りていきます！　討とう伐ばつに協力するから大目にみてください！」

「あっ、おい！　それは──」

　クウゴは白衣に通された手を振ふりほどき、作戦室を脱だつ出しゆつする。

「五本のうち一、二本だけでも光れば、ビートガジェットとして機能するはず──やってみる価値はあるよな！」

　ハッチを蹴けって外へ跳とび出る。

　暮れかけていた陽ひは完全に沈しずみ、立っている機士は残り五人。

　機士の半数を戦せん闘とう不能にしてなお、邪禍の猛もう攻こうはやまない。

　よし──クウゴは剣を正面に構え、ビートガジェットに意識を集中する。

　自分の全身から放出されている心空子を、握にぎりしめた剣の一点へ送り込むイメージ。

　五本の心空管のうち、柄つかに近い一本がチカチカと点てん滅めつする。

　集中しろ。もっと、もっと、もっとだ！

　クウゴはさらに柄に力を込めるが──それ以上は光ってくれない。

「ぷはっ」

　無意識に止めてしまっていた息を吐はいた。ダメだ──全然起動する気配がない。

「あなた……、何やってるのよ」

　岩石の砲ほう弾だんを跳びよけたメリナがそばに降り立つ。

　そしてクウゴの持ったビートガジェットを銃じゆう口こうでさしながら笑った。

「あー、大体何をやろうとしたか分かったわ。邪禍の再生を止める《歪曲管デイストーシヨン》だけでも光ればと思ったの？　だとしたら選んだモノが悪すぎ。さっき教えたでしょ？　そのブレイドグラフィーは誰だれにも使いこなせないって」

「ちょっとでも助けになるかと思ったんだけどな……」

　メリナはふう、とため息をつく。

「馬ば鹿かは離はなれてて。もうすぐ全部終わるから」

「え？」

　予告通り、邪禍の攻こう撃げきがぴたりと止まる。甲羅を形成していた木と岩石が尽きたのだ。

　新たな砲弾を補給しようにも、クロック・ロッカーに拘束されていては移動できない。

「この時を待ってたのよ」

　不敵な笑みを浮かべたメリナは、真っ直すぐに駆け出した。

　邪禍に近づき、至近距離からトリガロードの攻撃を当てるつもりだ。ネドアントやレッドホーネットが親を庇かばって立たち塞ふさがるが、彼女はまるでものともせず吹ふき飛ばす。

　夜が訪れ、黒い影かげとなった大型邪禍。そこへ突つっ込こんでいく銀ぎん髪ぱつの後ろ姿──

（なんだ……？）

　決着を迎むかえようという状じよう況きようにもかかわらず、クウゴは何故か嫌いやな気配を感じた。

　虫の知らせというものがあるのなら、これがそうなのかもしれない。

　メリナを追うように脚を前へと動かしたのは、ただの漠ばく然ぜんとした不安でしかなかった。

　それでも、予感は正しかった。

　邪禍は高い再生能力を誇ほこる。それは細さい胞ぼうの増ぞう殖しよくが異常な速度で行われるからだ。

　上じよう弦げんの月が、突とつ如じよとして黒く塗ぬりつぶされた。

　月光を遮さえぎったのは、邪禍の背後に新しく形成された、長く太い尾お。

　メリナは立ち止まり、顔を驚きよう愕がくに染める。

　暗くら闇やみに溶とけ込んだ尾の存在に、彼女も今の今まで気づいていなかったのだ。

　邪禍の太い尻尾しつぽが鞭むちのようにしなって迫せまる。

　長い射程リーチ、とても避けられない。

　なにもかもがスローモーションに感じられる中。

　クウゴはとっさにメリナの前へ立ち──手に持った剣を突き出していた。

　何故なぜかは分からない。ただ、そうしなければと思ったのだ。

　衝しよう突とつの刹せつ那な──目ま映ばゆい光が、夜の帳とばりを切きり裂さいた。

「……光った！」

　剣に搭とう載さいされた五つの心空管が放つ、神こう々ごうしい輝かがやき。

　クウゴの持つ剣の刀身は、ウッドストッカーの尾をしっかりと受け止めていた。

「噓うそでしょ……。信じられない。ブレイドグラフィーの心空管が、五本全部光ってる……」

　変化は心空管の光に留とどまらない。剣の刃は元もとで嚙かみ合わさった歯車が、高速で回転する。そのためか、超ちよう重量の尾と競きそっても全く重みを感じない。
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　歯車の動きが敵の力を抑よく制せいしてくれているようだ。

　蜂はちの群れがクウゴを新たな敵と認識、一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

「うおおおおお！」

　クウゴは力任せに邪禍の尾をはね飛ばす。

　そして蜂の群れに向かって、がむしゃらに剣を振った。

　一いつ閃せん。刀身から飛び出した光の刃が、蜂を紙くず同然に切り裂いた。

　その隙すきに、メリナが素す早ばやく心空管を差さし替かえ、トリガロードを変形させる。

「トリガロード・ショットブラスト」

　銃じゆう身しんを構成するブロックががちゃりと開き、銃口が大きく広がった。身をかがめたメリナが邪禍の腹めがけトリガーを引くと、無数に分かれた光の粒つぶが胴にぶち当たる。

　散弾銃シヨツトガン型。炸さく裂れつした心空子の散さん弾だんに耐たえられず、邪禍は身体からだを地面にたたきつけた。

「……やった？」

　メリナはしばらく邪禍に銃を向けて警けい戒かいを続けていたが、邪禍が少しずつ崩れていくのを確認すると、緊きん張ちようが解けたのかその場にへたりこむ。

　途と端たん、わっと勝利の喝かつ采さいを上げ、機士達がクウゴに駆け寄よってきた。

「おい、すげーぞ！　ブレイドグラフィーを使うなんてよ！」

「どうやりやがった、一体！　お前、団長が隠かくしてた秘密兵器か何かか？」

　男性機士達がクウゴを羽は交がい締じめにし、髪かみをもみくちゃにする。

「あなた、一体なんなの……？　いきなりブレイドグラフィーを動かせるなんて……」

　よほどショックだったのか、座ったまま呆ぼう然ぜんとするメリナ。

「ええっと……、まぐれ……かな？」

　剣を見ると、すでに五本の心空管は光を失っていた。

　自分は本当にこのビートガジェットを動かしたのだろうか──

　沈ちん黙もくした心空管を見ていると、夢でも見ていたのでは、という気さえしてくる。

「偶ぐう然ぜんで五連ペンタシステムは動かせませんよ」

　そう言ってやってきたのは、豪ごう華かなジャケットを土で汚よごしたギルだ。

　彼は地面に落ちた帽子を拾いながら、くすくすと笑っていた。

「いやあ、面白いものが見れました。今日、我々がここに来たのは、君に会うためだったのかもしれませんねえ」

「は、はあ……」

　何故か上じよう機き嫌げんのギルグリンに、クウゴは不気味な思おも惑わくを感じずにはいられなかった。

　そして──

　　　　＊

「ＶＯＲＭ濃のう度どＢの邪禍が発生した御樹根島は、今日より要警戒区域デンジヤーゾーンに指定されます」

「馬鹿な！」

　冷然としたギルの宣告を聞き、老ろう齢れいの島長が机を叩たたいた。

「……おいツグミ、なんなんだ。要警戒区域デンジヤーゾーンって」

　クウゴがこそっと訊たずねると、隣となりに座ったツグミも小さな声で返してくる。

「えとね。要するに、今後も邪禍が出るかもしれない場所ってことだと思う」

　邪禍討とう伐ばつが終わったあと、高校の視し聴ちよう覚かく室に島の中心人物達が集められた。

　島長、十名の島議会議員、そしてツバメを含ふくむ役場関係者が二十名ほど。

　さらにはギルやメリナなど機士達が五名に、なぜか入るよう言われたクウゴ、ツグミ。合わせて四十名弱が椅い子すで輪を作った格好だ。

「……この島は観光で成り立っている部分が少なからずあるのです。邪禍が出るとなれば、島を訪れる方は激減する。どうにかなりませんか」

　島長のそばにいた議員から問われるも、ギルは首を横に振る。

「法律きまりですからね。要警戒区域デンジヤーゾーンの指定は免まぬかれません。ただ、人の記き憶おくは風化しやすいもの。三年もすれば風評はおさまり、客足は自然と戻もどるでしょう。それは丁度、要警戒区域デンジヤーゾーン指定が解除されるまでの年数でもあります」

「三年……簡単に仰おつしやいますが、それはあまりに長い。蓄たくわえがある者ばかりではないのです。観光客を頼たよりにした飲食店や土産みやげ屋など、すぐに枯かれてしまう」

　役場の男性が苦々しく言い、周囲も頷うなずく。

　夜は更ふけている。戦いで疲つかれたクウゴは早く帰りたいと思っていたのだが、次第に状況の深刻さが分かってきた。この場で話されていることは、島の存亡に関わることだ。

「承知しています。ゆえに私は救いの手を差し伸のべたいと思っているんですよ？」

　ギルは相好を崩くずしてみせる。安心させ、相手の懐ふところに入り込むように。

「救い……とは？」

「援えん助じよしますよ。邪禍が出なければこの島に入ったであろう収益、それに見合う金額を」

　その提案を、島長が老体とは思えないような大声で笑い飛ばす。

「どこからそんな金が出る。機士団の団員ごときが、一存で決められることではなかろう。それより島に何故邪禍が出たかを調べてくれ。原因が明らかになれば要警戒区域デンジヤーゾーンに指定されることもないじゃろうが」

　要警戒区域デンジヤーゾーンに指定されたのは機士達が来たせい。島長はそんな風に感じているらしい。全くの八つ当たりなのだが、原因が突き止とめられていないこともあり、誰かに怒いかりをぶつけなければ気が済まないといった様子である。

「原因が何であろうと、御お樹き根ね島じまの要警戒区域デンジヤーゾーン指定は変わりません。それに私は、ただの機士団員として申し上げている訳ではありませんよ」

　ギルはそんな島長の悪感情を軽くいなし、付け加える。

「十三貴族の一人、ギルグリン・ミッドフォードとして申し上げているのです」

　ミッドフォードという姓せいに、議員達が一様にどよめいた。

「ミッドフォード？　まさか──ミッドフォード伯はく……？」「ギルグリン伯はく爵しやくと言えば、ヴィクトル十三貴族の一人じゃないか……」「何故こんな辺へん鄙ぴなところに伯爵様が……」

　ふふん、とギルはまんざらでもない表情をみせる。

「どうやら私をご存じの方もいらっしゃるようだ」

　クウゴもあっけに取られた。

　ヴィクトル十三貴族。心空管技術を生み出し、新たな文明をもたらした者達の末まつ裔えい。

　そしてこの世界を牛ぎゆう耳じる、十三人の絶対的権力者。ギルはその一人だと言うのである。

「私に有言実行するだけの資金力があることはおわかりいただけたでしょうか。ただし、私が力を貸すには条件が一つ」

　ピン、と一本立てられた貴族の指に、皆みなの注目が集まる。その指はゆっくりと倒たおされていき、クウゴの顔へと行き着いた。

「今回の邪禍討伐に多大なる貢こう献けんをした銅宮クウゴ君。彼を心空機士団に招き入れたい」

「俺を、心空機士に……？」

　唐とう突とつな提案をしたギルは、にこりと微笑ほほえむ。

「君は実に有能です。心空管を五つ光らせることなど私にも出来ません。ご覧になられた方もいるのでは？　彼が邪禍の一いち撃げきを受けとめ、光の刃で敵の群れを切り裂くのを。彼にはその力を振ふるうにふさわしい場所がある。そうは思いませんか？」

　なぜ自分がこの席に呼ばれたのかを、クウゴは遅おそまきながら理解した。

　はめられた。こんなに公然と、島民の暮らしを交こう換かん条件に持ち出すなんて。

　逃にげ場ばのない、究極の勧かん誘ゆう方法だ。

「彼が使用した剣けんは、ブレイドグラフィー。世界で唯ゆい一いつ、心空管五本を搭載したビートガジェットです。そして先代の持ち主が亡くなってから、しばらく使い手が見つからなかった不ふ遇ぐうの剣でもある。そう、彼が現れるまではね」

　討とう伐ばつ後にギルが上機嫌だったのは、新たな機士を部下に出来ると確信していたからだ。

「優すぐれた才能を持っていた先代使用者ですら、五本の心空管を光らせるのに二年かかりました。それを、クウゴ君は何の修練もなく光らせた。彼にはおそらく、前ぜん人じん未み踏とうの六本すら光らせられるポテンシャルがある。心空機士になるために与あたえられた才能と言って良いでしょう。それを埋うもれさせるなど、もったいなくて私には出来ません」

「待ってください！」

　恍こう惚こつと語るギルに反発し、立ち上がったのはツバメだ。

「クウゴはもう充じゆう分ぶん、島のために勇気ある行動をしました。大義名分があるからといって、これ以上危ないことをさせるなんて、もってのほかです！」

　クウゴの母代わりである彼女の言葉に、島長も怒りを同調させて頷く。

「……この島の住民は皆、家族だ。それが島の誇りであり、絆きずなでもある。まるで物の売買でもするかのように考えている人間に、大切な子供を預けられるか！」

　そうだ、と他ほかの者も言う。ツバメ、そして島長への賛同は広がり、大きなうねりとなって視聴覚室を満たしていく。

　クウゴは胸が熱くなるのを感じた。もし自分が行かなければ、島が潰つぶれてしまうかもしれないのに。

　──やっぱり俺は、この島が大好きだ。……だからこそ。

「クウゴ君は物ではない。そう言いましたね。私も同感です。だからこそ、心空機士になるかを決めるのは貴方あなたがたではない。最も尊重されるべきは、クウゴ君自身の意思だ」

　ギルの鋭するどい口調に、室内がしんと静まった。

　集まった視線を感じながら、クウゴは意を決して立ち上がった。

「……ギル団長。心空機士団に入れというのは、具体的にはどういうことですか？」

「くーご！」

　ツグミが悲痛な声をあげる。

「我々の本ほん拠きよ地ちである大ダイ輪リンに来ていただきます。学校も心空機士団が運営する大ダイ輪リン学院へ編入。ご存じの通り、日本で一、二を争う名門校です。決して悪い待たい遇ぐうではありませんよ」

　クウゴを引き止めるように、ツグミが後ろから抱だきつく。

「ダメだよ、くーご。心空機士になったら、あんな怖こわい生き物とまた戦わなきゃいけないんだよ。自分を犠ぎ牲せいにしないで……」

「──いいや、自己犠牲なんかじゃない。これはチャンスだ」

　安心させたいと思ったのもあるが、同時にそれはクウゴの本心だった。

「大ダイ輪リン学院といえば、管律技師になるための登とう竜りゆう門もんじゃないか。別に心空機士をしながらそっちの勉強をしてもいいわけだ。大ダイ輪リン大学にだって進学しやすくなる、だろ？」

　クウゴはギルに目線を戻し、挑ちよう戦せん的に睨にらみつける。

「ギル団長、貴方は俺を有能だと思ったから勧誘しているんですよね。であれば、心空機士として以上に管律技師として有能であれば、心空機士団で《管律技師》に転向することも可能。そう思っていいですか」

「…………なるほど。ふふ、はははははは。面白いですね君は！」

　それは思わぬ質問だったらしい。しばし放心したあとで、ギルは高らかに笑った。

「いいでしょう。ただし、その条件を吞のむからには、こちらからも条件を追加させてもらいますよ。君は心空機士としても有能であることを示し続けなければなりません。機士として使えなければ、学院を放ほう逐ちく、島への援助も打ち切ります。よろしいですか？」

　心空機士として手を抜ぬかせないための、当然の条件設定だろう。異存は無い。

「受けて立ちますよ」

　こうして交こう渉しようはまとまった。

　心空機士団は飛ひ空くう艇ていで夜のうちに島をたつ。

　クウゴは準備を整えてから、明日あしたの朝フェリーで本土へ旅立つことになった。

「くーご……」

「心配すんなよ。俺なら大だい丈じよう夫ぶ。心空機士も管律技師も、両方上手くやってみせるさ」

　落ち込んだツグミをツバメに託たくし、クウゴは視聴覚室を出た。

「──機士団はそんなに甘いところじゃないわ」

　腕うでを組んだメリナが、廊ろう下かの壁かべに背を預けていた。

「心空機士から管律技師に転向した人なんて聞いたことがない。もしどうとでもなると楽観視しているなら、今からでも決断を覆くつがえすべきだわ」

　彼女は顔をそむけたまま、ぶっきらぼうに言う。

「楽観的なのは長所なんだ。やれるだけやってみるさ」

「ふんっ、なら好きにすれば？　後こう悔かいすることになってもしらないんだからね」

　何が気に障さわったのか、メリナは腹立たしそうにクウゴの肩かたをどん、と押す。

「言っておくけど、ブレイドグラフィーはあたしが使うんだから。五連ペンタシステムを光らせたくらいで、いい気にならないことね！」

　そう吐はき捨すてて去って行く彼女に、クウゴは肩をすくめた。

「なんだ……。心配してくれているのかと思ったら、剣を使われたくなかっただけか」

　最初からこうも敵対心をぶつけられるとは。

　確かに機士を続けるには神経を使いそうだ。戦い以外にも。

　気を紛まぎらすため校舎の外に出ると、空は溢あふれんばかりの星に満ちていた。いつもなら目を輝かがやかせるところだが、今日はこの美しい夜空にもどことなく寂さびしさを感じる。

（この景色も、しばらくは見れなくなるな）

　クウゴはふと思いつき、服の内側からネックレスを取り出した。

　琥珀管セラアンバー。いつも首にかけている、レノンからもらった宝物だ。

　クウゴは感かん慨がい深ぶかく心空管を撫なでた後、ぎゅっと摑つかんで心空子を流した。

「レノン。俺、絶対に管律技師になってみせるからな」

　オレンジ色の光が点灯し、しばらく待っていると光はブルーへと切きり替かわった。

　管律技師になる。そしてレトロアクタを作ってみせる。

　これまで宣言し続けてきた夢の一歩を、クウゴは確かに踏ふみ出したのだ。




　深夜の空。大ダイ輪リンへの帰路についた飛空艇《フォーマルハウト》の照明は消え、非常灯だけが薄うす暗ぐらい艇てい内ないを照らしている。

　メリナは窓からぼんやりと、黒い外の景色を眺ながめていた。どこからが空で、どこからが海なのか、境目は全く分からない。

　本当に外は広がっているのだろうか。そんな悲観的な妄もう想そうさえ懐いだきそうになる。

　世界は犠牲を求めている。

　犠牲を前提とした構造になっている。

　それがメリナの考えであり──今日もその持論はくつがえらなかった。

　あの島の住民達は、何だかんだ言いながらあの少年に全てを押しつけた。自分達が助かるために、生いけ贄にえを差し出したのだ。

　どいつもこいつも、無責任な偽ぎ善ぜん者ばかり。

　自分の利益のために、他人を不幸にする。なんて醜みにくく、救いのない世界──

　彼女は意を決し立ち上がり、眠ねむっている同どう僚りよう達を起こさぬよう、足音を殺してキャビンを進む。そして行き止まりにあるボタンで操縦室の横にある自動扉とびらを開く。

　室内には固定された机があり、背もたれのある椅い子すに腰こし掛かけたギルが読書をしていた。

　飛空艇内の団長室。ギルグリンの個室である。

「おや、どうしました。メリナ君」

　分厚い書物から顔を上げたギルは、ほんの少し眉まゆを上げた。意外な客だと思われたらしい。メリナは自動扉が閉まらないよう、入り口に手を当てて訊たずねる。

「何をたくらんでいるの？」

　自分が思っていたよりも挑戦的な口調になってしまう。

「ふむ。たくらむ、とは？」

「しらばっくれないで。ヴィクトルでも日本でも、学生は中学入学時と高校入学時の二回、血液検査で心空子放出量を計測する。そのデータはあなたにも届いているはず。特に、上位数名は機士候補に名が挙がっていても不思議じゃない」

「……つまり？」

「彼の名前を聞いたときから、分かっていたんじゃないの？　五連ペンタシステムを使いこなせるんじゃないかって」

　もしくは今回の討伐自体、彼を機士団に入れるために仕組まれたものではないか。その可能性までメリナは考えていた。自分でも悲観的な考え方なのは分かっている。

　しかし、十三貴族ならやりかねない。彼らの価値観は、常人とはかけ離はなれすぎている。

「はは。私の記き憶おく力を買いかぶりすぎですよ。それに、ブレイドグラフィーを握にぎったのは彼自身の意志です。そこまで私に操作できると思いますか？」

　噓うそをついている表情には見えないが、それが余計に怪あやしく感じられる。

「……やっぱりあなたも十三貴族なのね。あなたみたいな人がいるから、この世界はおかしな方向へと進んでいるのよ」

　メリナはきつくギルを睨みつける。

「ふむ。君は十三貴族に恨うらみでもあるんですかね？　一年も同じ支部なのに、私はまだ君のことをあまり知りません。もう少し打ち解けてくれても良いのでは？」

「打ち解けてほしいのなら、くだらない策など弄ろうさないことね」

　自分のことを話さないのはお互たがい様さまだ。他人の警けい戒かい心を解き、相手から信しん頼らいを引き出しながら、自分からは何も差し出さない。それがこのギルグリンという男なのだ。

　メリナはこの一年間で、彼が実のところ誰だれにも心を開いていないことに気づいていた。

「嫌きらわれたものです。私は、君の有能なところは買っているんですがね。──ああ、もしやブレイドグラフィーを横取りされたのが気に食わないのですか。君はあの剣に随ずい分ぶんと固こ執しゆうしていたようですしね」

「……あたしが許せないのは、あんな強引な手段で彼を機士団に引き入れたことよ」

　言い捨てると身を翻ひるがえし、メリナは団長室を出た。

『本機は着陸態勢に入ります。立ち上がっている方は自分の席に戻もどり、ベルトを締しめてください』

　自分の席、か。着陸予告のアナウンスに、メリナは自じ嘲ちよう気味に笑う。

　あの日から、自分の席は心空機士団の中にしか存在しない。

　だが、彼──銅宮クウゴはまだ引き返せる。ならば自分はそのために動こう。

　まずは冷たく、厳しく接して彼の心を折る。

　そして可能な限りはやく、もう機士を続けたくないと思うように誘ゆう導どうしなければ。

　結果として嫌われ、憎にくまれようとも構うものか。

（そうよ。自分と同じような気持ちを、もう誰も味わうべきじゃない）

　目を固く閉じ、もう一度見開いたとき、メリナの心から迷いは消えていた。

　残ったのは、彼女のかたくなな信念だけ。







　《第二章　ガジェットシティ・大ダイ輪リン》







　クウゴの両親は、二人とも管律技師だった。

　ツバメの姉でもある母・クイナは心空子から人間の記憶を復元する理論を構築。論文は高く評価され、若くして名門ロンドン大学の教授に就ついた。

　一方、父・イツキは独創的な発想が理解されず長らく学会の鼻つまみ者だったが、心空機士団に技術提供し、ビートガジェットの威い力りよくを数倍に引き上げたことで名声を得た。

　理論派の母と、直感派の父。そのハイブリッドとして生まれたクウゴは、もちろん幼い頃ころからガジェットが大好きだった。遺伝もあっただろうし、物心ついた時にはガジェットにまみれて生活していたのだから、環かん境きようも万全だったといえる。

　好きといっても、眺め、使ったりするだけではすぐに満足できなくなった。自分で造りたい。分解してみたい。組み立てたい。そんな欲よつ求きゆうは小学生の時点ですでに芽生えていた。

　クリスマスに初めてねだったのが工具一式というくらい、生まれついての、筋金入りの心空管好きガジエツトフリークである。

　あの災さい禍か──《黒死の悪夢》が起こる半年前のこと。

　研究所を訪れていた十二歳のクウゴは、部屋の隅すみに置かれた鞄かばんに手を伸のばそうとした。

「触さわんな、いたずらっ子」

　振ふり返かえるとレノンがいた。その細長いケースは彼が普ふ段だんから持ち運んでいるもので、おそらくビートガジェットが入っている。おそらく、というのは、クウゴは一度も中身を見せてもらったことがなかったからである。

「いいじゃん、見るだけ。どんなビートガジェットを使ってるか知りたいんだよ」

「ダメダメ。心空管好きガジエツトフリークなお前のことだから、ビートガジェットを見せたら心空機士になるとか言い出しかねない。こんな危ない職業を目指すようになったら、俺が親父おやじさんに怒おこられるんだからな」

　何だよ、とクウゴは頰ほおを膨ふくらます。

　レノンと初めて会ったのは、クウゴが八歳の頃。七つ年上のレノンは養護施し設せつで育った孤こ児じで、クウゴの父に心空子放出量の高さを見いだされ、心空機士となった。以来、銅宮家やこの研究所に出入りすることが多く、家族同然の付き合いとなっている。

　レノンはふてくされたクウゴのクセ毛をくしゃりと撫で、

「そんなにガジェットが見たいなら、もっと良いものがある。ついてこいよ」

　そう言って奥の研究室へと入っていく。何だろう、と追って入ると、そこは二十畳じようほどの部屋になっており、中央には大きな心空管が据すえられていた。幼いクウゴが、内側に二人くらいは入れそうなサイズだ。

「かっけー！　これ、なんなんだレノン！」

　レノンは誇ほこらしげに説明する。

「心空管レトロアクタ。イツキ博士とクイナ教授、二人が合作した新しい心空管だ」

　クウゴは心空管のガラスにへばりつき、光ひかり輝く内側をのぞきこむ。

「ん……。この心空管、なんかヘンだね。導線がないし、ガラスの中に星ほし屑くずがある」

　通常、心空管の内側には心導線フイラメントと呼ばれる金属の導線が伸びており、その導線を伝って心空子が分解され、エネルギーが発生する。

　ところが、その心空管には心導線フイラメントがなく、代わりにガラスの中は、夜空に浮うかぶ星のような、細かい光の粒つぶで満たされているのだった。

「これは心空管であって心空管ではない」

　低い声とともに、白衣を着た父が部屋に入ってきた。

　その後ろには母・クイナもいる。今日は大学の講義はお休みらしい。

「ふうん。なぞなぞみたいだね」

「そうだな。でもこのレトロアクタこそが、世界を変える鍵かぎなんだ」

「大勢の人を笑顔にできる、新しん機き軸じくの心空管なのよ、クーちゃん」

「シンキジク、って？」

　首をかしげるクウゴ。

「常識をくつがえす、全く新しい発想ということさ」

　両親は夢見るような瞳ひとみで、レトロアクタを眺めた。

「ここまできたんだ。もうあと一歩ですよ」

　そう言ったレノンの肩かたに、父が手を置く。

「ありがとう。君が協力してくれたおかげで、研究が十年は早く進んだ」

「いいえ。俺はただ、自分の心素サンプルを提供しただけですよ」

　一人だけ会話についていけず、クウゴは声を荒あららげて訊ねた。

「ちょっと。結局、このレトロアクタってなんなの？」

　母は微笑ほほえみ、クウゴの頭を撫なでながら言う。

「クーちゃんにも分かるように言えば、邪じや禍かを根絶するための切り札ってところかしら」

「コンゼツ？　それって、ビートガジェットよりもすごいってこと？」

　その問いを、レノンが鼻で笑う。

「ビートガジェットなんか、目じゃないね」

「すげー。俺も作りたい！　どうやったら作れるの？」

　おほん、と父はわざとらしく咳せきをした。

「それはクウゴがもうちょっと心空管について詳くわしくなったら、教えてやる。お前、実じつ践せんばっかりで理論の方が全然ダメだろう」

「うわー、またそうやって勉強させようとする。理り屈くつなんか知らなくても、組み立てれば動くんだからいいじゃんか」

「そう言って家うちのガジェットを何個壊こわした？　念のため忠告しておくが、このレトロアクタは分解してみようとか考えるなよ。この内側に浮いている星屑は有害物質だぞ」

「ええっ！　聞いといてよかった……」

「クウゴ……、有害とか以前に、これ壊したら首絞しめるからな!?」

「ぐえ。も、もう絞めてるじゃん……！」

　レノンはやれやれと肩をすくめ、母にささやく。

「こいつにとっては管律技師を目指す方が、心空機士になるより危険かもしれませんね」




　──ガタン──ゴトン──

　ぼんやり目を開けると、そこは寝しん台だい列車の中だった。ブラインドを通して差し込む日光によって、夢から引き戻されたらしい。

（ああそっか。俺、大ダイ輪リンに向かってるんだっけ……）

　伸びをして寝台から飛び降りると、クウゴは車両を移り、簡易の洗面台で顔を洗う。

　ウッドストッカーとの戦せん闘とうがあった翌日、クウゴはフェリーで本土へ旅立った。

　港には話を聞いた友人達が来てくれたが、結局ツグミは見送ってくれなかった。

（どうせ年末には戻るんだから、あんなにすねなくてもいいのに）

　船のあとは列車。夜をまたぐ、実に十時間以上の長旅だった。

　しかも大ダイ輪リン学院への通学は今日から。編入手続きの早さには驚おどろくばかりだ。

　さすがは十三貴族の権力、といったところだろうか。

　顔を拭ふきながら戻ろうとすると、窓の向こうの荘そう厳ごんな街並みが目に飛び込んでくる。

　その光景に、重かったまぶたがぱっちりと開いた。

「やっぱり、大ダイ輪リンはすげーなあ！」

　クウゴは車両と車両の間に立ち、風にばさばさと髪かみを遊ばせて景色を楽しむ。

　大ダイ輪リンは日本の首都であり、心空管産業に対する税が免めん除じよされる日本唯ゆい一いつの心空管特区ガジエツトシテイでもある。貿易も盛さかんで、はるか海の彼方かなたにある大都市ロンドンと姉妹都市の関係だ。人口は五百万人を超こえ、なおも増え続けている。

　線路の先に見えるのは、並んでそびえる二棟のビル《ツインランス》。

　六十階建ての西ビル《ウエストランス》と、五十階建ての東ビル《イーストランス》は三十階部分が渡わたり廊ろう下かで繫つながり、さらにそれぞれの屋上には建物の高さを五十メートルほど上乗せする巨きよ大だいな心空管が設置されている。

《メガアンプ》。街の人々が無意識にたれ流している心空子を空気から収集し、誰にでも利用可能な定格のエネルギーに変へん換かんする装置だ。

　己おのれの心空子は好きなときに使え、携けい帯たい機器など小型のガジェットを動かすには便利だ。しかし家庭設置用の大型のガジェットを動かすには放出量が足りず、また設置用ガジェットの前にずっと張り付くわけにもいかない。

　なので、ここ大ダイ輪リンではメガアンプで変換された定格のエネルギーがコンセントを介かいして供給され、テレビや冷蔵庫、空調設備などを動かしている。メガアンプこそが心空管特区ガジエツトシテイの象しよう徴ちようであり、かつ心空管特区ガジエツトシテイたらしめる装置なのである。

　イーストランスの周囲には何本もの真しん鍮ちゆう色の煙えん突とつ。地面からビルの四十階部分まで伸びたそれは、分解された心空子《心素》の排はい出しゆつ口。通つう称しよう《パイプオルガン》。

　メガアンプによりエネルギーを放出した《心素》を冷えた状態のまま吐はき出すため、空気中の水分が冷えて、真っ白な蒸気が噴き出しているように見える。

　クウゴが乗った列車の先頭車両にも煙突があり、白い蒸気のようなものが立ち上る。見た目は旧文明の蒸気機関車だが、その構造、排出しているものはまるで違ちがっている。

　列車は駅になっているツインランスの一階へと走り込み、停車した。

　ホームへとなだれ込む乗客に押され、クウゴは生まれて初めて大ダイ輪リンに足をつけた。

　目の前に広がるのは、ツインランスを中心として放射状に伸びる舗ほ道どう。規則正しく配置された街路樹と、区画化された建物群。景観を整えるためビルの高さには制限があり、開けた頭上を輸送用の飛空艇が行き交かう。

　上空からだと、この街はまさしく、海沿いに咲さいた大たい輪りんの花に見えるだろう。

　ギルからは迎むかえをよこすと言われていた。広場でトランクケースに腰こし掛かけ、きょろきょろと視線を動かす。街を行くのはシックな着こなしの人々。男はジャケットにシャツ。女性も落ち着いた色合いの服に革かわ製の鞄やベルトを合わせる。彼らが悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽするそばを心空子で動くＥＧエゴイル車が急ぎ足で疾しつ走そうしていく。

　しばらくすると、見覚えのある白衣の女性がこちらにやってくるのが見えた。

「よう、銅宮。心空管特区ガジエツトシテイ・大ダイ輪リンへようこそ。長旅で疲つかれてないか？」

　女性は片手をひらひらとあげて話しかけてきた。
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「こんにちは。ええっと、カナエさん、でしたっけ？」

　左右非対たい称しように伸びた黒くろ髪かみと印象的なハスキー声。

　飛空艇の中で心空機士のサポートをしていた女性である。

「偉えらいぞ、よく覚えていたな。オレは灰はい草ぐさカナエ」

　カナエは火のついていない煙草たばこを嚙かみながら名乗る。一昨日おととい会ったときには飛空艇内が禁きん煙えんなのかと思っていたが、本人が禁煙中なのかもしれない。

「今日から君の担任でもある。よろしく頼たのむぞ、我が生徒」

「カナエさんって教師だったんですか？　一昨日はどうして機士団と一いつ緒しよに？」

　よくぞ聞いてくれたというように、うんうんと頷うなずくカナエ。

　せっかく美人なのに、話し方や仕草が実に男性的だ。

「本職は研究者で、教師は副業なのさ。大ダイ輪リン学院はオレの所属するウルカヌスの一部だし、しかもオレは特別クラスの担任を受け持っているのでね。クラスＡからクラスＧまでの普ふ通つう科かとは別の、心空機士やその予備生しか入れないクラスＳ。君はそこに入るんだ」

「クラスＳ……心空機士のためのクラスってわけですか」

　三級心空機士。それがクウゴに与あたえられた階級だ。機士としては最低ランクだが、入学前に正規機士の資格を与えられたこと自体が充じゆう分ぶんに特とく別べつ扱あつかいである。

　カナエの隣となりについて歩きながら、自分の格好が浮いていないか、再度チェックする。

　シャツに、ベストに、ブーツインした細身のパンツ。

　そして心空機士の証あかし、歯車模様のソリッドジャケット。

　クウゴがなりたいのは管律技師だが、この衣装は悪くないと思える。

　あと忘れてはならないのが腰こしに巻き付けた工具セット。都会のファッションにはそぐわない気もしたが、幼い頃ころから身につけているだけに、つけないと落ち着かなかった。

「いきなり機士団に入れられるとは大変だったな。まあ、心配するな。クラスＳも他ほかのクラスとカリキュラムが違うわけじゃない。管律技師になるための勉強も出来るさ」

　彼女の顔には気き遣づかいの色があり、クウゴは嬉うれしく思った。勝手にビートガジェットを持ち出したのだから、自じ業ごう自じ得とくだと思われても文句を言えないのに。

「それにしても俺、なんでブレイドグラフィーを使えたんですかね……？　自分にそんな才能があるなんて、未いまだに半信半疑なんですけど」

「確かに団長の判断は性急だった気がするが、まあ、あんまり気にするなよ。人類進化の歴史だってハッキリ分かってないんだ。生命の神秘に比べりゃ、なぜビートガジェットが使えるかなんて些さ細さいな謎なぞさ」

「……カナエ先生、専門は生物ですか？」

「おお、よくわかったな。対邪禍研究のスペシャリストだぞ、オレは。同時に、生物学的知見からビートガジェットを開発している管律技師でもあるんだぜ？」

「……ホントに？　本物の管律技師？　握あく手しゆしてもらっていいです？」

　手をごしごしと擦こすって差し出すクウゴに、カナエは呆あきれた目線をよこす。

「そういうお前は本物の心空管好きガジエツトフリークだな……」




　心空機士団はツインランスの北東に広い敷しき地ちを有し、そこには心空機士団大ダイ輪リン支部と研究機関ウルカヌス、さらには大ダイ輪リン学院の中等部、高等部、大ダイ輪リン大学の校舎が建ち並ぶ。

　つまり、大ダイ輪リン学院は心空機士団の一部なのだ。日本最大の学舎でありつつ、運営は大国ヴィクトルが行っているという、非常に特とく殊しゆな学校なのである。

　鉄の門をくぐると、だだっ広い芝生しばふの上に大きな施し設せつが点在している。そのうち東側に建っているのが高等部校舎だ。

　日光を採り入れるためガラスが多く使われ、中に入ると最上階まで繫がった大きな吹き抜ぬけ。天てん井じようにはシャンデリアのように連なった心空管がぶら下がっている。

　吹き抜けを縁ふち取どるように造られた螺ら旋せん状の階段が、ガラス張りの東側を除いた北、西、南に伸のびている三棟むねの各階を繫ぐ。もちろん各棟とうにも階段はあるのだが、北きた棟とうの二階から南みなみ棟とうの三階へ行く、といった場合には中央の螺旋階段を使うと便利そうだ。

　クウゴの入る一年クラスＳは西にし棟とうの最上階にあった。まずカナエが入り、転校生の存在を伝える。がやがやとした教室に迎えられたクウゴは、緊きん張ちようしながら頭を下げた。

「ど、銅宮クウゴです。心空力学を勉強したいと思って大ダイ輪リンにきました。よ、よろしく」

　御お樹き根ね島じまで通っていた学校とは段だん違ちがいの設備に、クウゴはとにかく圧あつ倒とうされた。

　教きよう壇だんにはタッチペンで記入、データ保存も可能な大画面のディスプレイボード。生徒の椅い子すは座り心地ごこちが良さそうなメッシュチェア、ブラウンの机はマホガニー製の高級品。

　生徒達の服装はまばらだが、心空機士のソリッドジャケットを羽織っている者が多い。

　色は茶色が大半。それは着ている者が正規の心空機士ではない、予備生であることを示している。クウゴのような白を身につけた者はごくわずか。場ば違ちがい感が尋じん常じようではない。

　ガチガチに強こわ張ばったクウゴの自己紹しよう介かいを、カナエが補足する。

「君達の大半は予備生だが、銅宮は正規の心空機士だ。ちなみに彼は一昨日まで、ビートガジェットを握にぎったことすらなかった。中学三年間、高校でも半年学んできた君達は、そんなやつにあっさりと抜き去さられたことになるな」

　クウゴはぎょっとした。

　──な、何を話しているんだこの人は。あえて反感を買うようなことを言って。

「あのー、カナエ先生？」

　ぴくぴく頰ほおを硬こう直ちよくさせるが、カナエは構わず続ける。

「こいつは、はっきり言って調子に乗っている。乗りまくっている。脳内物質で言えば、ドーパミン出まくり状態だ」

「ちょっ、一体なにが言いたいんですか!?」

「こんな銅宮だが、どーぱみんなよろしく！」

「……そ、そんなくだらないギャグのために、俺の自己紹介を台無しにしたんですか!?　俺の、俺の転校デビューを返せ！」

　マズい。クウゴは人生史上かつてないほど焦あせった。何とか挽ばん回かいしないと。

　だがクラスメイト達の顔色を窺うかがうと、そこにはくすくすと笑いが起こっていた。

「また先生の生物バイオギャグが出たよ」「生物バイオギャグっていうか、生物災害バイオハザードだろ」「いくらなんでも寒すぎる」「……残念美人」「巻き込まれて転校生かわいそー」

　苦く笑しようまじりの反応は、そのまま拍はく手しゆへと繫がっていく。

　あれ、と思っているとカナエから小さなウインクをもらった。

　さっきのは、どうやら彼女なりの配はい慮りよだったらしい。

　クラスメイト達の中にあるだろう反感を代弁した上で、それを茶化してみせた。

　最初にそれをされたら、馬ば鹿からしくて反発する気もおきなくなる。

　さすが生物教師。人間の心までもよく分かっているということか。

「……やはりオレのジョークは今日もキレッキレだな」

　そうでもなかった。

「じゃ、空いているあの席に座っとけ」

　カナエから指定された席は窓まど際ぎわで、クウゴは少しほっとする。

　いきなり四方を囲まれるより、一方が窓になっているのは気が楽だ。

　もう一度クラスメイト達に軽くおじぎをし、誰だれも座っていない席へと進む。

「これからよろしく、銅宮クウゴ君？」

　椅子を引いたところで、後ろの席から声をかけられた。

「ああ、よろし──ひっ」

　思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。

　そこに座っていたのは──メリナ・クロムウェルだった。クウゴのビックリした反応がお気に召めしたのか、彼女は馬鹿にしたようにフフンと笑う。

　クウゴは座りながら小声で話しかける。

「同い年だったのか」

「それが？　年ねん齢れい的には同い年でも、精神的にはずっとあたしが年上よ」

「お前、どんだけ負まけず嫌ぎらいだよ……。せめて同じクラスになって嬉しいわ、くらい言ってくれてもいいんじゃないか？」

「あなたの願望をあたしに押しつけないでくれる？　迷めい惑わくきわまりないわね」

「お前の扱あつかいにくさの方がきわまりないわっ！」

　叫さけんでから、はっと手で口を塞ふさいだ。再び周りからくすくすと笑われる。

「おい、引き続きオレの授業だぞ。生物の教科書を開け」

　クウゴは耳まで真っ赤にしながら、教科書とノートを取り出す。

　背後からメリナの忍しのび笑わらい。許せん。誰のせいだと思ってるんだ。

「……にしても高一で特級機士って普ふ通つうじゃないよな。いつから機士団にいるんだ？」

　後ろをちらりと窺いながら、小声で話しかける。

「三年前からよ。別に珍めずらしいことじゃないわ。大ダイ輪リンには中二で一級の子だっているし」

「それにしたって三年で特級か……。すごいな」

「特級になれるかなれないかは、はっきり言って才能次第だからね」

　不ふ愉ゆ快かいそうな口ぶりで言う。

「本当にこの世の中、心空子の放出量だけで決められることが多すぎるわ」

　おや、とクウゴは不思議に思った。プライドが高そうな彼女のこと、今の言葉はもっと誇ほこらしげに言って然しかるべきだと感じたのだ。

　バラバラと本をめくる音が教室を支配する。クウゴも前に向き直り、授業に意識を向けようとしたのだが、

「ここからなら、いつでも後頭部を撃うち抜けるわね。良い標的が前に出来て嬉しいわ」

　脅おどしともとれる呟つぶやきにクウゴはうなだれ、不相応な高級机にぼやいた。

「レノン、俺はいきなりとんでもないやつに目をつけられたみたいだ……」




　授業、およびホームルームが終しゆう了りようした。

　クウゴはチェアで伸びをして、顔をごしごしとこする。難解な授業の内容、休み時間にやってきては自己紹介していく同級生の顔と名前、どちらもさっぱり頭に入らなかった。

　転校初日の大事な集中力。それをかきみだした少女は立ち上がり、悪びれた様子もなくクウゴの机をトンと叩たたく。

「それじゃ、行きましょうか」

　さも前から約束していたかのように言われたが、心当たりはさっぱりない。

「行くって、どこにだよ？」

　訊たずねると、あからさまな呆れ顔がおを返された。

「あなた、何しにここに編入したと思ってるの？」

「えっ、管律技師になるためだろ」

「……心空機士をするためでしょうが」

「あああ、そうだった！」

「今、素すで忘れてたわね……。あなたの頭の中がどうなっているか、一回見てみたくなったわ。コレで撃ち抜いて脳みそがメロンパンと入いれ替かわってないか確認しても良い？」

　ホルスターに差したトリガロードのグリップを握る。

「やめろ！　お前が言うと冗じよう談だんに聞こえん！」

「冗談じゃないからね」と言い、ニヤリとするメリナが怖こわい。

「あなたを機士団基地に連れてこいって団長から指示されているのよ。分かったらさっさと立ちなさい」

「ああ、そういうこと。その前に荷物置きたいんだけど。学院の寮りようってどこなんだ？」

「あなたが入るのは学院の寮じゃないわよ。あたしと同じ、機士団寮」

「え？　違ちがう場所にあるのか？」

「機士団寮は基地の中にあるから。なにげに学院寮よりも学院に近いわ」

「マジかよ。そりゃ便利だな」

「でも邪禍が出たら即そつ行こうで呼び出されるけどね。休みとか関係なく」

「……入にゆう寮りよう拒きよ否ひ権は？」

　メリナはにこっと笑う。

「ない」

　ゆっくり螺旋階段を降りていくと、なぜか大勢の視線を感じる。階段側にある教室から投げかけられているようなのだが、クウゴが相手を確認しようとすると、窓から出していた顔をさっと隠かくしてしまう。

「……なあメリナ。さっきからじろじろ見られている気がするんだけど」

「普ふ通つう科かの連中でしょ。彼らにはクラスＳの人間が特とく殊しゆに見えるのよ。まして、正規機士とも……、腐くさっても正規機士ともなるとね」

「なぜわざわざ言い直す」

　このジャケットのせいか。確かに普通科の生徒は機士のジャケットではなく、ブレザーの制服を着ている。クウゴの格好は浮ういていて、明らかに目立っていた。

　居い心地ごこちの悪さに身を縮めていると、今度はフラッシュを焚たかれた。眩まぶしさに細めた目で螺旋階段の下を睨にらむと、カメラを構えていた生徒が慌あわてて逃にげていく。

「新聞部の生徒じゃない。良かったわね、次の記事はあなたの特集かもよ」

　何でもない様子で説明するメリナ。

　自分もこれくらい慣れる日が来るのだろうか、とクウゴはため息をついた。




　敷しき地ちの入り口側、左右が突つき出だした七階建てのビルが心空機士団大ダイ輪リン支部。Ｈ形をした屋上は飛空艇ポートで、正面向かって右の棟にはフォーマルハウトが停とまっている。

　左の棟はもう一機の飛空艇コルヴァズの定位置で、今は出ているのだそうだ。

「ここが心空機士団大ダイ輪リン支部。最上階の七階が独身の機士と管律技師のための寮よ。ちなみにみんなこの建物を指して『基地』って呼んでるわ」

　大ダイ輪リンは心空管特区ガジエツトシテイであると同時に、要警戒区域デンジヤーゾーンでもある。その邪禍出現件数は、日本全体の八割近くを占しめ、他の地域に比べ圧あつ倒とう的てきに多い。

　理由は、すぐそばに《東京》があるため。邪禍発生当時、東京は金属の外がい殻かくに覆おおわれ、全てが電子で管理される一つの《建造物》──あるいは《電子機器》と化していた。ゆえに電子機器の放ほう棄きが決定した際、東京は街ごと放棄せざるを得なかったのである。

　三百年経たった今でもその周囲は邪禍の巣そう窟くつであり、近づくことさえ困難だ。

　大ダイ輪リンは東京から流れくる邪禍達の防ぼう波は堤ていであり、その役割を果たすための設備が整っている。機士団の本ほん拠きよ地ちが置かれるのは、極きわめて理にかなっているのだ。

　建物を仰あおぎ見みる。コンクリートを補強するように底光りする金属が随ずい所しよに織り込まれており、重量感のあるどっしりとした構えだ。

　心空機士団を象しよう徴ちようする歯車と、研究機関《ウルカヌス》を示す金かな槌づちと鉄かな床とこを組み合わせたシンボルが、建物の中央に並列で刻まれている。

「なんか緊きん張ちようしてきたな……」

　機士団直ちよつ轄かつの研究機関《ウルカヌス》は対邪禍を目的とした研究者達の集団で、ビートガジェットの開発・製造を一手に担になっている、管律技師あこがれの就職先の一つだ。

（ここに管律技師として来られたらどんなに良かったか……）

　とはいえ、心空機士として来てしまったものはしょうがない。

　これから努力して、何としても技師への転向を認めてもらおう、と固く誓ちかう。

　エントランスに入ると、エレベーターへ続く通路にはセキュリティゲートがあった。

「キーを渡わたしておくわ。これがないと基地に入れないから、携けい帯たいガジェットのストラップにでもつけておいて」

　メリナはクウゴに小さな心空管を手て渡わたす。メリナが同じものをセキュリティボードの前でかざすと、心空管がチカリと光り、鉄製の入り組んだ格子が左右に開く。

「広そうだけど、全部案内してくれるのか？」

「いつも行く場所は限られるし、必要なところだけにするわ。あなたの階級じゃ、キーで入れる場所も制限がかかっているしね。まずは戦略室かしら」

　トランクを受付で預け、ガラス張りのエレベーターで六階へ。正面の扉とびらを開くと、広いスペースに出た。

「ここは……！」

　クウゴは感動を禁じえなかった。

　百畳じようはある室内の中央で発光する、人間の背せ丈たけほどの大きな心空管。

　土台からは空気中の心空子を回収するパイプが無数に伸のびている。これはメガアンプにも見られる構造。つまりこの装置はメガアンプのコンパクト版、心空子の自家変へん換かん機だ。

「ここが機士団の要かなめとなる、機構戦略室。現在大ダイ輪リン支部に所属している機士はおよそ百名。戦せん闘とう要員はその三割で、残り七十名ほどはこの機構戦略室や機士団運営室、あるいは情報システム室で勤務しているの」

　巨きよ大だいなモニターを正面に、観覧席のように段差が作られ、各段には小さなモニターのついた席。今も十数名の機士が業務中で、さながら戦せん艦かんのオペレーション・ルームだ。

　クウゴは大型心空管に手をつき、発光する心導線フイラメントに負けないほど輝かがやいた瞳ひとみで内部構造を眺ながめた。

「ここは大ダイ輪リンの心空子供給システムから完全に独立してるんだな！　たとえメガアンプが停止したとしても、心空機士は素す早ばやく動けるってわけだ！」

「いちいち声が大きいわね……。次に行くわよ」

　隣となりの団長室、五階のミーティング・ルーム、四階の装備倉庫などの場所を教えてもらい、最後に連れて行かれたのは最上階。

　エレベーターが開くと、七階はこれまでの硬こう質しつな雰ふん囲い気きとうってかわり、くつろげる柔やわらかなインテリアで構成されていた。ベルベットのソファ、ローテーブルとチェア、背の高い観葉植物にグランドピアノ。両りよう端はしには本ほん棚だなが図書館のように配置されている。

「ここはラウンジ。入にゆう寮りようしている機士のためのフリー・スペースといったところかしら。この階にはトレーニング・ルームやシミュレーション・ルームもあるわよ」

「カフェテリアもね。ここの食事はおいしいですよ。もちろん入寮者は無料です」

　そう付け加えたのはラウンジにいた先客だ。

「来ましたね。大ダイ輪リンへようこそ」

　ギルグリンがリクライニングチェアに腰こし掛かけ、本を読んでいた。

「こんにちは、ギル団長。あれ、でもどうしてギル団長が寮なんかに？」

　まがりなりにも彼は十三貴族、大金持ちだ。寮にはあまりにそぐわない。

　本棚に分厚いハードカバーを戻もどしながら、緑の髪を伸ばした青年は苦く笑しようする。

「私もこの寮に自分の部屋を持っていましてね。別にきちんとした家もあるのですが、忙いそがしいのであまり帰れないんですよ」

「まるで貴族っぽくない生活をしているんですね……」

「貴族どころか、奴ど隷れいですよ、奴隷。日本には昔から社畜という言葉があるようですが、貴族の私はさしずめ貴畜といったところですか」

「すいません……、その響ひびきだと意味違ちがってきますよ」

「そうなんですか？　やはり日本語は難しいですね」

　そう言いつつも流りゆう暢ちような日本語を駆く使しするギルである。クウゴはやはりこの青年を摑つかみきれないと思った。どこまでが本気で、どこまでが冗じよう談だんなのか分からない。気さくなようでいて、どこか冷めたものを感じてしまうのだ。

　まあ、底の浅い単純な人間には機士団長も、十三貴族も務まらないかもしれないが。

「それでは早速、クウゴ君に専用のビートガジェットを渡しておきましょうか」

　ギルは脇わきに置いていた黒い樹じゆ脂しケースを持ち上げ、机に載のせる。パチンとフタを開いた中には、心空管の剣けん──ブレイドグラフィーが入っていた。

「団長、クウゴに本気でブレイドグラフィーを使わせるつもり？　まずは適性を見た上で決めるべきでしょ」

「本来ならばそうするべきでしょうね。ですが、五連ペンタシステムのビートガジェットはこの剣だけ。他ほかでは彼とつりあいません」

「四本の心空管を搭とう載さいした、四連テトラシステムのビートガジェットでいいじゃない。相性が良ければ、四連テトラでも五連ペンタと同じくらいの力を発揮できるんだから」

　そう進言するメリナの声は早口で、わずかに焦あせりが感じられた。

「メリナ君。それは君にこそ贈おくりたい言葉ですね。君にはトリガロードが一番合っている」

　ギルは必死なメリナに憐あわれみの眼まな差ざしを向ける。

「それにビートガジェットの管理者は君じゃない。決定権は私にあります」

「……もういい！」

　瞳を潤うるませヒステリックに叫さけぶと、メリナは奥の部屋へ走り去ってしまった。

「うわあ……」

　クウゴはその振ふる舞まいに絶句した。

　相手は機士団長であり、十三貴族だ。いくらなんでも不ふ遜そんすぎる。

　ギルは困ったものだと言いたげに息を吐はく。

「あの子は自分がこれを使いたかったんですよ。そのための努力もしてきたようですし。ああ、気に病やむ必要はありませんからね。心空子放出量から考えて、今後あの子が五連ペンタシステムを使えるようになるとは思えない。諦あきらめるにはちょうど良い時期でした」

　クウゴはケースからブレイドグラフィーを取り出す。剣の刃は元もとには五つの心空管。

　一昨日おととい、危機的状じよう況きようにおいて光を放ち、力をくれた心空子変換システムだ。

「心空管が多ければ多いほど、心空子の必要量は多くなり、コントロールも難しくなります。単一シングル、二連デユオはともかく、三連トライ以上を動かすには才能と、若い頃ころからの修練が必ひつ須す。楽器やチェス、スポーツでプロを目指すのに似ていますね。ヴィクトルに比べ、日本は機士育成が遅おくれていて、二十歳はたち以上で三連トライ以上を動かせる人がほとんどいないんですよ。若者ばかり上級機士になるのはバランス的に良いとは言えないんですがね」

「でも俺の場合、いきなり五連ペンタシステムを動かせましたけど……」

「そう。はっきり言って異例中の異例ですよ、君は。どうあがいても四連テトラシステムが限界のメリナ君とは違ちがいます」

　才能──か。クウゴはあまり嬉うれしい響きだとは感じなかった。

　なんだか何もしなくても恵めぐまれている人のようで。

「そして、その才能に見合うガジェットは世界に一つ。君の前にあるブレイドグラフィー。ビートガジェットの中で最も多い心空管を抱かかえる、最強無比の剣」

　ギルは舞ぶ台たい役者のように手を広げ、高らかに言う。

「君はその奥おう義ぎたる光の刃やいば、《歯車の累乗剣ギア・フアクトリア》すらも放ってみせたのですよ。これが才能でなくてなんですか」

「光の刃、歯車の累乗剣ギア・フアクトリア……」

　レッドホーネットの群れを撃うち払はらった、あの一いつ閃せんのことか。

　そういえば──一昨日の戦闘で、もう一つ不可思議な現象が起きた。

　ウッドストッカーの一いち撃げきを受けとめても、クウゴは力負けしなかった。五本の心空管は煌こう々こうと輝き、歯車は高速で回転していた。剣が力を貸してくれた感覚があった。

　そのことについて訊たずねると、ギルグリンはふむ、と顎あごに手を当てる。

「それは《アンチグラム》ですね」

「アンチグラム？」

　また聞きなれない言葉だ。

「ブレイドグラフィーの数多くある技の一つです。五本の心空管のうちの一つ《物理管フランジヤー》によって、歯車が回転することで刃にかかった運動エネルギーを相そう殺さいする。使いこなせば大型トラックの衝しよう突とつですら受けとめられるようになりますよ」

「運動エネルギーを相殺……」

「そう。ビートガジェットには機能の異なる複数の心空管が搭載されており、その組み合わせによって能力も変化します。ブレイドグラフィーは、力学的エネルギーの操作に重点を置いた心空管構成になっているんですよ」

　クウゴは心空管と連動している歯車の機構をまじまじと見つめた。

「《物理管フランジヤー》は自作したバイクにもつけていたけど、ブレイドグラフィーの方が遥はるかに複雑なシステムで動いていますね……。うーん、スゴいなあ」

「私は、仕組みも知らずにアンチグラムを使った君のほうがすごいと思いますけどね」

「えっと、無意識だったから何が何だか」

　頭をかくクウゴに、片眼鏡を触さわって微び笑しようするギル。

「まあ、そうでなくては困ります。心空機士団のメンバーは皆みな、なにかしらの才に秀ひいでています。例えばこれからやってくる子も、君とは違った意味で天才ですよ」

「これからやってくる？」

　オウム返しをした矢先に、ラウンジの自動扉が開いた。

　メリナが戻ってきたのかと振り返かえると、そこには別の、小こ柄がらな少女が立っていた。

　赤い炎ほのおのマークが両りよう腕うでに施ほどこされた長なが袖そでジャージに、白のショートパンツ。髪はシュシュでこめかみの後ろにまとめられている。

「おっ、その人が噂うわさの新人先せん輩ぱいさんっスか!?」

　少女はクウゴを発見すると、飛ぶような駆かけ足あしで距きよ離りを詰つめてきた。

「そう、銅宮クウゴ君ですよ」

「ほほーう。この人が」

　間近から見上げてくる彼女の頰ほおはチークを塗ぬっているかのように赤く、瞳はリスに似てくりくりしている。

「はじめまして。えっと、君は？」

　少女は両足をピシッと合わせ、片手を眉まゆの上に当てて敬礼する。

「一級機士、小こ日向ひなたニトっス！　ニトって呼び捨てしてもらえるとグッとくるっス！　あ、ニトは大ダイ輪リン学院中等部の二年生っス。心空機士としてはニトの方が先輩っスけど、学年的には後こう輩はいっス。だから敬語とかは必要ないっス！」

「そうなんだ。じゃあ、これからよろしく。ニト」

「あいっス！」

　やりとりを交かわしながら、クウゴはなんとなく彼女に対し居い心地ごこちの悪さを感じていた。

　理由は単純。物もの凄すごく距きよ離りが近いのだ。二人の間は三十センチあるかないか。クウゴが後ろに下がってもその分前に出てくる。極きよく端たんにパーソナルスペースが狭せまい子らしい。

「ところで一昨日は大だい活かつ躍やくだったそうっスね」

　ニトはニヤニヤしながら、クウゴの周囲を回り始めた。どうも品定めされているようで落ち着かない。

「知ってるのか？　御樹根島であったこと。島には来てなかったよな？」

「島の討とう伐ばつにはいかなかったスけど、ダイリン・エクスプレスに先輩のこと、しっかり掲けい載さいされてたっスからね」

「ダイリン・エクスプレス？」

「大ダイ輪リン学院の新聞部が作っているニュースサイトっスよ。学院の生徒はみんな見てるっスから、先輩もチェックしないと話題に乗のり遅れるっスよ」

「学校の新聞部がサイトなんか持ってるのか。紙で配ってるわけじゃないんだな」

「それいつの時代の新聞部っスか？」

「うちの地元の新聞部だけど……」

　ニトにアドレスを教えると、すぐさま携けい帯たいガジェットにメールが送られてきた。

　リンクをタッチすると、ガジェットの画面にかっちりした《ダイリン・エクスプレス》のロゴと、最新の記事が映し出される。更こう新しんはつい一時間前。
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「なんだ、これ……」

　最新の記事には、さきほど螺ら旋せん階段で撮とられたものと思おぼしきクウゴの写真。

　そして『心空機士に期待のホープ現る！』の見出し。内容にざっと目を通すと、御樹根島での事件がかなり脚きやく色しよくを加えた形で記き載さいされていた。

　ニトは自分の携帯で、クウゴと写真を見比べる。

「うーん、さすが大ダイ輪リン学院が誇ほこる新聞部の撮さつ影えいっスね。斜ななめ下からのベストアングル。実物よりも写真の方がカッコいいっス！」

「実物を前にしてそういうこと言うなよ！」

「いや、もう詐さ欺ぎに近いレベルっス。これじゃキャーキャー言ってる子達がかわいそう。お客様相談室に苦情殺さつ到とうっスよ」

「どこにあんだよ相談室！　ってか、キャーキャーって何？」

　まわりを旋せん回かいしていたニトの動きがピタリと止まる。なぜか責めるような視線である。

「……先輩、気づいてないんスか？」

「な、何が？」

「クウゴ先輩、中等部の普ふ通つう科かじゃあ今ちょっとした憧あこがれの的っスよ。いや、中等部だけじゃないっスね。高等部でも多分同じようなことになってるっス」

「どうして!?」

　ニトは両手を広げ、何を分かりきったことを、とばかりに「ハッ」と笑った。

「当然じゃないっスか。邪禍のはびこる孤こ島とうに現れた謎なぞの美少年。あ、美少年というのはあくまで噂で──」

「言うな。自分で分かるから」

「彼は今まで誰だれも抜ぬくことの出来なかった伝説の剣けんを引ひき抜くと、円えん卓たくを囲んだ心空機士達を従えて、キャメロットに平和をもたらしたのであった……」

「途と中ちゆうからアーサー王が混じってるんだが……？」

「細かいことは気にしたら負けっス。こんな設定、女子がハマらないわけないっス。今日のお昼休みごろには、もうファンクラブが結成されてたっスよ」

「ウソだろ！　俺、今日編入してきたばかりなんだぞ!?」

「先輩は女子中高生の口コミパワーとミーハーパワーを舐なめてるっス。舐め舐めっス。ぺろぺろしすぎっス。キモいっス」

「先輩に対する扱あつかいが、どんどんひどくなってない!?」

「実物を見ずにファンクラブに入った子ばかりっスから、しばらくはクラスに御お参まいりがやってくるっスよ。そのたびに先輩はいたいけな中学生の夢を打うち砕くだいていくんスね」

「勝手に憧れられて、勝手に幻げん滅めつされるなんてひどすぎる……」

「先輩ってば恐おそろしい罪つみ人びとっスね。もはや島流しにするのが妥だ当とうなレベルっスね」

「離り島とうからやってきたばっかりなのにか」

　がっくりとうなだれるクウゴ。

「そうっスねえ。分かりました。じゃあニトが一ひと肌はだぬぐっスよ」

　どん、とニトが自分の胸を叩たたく。

「どうやって？」

「先輩にいやらしいことされたって言って、早めにみんなを夢から覚まさせとくっス！」

「すいません、それはやめてください……」

　余計がっくりした。期待した自分が馬ば鹿かだった。そんなことをされたら評判は右みぎ肩かた下がりを続け、ゼロ地点を軽く通とおり越こすだろう。

「わがままっスねえ先輩は」

　ニトは唇くちびるを尖とがらせる。むちゃくちゃなことを言う少女だが、くるくる表情が変わって小動物のように愛くるしく、どうにも憎にくめない。

「クウゴ君。この子が最年少の戦せん闘とう要員、かつ機士団のムードメーカーです。御樹根島には連れていきませんでしたが、メリナ君とは半年前からタッグを組んでいるので、コンビネーションもなかなかのものですよ。今日からはクウゴ君を入れ、三人でチームプレイをしてもらいますので、二人に遅おくれをとらないでくださいね」

「が、頑がん張ばります」

　そうだ。色んな心空管に触ふれたせいで幸せな気分に浸ひたってしまっていたが、クウゴはこれから邪禍と戦わなければならないのだ。

　ガチガチにこわばったクウゴの表情を見て、ギルが目を細める。

「ははは。安心してください。いきなり邪禍と戦わせたりはしませんよ。まずはきちんと訓練を受けていただかないとね」

「訓練、ですか」

「そう。邪禍と渡わたり合うための、すぐに役立つ戦闘訓練」

　ついに戦闘集団らしい話になってきた。クウゴはごくりと唾つばを飲み込む。

「剣の扱い方、心空子の使い方、状じよう況きように応じた判断能力。クウゴ君には身につけてもらわなければならないことが多すぎる。時間はいくらあっても足りません。さっそく始めるとしましょう」

　おもむろにリクライニングチェアから立ち上がるギル。

「よろしくお願いします、団長」

　直々に稽けい古こをつけてもらえるのだとクウゴは思い、ギルに頭を下げた。

「よろしい。──それではニト君、よろしくお願いします」

「あれ？」

　だがギルはあっさりと指導を投げ出した。一任され、嬉うれしそうに肩かたを回すニト。

「そう来ると思ってたっス。ゆるゆるモードじゃなく、びしばしモードでいいんスよね」

「ばきぼきモードでもいいですよ」

「……マジっスか。やる気出しすぎちゃうっスよ」

「ちちち、ちょっと待って！」

　クウゴは手のひらを突つき出だして、二人のやりとりを静止する。

「戦闘訓練って、団長がつけてくれるんじゃないんですか？」

「心配しないでください。こう見えて、彼女は私より教えるの上手ですから。というより私は、他人を教育すること以上の時間の無む駄だはないと思うんですよね」

「上に立つ人として失格な発言きた！」

　啞あ然ぜんとしたクウゴの胸を、ニトがつんと突く。

「まあまあ、こんな団長は放ほうっておいて、シミュレーション・ルームに行きましょう。時に激しく、時に優やさしく。このニトが手とり足とり教えてあげるっスから」

　そう言ってニトはラウンジの隣となりにある部屋へ移動する。

「お、おう……」

　ニトの妙みように妖あやしげな言い方になぜかどぎまぎしてしまい、ぶるぶると首をふった。

　上級生としての落ち着きを取とり戻もどしながら奥に入ると、ラウンジとほぼ同サイズの部屋があった。特にこれといった設備はなく、床ゆかに正方形にラインが引かれているだけだ。

　ニトは部屋の中央に立ち、ジャージのポケットに手を入れた状態でクウゴと向き合う。

「ここは模も擬ぎ戦をするためのシミュレーション・ルームっス。クウゴ先輩にはまず、剣の扱いに慣れてもらうっスよ。竹刀しないや木刀でもいいスけど、先輩の場合は最初からブレイドグラフィーで訓練しましょう。実戦になるべく近い方がいいっスからね」

「分かった」

　五連ペンタシステムが使えるとはいえ、剣に関してクウゴはずぶの素人しろうとだ。ビートガジェットの使い方以前に、まずは剣の基き礎そを固めろという意図なのだろう。

　素す振ぶりでも始めるのかと思って、クウゴは正面にブレイドグラフィーを構えた。

「うん、構えはそんなに悪くないっスね。ではさっそくブレイドグラフィーでニトを攻こう撃げきしてみてくださいっス」

「えっ」

　ニトはさも当然といった顔で、とんでもないことを言った。

「これ、金属で出来てるから結構重いぜ？　心空管を動かしてなくても、当たったら怪け我がすると思うけど」

　ブレイドグラフィーを持ち上げながら訊たずねると、ニトはぷっと噴ふき出す。

「時速一六〇キロの球に、小学生の金属バットがかすると思うっスか？　安心して振ふり抜いていいっスよ。ニトを捉とらえるなんて絶対無理っスから」

「……言ったな。じゃあ、遠えん慮りよしないぞ！」

　クウゴは剣を担かつぎあげ、ポケットに手を突っ込こんだニトに迫せまる。

　相手は隙すきだらけだ。馬鹿にされて乗せられたものの、本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「はぁっ！」

　まあ、当たりそうになったら寸止めすればいいか──

　そんな考えを頭の隅すみに置きながら剣を振り下ろした。

　その時、目の前にいたニトが霞かすみのように消えた。

「うおっと」

　空から振ぶりし、前のめりになりながら、クウゴは相手の姿を探す。

「こっちっスよ」

　後ろからの声に振り向むこうとしたところで、ずるっと足が滑すべった。

　──否いな。ニトによって足元を払はらわれたのだ。

　受け身もとれず、派手に転ぶクウゴ。

「痛いってー！」

　後頭部をぶつけ、目から火が出た。舌も危あやうく嚙かみかけた。

「手加減したっスね。途中で止められるように振るなんて、弟子にあるまじき行こう為いっス。そういうことをしてると痛い目みるっスよ」

　クウゴは半身を起こしながらニトを見上げる。クウゴの目は、全く彼女の動きを捉えられなかった。

「本当に凄すごいんだな。さっきの動きだけで分かったよ。もう手加減しない」

　小さな体たい軀くの少女が、さっきよりも大きく感じられる。

「それは良かったっス。次になめなめの攻撃をしかけてくるようだったら、顔面に一発おみまいしようと思ってたっスから」

　負けん気の出てきたクウゴに、ニトは不敵な笑みを浮うかべる。

「では、第一の課題を発表するっス。どんな卑ひ怯きような手を使っても構いません。ニトに攻撃を当てるか、あるいはこの手をポケットから抜かせてください。そしたらクリアっスよ」

「……よし」

　クウゴは立ち上がり、再びブレイドグラフィーを構える。

　今度はよく相手の動きを見よう。焦あせらず、床ゆかに靴くつ底ぞこをこすらせるようにして、じりじりと間合いを詰つめる。それを先ほどと同様、自然体で待ち構えるニト。

「ぜりゃあ！」

　剣を肩に担ぎ、斜ななめに薙なぎ払う。

　剣けん先さきはさきほどの大おお振ぶりとは違ちがい、最短距きよ離りでニトに肉にく迫はくする。

　だが、彼女は全く危なげもなく、身体からだを傾かたむけただけでするりと剣筋から抜け出した。

「ほらほら、こっちっスよ」

「うりゃあ！」

「右手に力入れすぎっス。左手を起点に、右手はそえるくらいの気持ちでいいんスよ」

　クウゴはニトを追いかけ、剣を振り続ける。

「くそっ！」

　何度振っても当たらない。いや、当たる予感さえしない。

「これでどうだ！」

「腰こしが曲がりすぎっス」

　剣を振り上げた隙に背中へ回り込まれ、尾びてい骨こつを「ここの伸のばし方が悪い」と言わんばかりに蹴けりつけられた。背筋が伸びると同時に、痛くて息が詰まる。

　クウゴは蹴られた箇か所しよを押さえながら息を整える。

「いつつつ……。ちょっと待て。なんかこれ、めちゃくちゃキツくない？」

「当たり前っス。これ、ばきぼきモードっスから。課題をクリアしないと、全身がばっきぼきになって、指さえ動かなくなるまで続くっスよ。倒たおれても蹴り起こすっス。ふふふ、今日は寝ねかせないっスよ」

「ひえー！」

　クウゴはブレイドグラフィーを一心不乱に振る。

　結局その日は、ニトの髪かみに触れることさえ出来なかった。




　訓練が始まって一週間。クウゴは教室の机に突っ伏ぷしていた。

「ふふ、こりゃー死ねるぜ……」

　土日含ふくめ、体育会系のしごきでみっちりボロボロにされた。バラけそうな肉体をつなぎとめ、登校している自分をほめてやりたいと思う。

　それだけ頑張っても──クウゴはニトから提示された課題を未いまだクリア出来ずにいた。

　攻撃を当てる。ただそれだけのことが果てしなく遠い。

　足さばきはましになってきた。剣けんも以前より力まずに振れている。それでも、相手の動きについていけない。

　ギルは言っていた。『ニトは違った意味で天才だ』と。

　確かに彼女は天才だった。身のこなしだけではない。あれだけ長時間攻撃をかわし続けて、なぜ集中力が途と切ぎれないのだろう。なぜ体力がもつのだろう。

　いつになったらニトに剣を当てることが出来るのか？

　それにこんな過か酷こくな日々を送りながら、合間に管律技師の勉強なんて出来るのか？

「どう？　見通しが甘かったと少しは実感できた？」

　机から顔を上げると、前に立ったメリナに見下ろされていた。

「やめるなら今よ、心空機士。その体ていたらくで管律技師と両立なんて無理でしょ？」

「ふざけんな。まだこれからだって」

　強がって返す。慣れてくれば今の生活も楽にはなってくるはず──そう信じたい。

「でも──とりあえず、ほんの少しで良いから休みをくれねーかなぁ……」

　これだけ頑張っているのだから休んでも許されると思う。体調不良ということで今日の訓練はサボろう。噓うそは言っていない。立つのも辛つらいほどの筋肉痛なのだから。

「クウゴ先せん輩ぱい。ちわっスー！」

　と思っていたら鬼おに教官が教室にまでやってきた。

「お、俺の休みたい心理を見み越こして迎むかえにきたのか……！　推理力高すぎだろ……」

　机のそばの窓に背中を押しつけ、震ふるえ声ごえでニトを指差す。

　だが、彼女はクウゴがどうしてそんなに怯おびえるのか分からない様子で首をかしげる。

「あれ、メリナ先輩から聞いてないんスか？　今日は訓練おやすみっスよ？」

　一瞬放心したあと、クウゴは全身でガッツポーズをした。

「まじで!?　よっしゃああ！　どういう風の吹き回し？」

「心空機士の装備を買いに行くのよ」

「……装備？　なんだそれ」

　はああ、と盛大にため息をつくメリナ。

「あなたね、心空機士がビートガジェットだけで戦っていると思っているの？　ほんとに心空機士について何も知らないのね。残念きわまりないわ」

「はいはい、きわまりないですねー。後ろの席に座っている誰だれかさんが親切に教えてくれてたらもうちょいましだと思うんですけどねー」

「なによ。撃うたれたいの」

「なんだよ」

　クウゴはトリガロードを取り出したメリナとにらみ合う。なぜ彼女は癇かんに障さわる言い方しか出来ないのか。撃ちたいなら撃てば良い。暴力に屈くつするものか。

「こら」

　ニトの繰くり出だした一発のチョップが、ずどんとメリナの脳天に直ちよく撃げきする。

「いったー。なにするのよ、ニト！」

　涙目で頭をおさえるメリナに、ニトが詰め寄よる。

「メリナ先輩ってば、そんな物ぶつ騒そうなものを簡単に出したらダメっスよ。はい、しまったしまった。これから楽しいショッピングなんスから」

「だって……」

　聞こえないほど小さい声で、ぐずぐずと不満を言うメリナ。

　そういえば──クウゴは彼女達二人が一いつ緒しよにいるのを初めて見た。

　半年前からコンビを組んでいるらしいが、今ので関係性は明らかになった。

　階級は自分の方が高いくせに、どうもメリナはニトには弱いらしい。クウゴが同じことをしたら絶対に撃たれている。

「さあ、今日はニトがはりきって大ダイ輪リンを案内するっスよ」

「心空機士の装備ってことは、ガジェット？　行き先はガジェット量りよう販はん店てんか？」

「ふふふ。それは行ってみてのお楽しみっス」

　大きいガジェット量販店が、街中央のツインランスに入っていたはずだ。

　行きたいとずっと思いながら、厳しい訓練のせいで余よ裕ゆうがなかった。

　行き先がそこだったらいいな、とクウゴはうきうきした気持ちで機士団の敷しき地ちを出た。

　だが、予想に反してニトの足は学院の南に広がる繁はん華か街がいへと向かう。

　残念に思いながらも、大ダイ輪リンに来てから機士団の敷地を出ていなかったクウゴは、改めて街並みをじっくりと観察することにした。

　建物の壁かべ材として使用されているのは、色味の濃こい木材と陶とう磁じのタイル、コンクリート、そして真しん鍮ちゆう鉄てつ。中でも真鍮鉄は心空子文明を語る上で外せない要素だ。様々な金属を組み合わせた合金で、真鍮のような鈍にぶい光こう沢たくを放つことからそう呼ばれている。その頑がん丈じようさと耐たい久きゆう性せいは確かなもので、ガジェットに使われることも非常に多い。

　建築においては主に補強目的で使われる。邪禍発生の危険を常に孕はらんでいる大ダイ輪リンでは、建物が崩くずされないよう外がい壁へきや柱の一部を真鍮鉄で覆おおうのだ。

　ニトが入った通りには集合住宅アパルトマンの一階をぶち抜ぬいた店てん舗ぽが並んでいた。

　チョコレート色の看板を出したカフェや、こうばしい香かおりを漂ただよわせたベーカリー、ヴィクトルからの輸入品を扱あつかった雑貨屋など、引きつけられるお店がたくさんある。道に敷しき詰められたブロックは、心が癒いやされるようなパステル調だ。

「ここは《リトル・ストリート》。ニトのお気に入りの場所なんスよー。おいしいものやキュートなものがいっぱい集まっているんス」

「確かに可愛かわいい街並みだなー」

　しかし明るく彩いろどられている一方で、各店の二階部分は真鍮鉄製の無骨な張り出し通路キヤツトウオークで繫つなげられている。邪禍が出現した時はあれで避ひ難なんするのだろう。

「《リトル・ストリート》か。この雰ふん囲い気き、ツグミとか好きだろうな……」

　クウゴはふと、島に残してきた従妹いとこのことを思おもい浮かべた。結局ツグミとはあまり良い別れ方が出来なかったし、帰省するときにはここでお土産みやげを買って機き嫌げんをとろう。

「むむ？　ツグミって誰っスか？」

「俺の従妹。大ダイ輪リンに来るまでは一緒に暮らしてたんだよ」

　ニトの瞳ひとみが妖あやしげにぎらりと光る。

「ほほーう。従妹、からのー？」

「いや、ただの従妹だって！」

「またまたぁ。知らないんスか、従妹とは結けつ婚こんできるんスよ？　一つ屋根の下に暮らしていたとか、義理の妹よりもグッとくるじゃないっスか。何も起きないはずがないっス！」

「そういや食器とかまだ全然揃そろえられてなかったなー。ついでに買っていこうかな」

「ああ、あからさまな無視は傷つくっス！」

　シンプルな食器を並べているお店を見つけ、クウゴは欲しいものがたくさんあったことを思い出した。ここに来てから、訓練が厳しすぎて買い物が全く出来ていなかったのだ。

「目移りするのはいいけれど、本来の目的を忘れないでよね」

「……いつの間にかお菓か子しを買い食いしているお前に言われたくはないな」

　メリナはシナモンのかかったハート形のチュロスを両手で持っていた。

「はむ……あげないわよ」

「誰もくれとは言ってない」

　それでもじっと見ていると、メリナはムキになってまくし立ててくる。

「食べ物がおいしそうにしてたら買ってあげないとかわいそうでしょう。それともあなたは食べないとおいしくなくなりそうなものがあっても、指をくわえて見ているの？　ふん、あなたみたいな人がいるから、最近の若者は食べ物を粗そ末まつにするって言われるのよ！」

「なんだそりゃ……。食べ物で頰ほおを膨ふくらませてるのが、ちょっと小動物みたいで可愛いなと思って見てただけだよ」

「なっ、可愛いとか……絶対馬ば鹿かにしてるでしょ」

　怒おこって頰を赤らめたメリナは、チュロスのはしっこをちぎり、ちらりとこちらを見る。

「？」

　少し逡しゆん巡じゆんした様子で視線を行き来させた後、メリナはぶんぶんと首を振ふり、ぱくりと裂さき分けたチュロスの欠片かけらを食べた。

　あ、分けてくれるんじゃないのか。

　クウゴは今度こそ、食い意地の張った少女を白い目で見た。

「で、目的の場所ってどこなんだ？」

「もうちょっとで着くっスよー。あ、ここ右っス」

　道を逸それると、通りの雰囲気はがらりと変わった。

　パステル調だった視界が、突とつ然ぜんメタリック一色になる。

「ここはジャンク・パンク・アベニュー。ある意味最も心空管特区ガジエツトシテイらしい通りっス」

　軒のき先さきに置かれた心空管やガジェット。一山いくらで売られているジャンクパーツ。手作り一品モノと思われる携けい帯たいガジェットを並べた店舗や、護身用の小型ビートガジェットを売る店舗、心空管で動く自動模型を扱った店舗もある。歩行者も女性中心だったリトル・ストリートと違ちがい、ぐっと男性主体になる。

「おおお、俺はこっちの通りの方が好きだな」

「はは。そう言うと思ったっス。あとでオススメの店教えてあげるっスよ」

　通りを眺ながめていると、改造バイクの店が目に入った。

「そういや、作りかけのスカイバイクも完成させないとなぁ」

　壊こわれたスカイバイクの残ざん骸がいは御樹根島からツバメに送ってもらっていた。前回の反省を踏ふまえて補強をしようと思っていたが、ここならその材料も簡単に揃うだろう。

　さらに狭せまい路地へ入ると、異質なオーラを漂わせた店舗が居を構えていた。

「ここか……？」

　唾つばを飲む。『ヴンダークロゼット』と刻印された鋼鉄の看板。壁はジグソーパズルのように嚙かみ合った金属で、窓がないため扱っている商品がうかがい知れない。扉とびらには全面に心空管が埋うめ込まれ、いかがわしいバーのように見えなくもなかった。

「ちわーっス。お邪じや魔まするっスよー！」

　そんな怪あやしげな店舗の扉を軽快に開くニト。

　続いて入ったクウゴは、ディスプレイされた商品群に目を見開いた。

「なんだ……。洋服屋、なのか？」

　ハンガーに掛かけられた上着が列になって通路を作る。

　壁かべ際ぎわの棚たなにはボトム類が綺き麗れいに折りたたまれ、下段にはシューズが並ぶ。

「ヒョオー！　金づるさん三名いらっしゃーい！」

　奥のレジに座った店員が、テンション高く声をあげた。

　レジの下はガラスケースで、心空管のついたアクセサリーが飾かざられている。

「ブーン店長、お久しぶりっス。最近は売上どうっスか？」

「ニトちゃーん。実は今月あんまり機士さんが来なくてピンチなのよ。貢こう献けんしてくれるとハッピーが止まらない。ヒョオー！」

「今日は手持ちがないんスよ。その代わり、この先輩がお金おとしていくっスから」

「リアリィ？　ヒョオー助かる！　ニトちゃんマジエンジェルゥ！」

「別にニトは何もしてないでしょ……。相変わらずハイテンションで頭が痛いわ……」

　気さくに会話するニトとは反対に、ついていけないと額を支えるメリナ。

　クウゴは店員のテンションにはもとより、奇き抜ばつな格好にも度ど肝ぎもを抜かれていた。

　飛行士が被かぶるような耳の隠かくれる帽ぼう子しに丸い真鍮鉄製のゴーグル。顔の半分が見えず、声も中性的なので、男性か女性かすら定かでない。口元のハリから、おそらく年ねん齢れいは若いと思われるが、そんなことは問題ではない。身につけたジャケットやジーンズに大小さまざまなガジェットが大量につけられていて、何色とも形容しがたい彩りになっているのだ。

「お、そこの子が噂うわさの五連ペンタシステム・ジーニアスボーイ、銅宮クウゴ君？」

　ゴーグルに手を添そえて、店員はクウゴにわざとらしいほどに注目する。

「何で俺の名前を？」

　派手な店員は腰こしに手を当てて笑う。

「ハッハー。そりゃミーもダイリン・エクスプレスのフォロワーだからね。金づるさんの顔くらいチェックしてるよ。ミーはここを経営してるブーン店長。ファミリーネームは自分でも忘れちゃった。ひいきにしてヒョオー！」

　勢いよく差し出された手に握あく手しゆするクウゴ。

「よ、よろしく」

　いちいちテンションが高くて、頰がひきつる。

「それにしても……、服か」

　心空機士の装備だというからガジェットかと思った。ここに連れてこられたのは、もっと身だしなみを整えろということだろうか。

　クウゴは店内を見回す。男女両方の衣服が揃っており、シルエットは全体的に細身だ。着る人を選びそうな店長の服装とは裏腹に、飾ってある服のデザインは洗練されており、センスは決して悪くない。

　値段次第では買ってもいいかも。合わせやすそうなネイビーのジャケットを手に取り、値札をめくる。

　十万五千円。

「──たっかい！　何だこの服！」

　御樹根島だったらシャツが百枚買える金額だった。

「言っとくけど、チョオー良心的な値段設定だよォ」

　ブーンは聞き捨てならないとばかりに、ゴーグル下に出ている口くちを尖とがらす。

「ウチは赤字覚かく悟ごで機士団にご奉ほう仕ししてるんだからさァ」

「あんまり気にしないでいいわよ。コイツ、ここをただの服屋だと思ってるから」

「えっ。服屋だろ、メリナ」

「管律技師目指してるクセに、その目は節穴なの？　ここのもの、全部ガジェットよ」

「ウッソ」

「心空機士団御ご用よう達たし、戦せん闘とう用ガジェットウェア専門店《ヴンダークロゼット》とはここのことだヒョオー！」

　見ていたジャケットを改めて確認すると、袖そでの部分に心空管が取り付けられていた。

「本当にガジェットだ……」

　驚おどろきを隠せないクウゴに、ニトが指を立てて得意げに説明する。

「どうしてもビートガジェットに目が行っちゃうっスけど、戦闘補助のガジェットウェアも重要な装備なんスよ。例えばソリッドジャケット。今、クウゴ先せん輩ぱいが着ているのはただの服っスけど、心空管付きのガジェットウェアにしている人は結構多いんス」

「知らなかった……。てことはメリナのジャケットも？」

「あたしのガジェットウェアはこの《ジャケット・ヒーラー》」

　メリナはジャケットをめくる。裏地には心空管が一本搭とう載さいされ、細かいケーブルが全体に張はり巡めぐらされていた。

「人体に流れる心空子の巡りを良くして、疲ひ労ろうを軽減、治ち癒ゆ力を強化する効果があるのよ」

「ニトはこのジャージがガジェットウェアっス」

　同様に首元をちらりとみせるニト。そこには確かに、小さな心空管がついている。

「防ぼう御ぎよ力強化系なんスけど、効果は見てのお楽しみっスね。ガジェットウェアを装備することで戦略にも幅はばが出るっスから、一着はもっておいた方がいいっスよ」

　元々ガジェット好きなクウゴだ。こんな説明をされて欲しくならないわけがない。

「でも俺、そんなに金持ってないぞ？」

　うずうずしながら訊たずねると、メリナが財さい布ふを取り出す。

「そんなこと分かってるわよ。ちゃんと団長から二十万もらってきてる」

「なんて太っ腹！」

「十ヶ月に分けて、給料から引いとくって」

「人生甘くなかった！」

「ヒョオー！　二十万あればそれなりのが買えるよォー！　で、どんなのお探しで？」

　店長の問いに、メリナは予あらかじめ用意していたかのように、さっとハンガーを持ち上げた。

「新人なんだから、鉄板のこれでしょ」

「なるほど。《防御管ノイズゲイト》搭載のジャケットかァ。邪禍からの攻こう撃げきをブロックできる安心感は捨てがたいけど、店長的にはチョイ面白みにかけるチョイスだねェ」

「面白みなんて不要よ。クウゴもそう思うでしょ？」

「んー、そうだなあ。ちょっと考えさせてくれ。もう少し色々と見てみたいし」

　ジャケットも悪くはないのだが、どうにもガジェットっぽくないのが心に刺ささらない。

「お。これ、格好いいな……」

　クウゴが目にとめたのは、足元に置かれていた一足のブーツ。くるぶしの部分から飛び出すように心空管が付いており、クウゴの好きな『いかにもガジェット』感がある。

「ブーストブーツ。《強化管エンハンサー》で脚きやく力りよくをアップするガジェットウェア。走るスピードが上がるし、慣れると垂すい直ちよく跳とびで二メートルくらいはジャンプできるヒョオー。トリッキーでスピーディでファンタスティックな戦い方をしたい心空機士にはオススメするねェ」

「あのね、あなたデザインだけで選んでるでしょ。ウェアで大事なのは実用性よ。靴くつなんかよりこっち。新人は防御を強化するのが鉄板なんだから」

　なおもジャケットを押しつけようとするメリナを、ニトが意地悪そうに笑う。

「ふーむふむふむ、メリナ先輩はクウゴ先輩に、自分が選んだ服を着せたい、と」

　バッと振り返かえり、頰を紅潮させるメリナ。

「そ、そんなんじゃないわよ！　あたしはあくまで安全を一番に考えて──」

「クウゴ先輩が心配なんスねぇ。うんうん、メリナ先輩の気持ちはよく分かったっスよー」

「あー！　ああ言えばこう言う！」

　ニトは地じ団だん駄だを踏んで抗こう議ぎするメリナの肩かたをおさえつける。

「いいじゃないっスか。ニトはブーツもアリだと思うっスよ。クウゴ先輩の武器はブレイドグラフィー。敵の攻撃は剣けんで相殺すればいいんスから、ね？」

「……ニト。あなたみたいな人がいるから、後こう悔かい先さきに立たたずなんて言葉が生まれるのよ」

　口論しても勝てないと思ったのか、あーあとメリナは諦あきらめたように財布から金を抜ぬき出し、レジに叩たたきつけた。

「勝手にしなさい。何があっても、あたしは知らないからね」

　ブーストブーツの金額は十九万八千円。ほぼ前借りの二十万と同額だ。ブーン店長が指先で札を高速で数え、ニヤリと笑った。

「お買い上げあざーっす！　今後もミーの店にお金を落としていってねェー！」




「やっぱりカッコいいな！」

　ジャンク・パンク・アベニューに出て、さっそく購こう入にゆうしたブーストブーツの履はき心地ごこちを試ためしてみる。サイズはぴったり。思ったよりも心空管の重みも感じない。

「無意識に心空子を流して、こけたりしても知らないわよ」

「ほっとけ。全く、俺が自分でウェアを選んだのがそんなに気に入らないかよ。そりゃ、メリナには心空機士としてのこだわりってのがあるのかもしれないけどさ」

「機士のこだわりなんかないわよ。あたしはごく当たり前のアドバイスをしただけ。誰だれかさんはぜんっぜん聞く耳持たなかったですがー」

　メリナはいつも以上につんとしている。

　何が気に入らないのか。口を開けば「あなたみたいな人がいるから」「きわまりない」のどちらかで攻撃されるのだから、全くもってやりにくい。

「……ん、あれ何だ？」

　クウゴは立ち止まる。リトル・ストリートと、ジャンク・パンク・アベニューをつなぐ三さん叉さ路ろ。潰つぶれてシャッターのおりた店てん舗ぽの前に、不良達がたむろしていた。

「手間掛けさせやがって。もう逃にげられねーぞ」

「鞄かばんの中に入っている電子機器、さっさと出しやがれ」

「電子機器じゃないです……。ガジェットです……」

「それを判断するのはお前じゃねえ。俺らだっつってんだろ。いいから渡わたせよ」

　どうやら三人の不良が、ひとりの女の子に絡からんでいるらしい。

「あれ、何をやっているんだ？」

「電子機器狩りデジタルハントの真似まね事ごとみたいね」

　メリナが汚きたならしいものを見る目つきで言う。

「電子機器狩りデジタルハント？」

「知らないの？　三百年前に行われた電子機器回収のこと。あいつらはガジェットを電子機器だと難なん癖くせつけて奪うばうつもりなのよ。高価なガジェットを持ち歩いてると目をつけられるから気をつけた方がいいわよ。まあ、心空機士に絡む馬ば鹿かはいないと思うけれど」

　説明しながら、メリナは背中からトリガロードを抜く。

「待て待て待て待て。銃じゆうなんか取り出して何するつもりだ」

「止めるに決まってるじゃない。人として当たり前でしょ」

「人間相手にビートガジェットを使うのは人としてどうなんだ!?」

「え……？　いつものことだけど……？」

「身をもって知ってるよ！　お前が《防御管ノイズゲイト》のジャケットを勧すすめたの、絶対に俺を撃うつためだったろ！」

「ちょっと先輩方、先を越こされたっスよ」

　メリナとくだらないやりとりをしている間に、その場に他ほかの介かい入にゆう者が現れた。

「おい、君達。何をしているんだ」

「……なんだテメエは」

　あ、とクウゴは声を漏もらす。

　道の反対側から不良どもに声をかけたのは、白衣を着た担任教師、灰草カナエだった。

　腕うでに提さげたビニル袋ぶくろからして、彼女もこの通りで買い物をしていたようだ。

「ワカんねーかな。コイツが電子機器を持ち歩いてっから、回収してやろうってんだよ。邪禍が出ねーようにな。これは親切心でやってるんだゼェ？」

「ＶＯＲＭが膨ふくらまねーかわりに、俺らの財布が膨らむってワケ。一石二鳥だろ？」

　不良達はげらげらと笑う。囲まれている女の子の姿は不良達に隠かくれて見えない。

　カナエは火のついていない煙草たばこを指に挟はさみ、苦く笑しようしながら言う。

「今時、電子機器を持った人間がそこらにいるはずがなかろう。危険などないさ」

「ああ？　ンなこと分かるかよ。電子機器でテロを企たくらんでっかもしれねーだろ」

「そーそー、古くなったゴムがどうとかって事件あったよな」

「……酷こく使しした輪ゴムだっけか？」

「それだ！」

　全くそれではない。《黒死の悪夢》だ。あれだけの大事件を揃そろって間ま違ちがえるとは。

「……ほお、あくまで自分達は正義だと主張したいわけだな。ならば、電子機器より危険なものがあれば、当然回収するわけだ」

　カナエはそう言うと、鞄から一本の試験管を取りだした。

　蓋ふたを閉められているが、中には緑色の毒々しい液体が入っている。

「あ？」

「グルーンザフトという、猛もう毒どくの液体だ。一ひと滴しずくでも体内に入れた人間は発はつ狂きようして喉のどをかきむしり、胃と腸が破は壊かいされ、最悪の場合、死に至る。本当に正義感が強いというなら、身をもって回収してみるというのはどうかな」

　好戦的な態度のカナエに苛いらついてか、不良の一人が地面に唾つばをはく。

「……バカにしやがって。んなモンを持ち歩いているわけがねェ」

「このグルーンザフトは日常的に使用する化合物だ。研究者のオレが持ち歩いているのはごく自然なことだぞ」

　カナエは試験管のフタを取ってみせる。離はなれていても漂ただよってくる強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆう。

　経口摂せつ取しゆだけでなく、肌はだにかかっただけでも危なそうだ。近くで臭においをかいだ不良達は余計にそう感じたに違ちがいない。

「……チッ、いくぞ」

　リーダー格らしき男がきびすを返すと、あとを追って取り巻きの二人も去って行く。

「カナエ先生！　やりましたね！」

「さすがっス！　困っている少女を助けるなんて教育者の鑑かがみっス！」

　その武勇に興奮して呼びかけると、カナエはクウゴ達にようやく気がついた。

「なんだ、お前らいたのか」

　恥はずかしいところを見られたと思ったのか、カナエは気まずげな表情になる。そして照れを隠すためか、手に持っていた試験管の中身をごくごくと飲み出した。

「あのそれ、猛毒なんじゃ……」

　飲み干して、カナエは満足そうに息を吐はく。

「あんなのブラフ、ハッタリに決まっているだろ。中身はただの昆こん布ぶジュースだよ」

「昆布ジュース……」

　なぜ試験管？　なぜ昆布？　というか昆布ジュースって何？

　あらゆる点でおかしいが、長くなりそうなのでクウゴは突つっ込まないことにした。

　カナエはその場に立ちすくんでいる女の子に、優しく声をかける。

「おい、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「………………くーご！」

　だが女の子は助けてくれたカナエにではなく、クウゴに抱だきつく。

「え、あ、ツ、ツグミ？　なんで？」

「うあー、怖こわかったよー！」

　その少女は御樹根島で別れたはずの従妹いとこ、ツグミだった。

　　　　＊

「助けていただいて、本当にありがとうございました」

　ツグミはカナエにぺこりと頭を下げる。

　機士団寮りようのラウンジ。本来、部外者のツグミは入れない規則だが、特級機士であるメリナの権限で特別に許可を出してもらった。

　静かな場所にきたことで、ツグミの気分も大分落ち着いたようだ。

「オレはあの手のクズが大だい嫌きらいなんでな。当時の電子機器狩りデジタルハントがどんなものだったか知らないから、あんなお遊びが出来る。勉強不足も甚はなはだしい」

　不良達に対し極きよく端たんなまでの嫌けん悪お感かんを示すカナエ。研究者として論理的な思考をする彼女にしてみれば、非論理の塊かたまりのような彼らは理解の対象外なのだろう。

　ツグミはくるりとクウゴの方を向くと、にっこりと純じゆん朴ぼくに笑う。

「そうだった。聞いて、くーご。わたしも大ダイ輪リンで暮らすことにしたからー」

「は？」

　青せい天てんの霹へき靂れきとはまさにこのことだった。ザ・田舎いなかっ子コンテストでもあれば優勝できそうなほどぽわぽわしたツグミが、この大都会、大ダイ輪リンで暮らす？　なんだその展開は。

「……おい。それ、ちゃんとツバメさんの許可もらってきたのか？」

「もちろんだよー。くーごが管律技師を目指して動き出したのに、じっとしていられないもの。わたしも自分の夢を叶かなえるために頑がん張ばるんだー」

　ぐっと胸の前で拳こぶしを作るツグミに、メリナが訊たずねる。

「夢って何？」

「えへへ、お父さんみたいなジャーナリストになることだよー」

「……意外に感じるだろうけど、ツグミの親父おやじさんは世界中を飛び回るジャーナリストなんだよ。心空管研究を特集したりしてて、けっこう有名なんだ」

　視力の悪くないツグミが伊達だて眼鏡めがねをかけているのは、父に憧あこがれているからなのだ。取材で長期の旅に出ることしばしばで、クウゴも数回しか会ったことがないのだが。

「ふーん、大ダイ輪リン学院にさえたどり着けないのに？」

　メリナに呆あきれられ、うう、とツグミは身を縮める。彼女は大ダイ輪リン学院に来ようとして道を間違え、リトル・ストリートに入ってしまったのだ。そこで道を調べようとガジェットを取り出したところを不良に絡まれ、ジャンク・パンク・アベニューで捕つかまったらしい。

　機士団の敷しき地ちは駅から見えるのに、どうやったら迷えるのか不思議で仕方ない。

「で、学校はどこに編入するんだ？」

　ジャーナリストを目指すといっても、まだ仕事を始めようというわけではないだろう。

　詳くわしく知らないが、社会学なり、ジャーナリズムなりを勉強するに違いない。

　そのために学校の下調べも済ませているはずだと思ったのだが。

「決まってないよー。くーごもすぐに決まったし、なんとかなるかと思って」

　あっけらかんと笑うツグミ。

　クウゴは眉み間けんをおさえた。ダメだこいつ、現実の厳しさを分かっていない。ツバメも何を考えているんだ。娘むすめを島から出すなら、それなりの準備をさせないと。

　しかしニトは、そんなツグミの腕を両手でがしっと摑つかむ。

「すごい行動力。頭より身体からだが先に動くタイプっスね。ニト、お友達になれそうっス」

「はいそこ尊敬の眼まな差ざしでみるな」

「あははー。でも、せっかくだからくーごと同じ大ダイ輪リン学院に通いたいなあ。ギル団長に頼たのんだら何とかならないかなぁ」

　ツグミはちらちらとカナエの方をうかがいながら、独り言っぽく言う。

　どうやらカナエに取りなしてもらえないかと考えているようだ。意外とちゃっかりしている。だが、期待された当人は、申し訳なさそうに首を横に振ふる。

「難しいだろうな。いくらギルでも、何の変へん哲てつもない人間を編入させるのは。銅宮の場合は心空機士の才能だけで一点突とつ破ぱできたわけだが」

「そうですか……」

　しゅんとうなだれるツグミ。

　クウゴはやれやれと頭をかいた。この従妹には一度現実を学ばせてやるべきなのかもしれないが、放ほうっておいて今日みたいに問題に巻き込まれても困る。ツバメの許可が出たのも同じ大ダイ輪リンにクウゴがいることが大きかっただろうし、多少は世話を焼いてやらねば。

「その才能というのは、戦せん闘とうの才能でなくてもいいんですか？」

「ん？」

　クウゴの意外な質問に、カナエの表情が変わる。

「だとしたら、可能性ありますよ。こいつには誰だれにも負けない特技がありますから。普ふ段だんぽけーっとしてるだけに、ギャップがものすごいけど」

　エレベーターの扉とびらが開き、ギルがラウンジへ入ってきたのは丁度そのときだった。

　疲つかれた様子でリクライニングチェアに向かおうとして、人の多さに気づき立ち止まる。

「おや、皆みなさんおそろいですね。今日はどうしたんです？」

　クウゴは後ろからツグミの肩かたを摑み、前へと押し出した。

「団長、大ダイ輪リン学院への編入希望者です」

「ええと……？　ああ、君はツグミ君でしたね。どうして大ダイ輪リンに？」

　腰こし掛かけたギルに、カナエがこれまでの経けい緯いを説明する。

「──ふむ、事情は分かりました。しかし、大ダイ輪リン学院に編入するには並なみ大たい抵ていの素質では難しいですよ。君は私に、どんな才能を見せてくれるのですか？」

　ツグミは緊きん張ちようした面おも持もちで、鞄かばんからバイザー型のガジェットを取りだした。

　色は光こう沢たくのあるシルバー。波打つ流線型のフォルム。眼めを覆おおう部分は半はん透とう明めいで、耳の後ろにあたる部分から二本の心空管が突き出だしている。

「わたし、メンタルネットでの情報収集力なら誰にも負けません。小さい頃ころからずうっとネットで遊んでましたから」

　メンタルネットとは、通信用心空管で展開されている情報ネットワークのこと。

　ギルは取り出された風変わりな装置に興味を持ったのか、少し前のめりになった。

「ほう……。では、さっそくですが何か調べてもらいましょうか。そうですね──私がここの団長になるまでの経歴、などというのはどうです？」

　おや、思ったより簡単そうだ。そうクウゴは思ったが、カナエは全く逆の反応を示す。

「ハードル高すぎじゃないか？　他の誰かならともかく、お前は十三貴族だろうが」

「そうですか？　充じゆう分ぶん達成できる課題だと思いますがね」

「……メリナ、なんでカナエ先生はあんなに反発してるんだ？」

　こっそり肘ひじでメリナの腕をつつくと、うざったそうにしながらも教えてくれた。

「十三貴族は、身分を受うけ継ついだ瞬しゆん間かんにそれまでの個人情報を抹まつ消しようされるの。ギル団長が十三貴族を継けい承しようしたのは一年前。大ダイ輪リン支部の団長になった時期と同じ。団長の経歴なんて、もうどこにも残っていないのよ。つまりは無理難題だってこと」

　メリナの言葉を聞きき咎とがめて、ギルが反論する。

「そんなことはありません。残っているところには残っているものですよ。例えばそう、この下、とかね」

　ギルはラウンジの床ゆかを指差した。下にあるのは機構戦略室。つまり──

「心空機士団のデータベースにハッキングしてみせろ、ということですか？」

　メリナが驚おどろき、ニトも降参するように手を広げた。

「そんなの無理に決まってるじゃないっスか。ここのセキュリティ超ちよう分厚いっスよ？」

「無理なのは百も承知です。ただ、このハードルを越こえられないようでは、大ダイ輪リン学院への編入は認められませんね。私も職権乱用だと陰かげ口ぐちを叩たたかれたくありませんから」

　もう条件は覆くつがえりそうにない。クウゴは腕うでを組んだ。あとはツグミ次第だ。

「……うん、やってみる」

　眼鏡めがねを外したツグミは、気合いを入れるように頰ほおをぱんぱんと叩いたあと、丸みを帯びたバイザーを装着する。

「《ハンプティ・ダンプティ》塀の上へシツト・オン・ア・ウオール」

　そう呟つぶやいた彼女の周囲を取り巻くように、空中に半透明の画面が表示された。

　それも十画面以上。心空子照射による空中表示機能。ツグミはそれらの画面を次々と、軽やかにタッチしていく。先ほどまでのスローペースな少女の面おも影かげは微み塵じんもない。

　ギルが感心したように顎あごを触さわった。

「扱あつかいにくいと評判の頭部装着型インターフェース《ハンプティ・ダンプティ》をここまで使いこなすとは……。あながち思い上がりというわけでもなさそうですね」

　ハンプティ・ダンプティが照射する空中画面に大量の文字列が流れていく。

　画面自体もツグミを中心にぐるぐると回転し、表示を次々に切きり替かえる。

　ハンプティ・ダンプティの操作に使われているのは、ツグミの両りよう腕うでだけではない。

　ツグミの脳波、ツグミの目線、ツグミの発する心空子一つ一つが、インターフェースに的確な指示を加えていく。

　発売当時、ハンプティ・ダンプティは画期的な次世代インターフェースとしてもてはやされた。だが、ブームが過ぎ去るのも一いつ瞬しゆんだった。理由は簡単。ちょっとした雑念に大きく操作が左右される機器を、誰も使いこなすことが出来なかったからである。

　ただし、ツグミは違ちがう。父親からのプレゼントを幼少期から使い続けた彼女にとって、ハンプティ・ダンプティはすでに身体の一部に等しくなっていた。
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　十本の指では到とう底ていなしえないスピードで、コマンドが入力されていく。

　と、ラウンジに設置されたスピーカーから緊きん急きゆうアラームが鳴り出した。

　ギルはテーブルから突つき出したボタンを押し、機構戦略室の回線をつなぐ。

「どうしました？」

『それが……、外部からハッキングを受けています』

　受話器の向こうはセキュリティ担当の機士だ。声に焦あせりが含ふくまれている。

『情報処理専門の機士五名で対応していますが──このままでは侵しん入にゆうを防げません！』

「……外部からのハッキングではなく、内部にいるんですけどね」

『……は？』

「いえ、何でもありません。突破されないよう尽じん力りよくしてください」

『はっ、しかし……』

　そのとき、けたたましく鳴なり響ひびいていた緊急アラームが、突とつ如じよ停止した。

『あ……。外部からのハッキング、停止したようです』

　ほっとしたような声を出した機士に、ギルが質問する。

「何かデータを盗ぬすまれた痕こん跡せきは？」

『ええと……、ありません。大だい丈じよう夫ぶです。おそらく最終防衛プログラムが機能したのだと思われます。これより、ハッキング元の解かい析せきを急ぎます』

「ご苦労様」

　機構戦略室との回線を切断し、ギルはツグミの方へ向き直った。

「残念でしたね。惜おしいところまでは行きましたが、機士団のセキュリティの方が一枚上手だったようです」

　ツグミはハンプティ・ダンプティを脱ぬいで眼鏡をかけ直した。厳しかった表情は穏おだやかなものに戻もどっていて、そこに悔くやしさは微塵も浮うかんでいない。

　訝いぶかしそうに首をひねったギルに、原げん稿こうを読むようにすらすらとツグミは告げる。

「ギルグリン・ミッドフォード。黒曜暦二九二年一月九日、名門ミッドフォード家の長男として生まれ、十六歳でロンドン大学心空子応用学部を首席で卒業。卒業論文は《ビートガジェットの効果的な威い力りよく伝達について》。卒業後は心空機士団アルハンガム支部に五年間所属し、特級機士に昇しよう格かく。《心聖機士ビートパラデイン》の称しよう号ごうを与あたえられる。冷れい徹てつな戦いぶりから《死神》の二つ名を持つ。《黒死の悪夢》事件の後、ロンドン支部に異動。機士長を二年勤め上げ、その後、大ダイ輪リン支部の団長になる」

　その場にいた誰もが驚きのあまり、ぽかんと言葉を失った。

　そして──ツグミなら出来ると信じていたクウゴは、別の理由で絶句していた。

　ギルグリンはレノンと同じ、アルハンガム支部にいたのだ。

　しかもレノンと同じ──《心聖機士ビートパラデイン》の一人。

「……驚きましたね。うちの情報部がここまで虚こ仮けにされるとは」

　気を取り直したギルが、ツグミの肩を叩く。その目には御樹根島でクウゴに向けたのと同様の『有能なもの』に対する期待の光が宿っている。

「認めましょう。ツグミ君も今日から大ダイ輪リン学院の生徒です。私の権限が及およぶクラスＳへの編入になりますが、構いませんよね？」

「やったー」

　わあっとツグミが両手をあげる。周りまで嬉うれしくなるような、無む邪じや気きな喜び方だ。

　だが、まさにその直後だった。

　少女の歓かん喜きをかき消すように、遠くから荘そう厳ごんな音色が鳴り響ひびいた。

　パイプオルガンに似た響きだったが、旋せん律りつは不ふ吉きつで不快。

「な、なんだ一体」

　手で耳を庇かばいながら、クウゴはラウンジの窓から外を見た。

　どうやら音は、ツインランスの周囲を囲む真しん鍮ちゆう鉄の煙えん突とつから発せられているようだ。

「これは邪禍出現を告げる警報よ」とメリナが言う。

　ギルはボタンを押し、再度機構戦略室へ回線をつなぐ。

「どうしました？」

『たびたびすみません。北部の住宅街で高ＶＯＲＭ濃のう度どが検出されました。濃度Ｃです』

「そうですか。ただちに区画の封ふう鎖さを。派は遣けんする心空機士はこちらで選びます」

　厳しめの口調でそう命じた後、ギルはクウゴをちらりと見た。

「クウゴ君、一週間訓練したことですし、そろそろ討とう伐ばつ、行ってみます？」




　クウゴ、メリナ、ニトの三人は邪禍の出現した大ダイ輪リン北部にやってきた。高ＶＯＲＭ濃度が検出されたのは住宅街で、道路は下級機士が貼はったテープで封ふう鎖さされている。

　時刻は夜七時半。ひとけはすでになく、しんと静まっている。

　非常事態であることを告げているのは、赤青黄が全て点灯した信号機だ。

　要警戒区域デンジヤーゾーンである大ダイ輪リンでは、様々な邪禍対策が講じられている。目に見えるものとしては、住宅ごとを繫つなぐ避ひ難なん用の張り出し通路キヤツトウオーク。パイプオルガンの警報が鳴り響くと、住民は携けい帯たいガジェットで邪禍発生のエリアを確認、各自の判断で避難を行う。パニックによる二次災害を防ぐため、警報が鳴ったあとは車での移動が禁じられる。

　皆みなが向かう先は各所に設置されている地下シェルターだ。個々の住宅にも地下室が備えられていることが多い。一いつ般ぱん市民は近場のシェルターへ避難し、討伐を待つことになる。

「なあメリナ。討伐って、三人だけで出来るもんなのか？」

「大したＶＯＲＭ濃度じゃなかったから、充分でしょ。それに三人といっても特級と一級がいるんだから安心しなさい」

「すいませんね、俺だけ三級で……。さてと、邪禍はどこだ？」

　メリナがテープの先を指差す。暗くら闇やみに目を凝こらすと、道路にうごめく人ひと影かげが三体。

「うわ……、これはまた気味悪いヤツらだな」

　正面からだと菱ひし形がたに見える八面体の頭、その下には人間のような二足歩行の身体からだ。

　全身は水銀のような色で、御お樹き根ね島じまで見た邪禍とは異なる、硬こう質しつな輝かがやきを放っている。

　ひょろりと瘦やせぎすな胴どう体たいは、くるくると回る頭部の大きさと全く釣つり合っていない。まるで被かぶり物ものをしているかのよう。そのせいで重心が安定しないのか、ゆらゆら歩くさまはさながら酔よっぱらいの千鳥足だ。

「ＶＯＲＭ濃度Ｃ。アームブローカー。初うい陣じんには丁度良い相手かもね。ビートガジェットであの大きい頭を潰つぶせば、途と端たんに再生力を失うから」

「とは言ってもなあ……」

　クウゴが注目したのは邪禍の腕。邪禍三体の右みぎ腕うでは、どれも先せん端たんが武器に変形している。槍やり、斧おの、槌つちと形状は三者三様。どれも無む駄だにリーチが長く、三体とも得物の先を引きずって歩いている。無骨ながら、振ふりまわせば一いち撃げき必殺の威い力りよくだろう。

「大丈夫っスよ。今こそ訓練の成果を見せるときっス！」

「成果といっても、俺まだ課題をクリアしてないんだが……」

「こちらは三人。向こうも三匹びきだから、一人一いつ匹ぴきってとこね」

「おい勝手に話を進めんな」

　ふん、と軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送ってくるメリナ。

「怖おじ気けづいたのなら、あたしがあなたの分も倒たおしてあげるけど？　じゃ、お先」

　そう言い捨てると、メリナは封鎖テープを飛とび越えて走り出した。

「あいつ……！　見てろ、俺にも出来るってことを証明してやるぜ」

　背に提さげた剣けんを鞘さやから抜ぬき、クウゴも負けじとテープを乗のり越える。

　意識を集中すると、ブレイドグラフィーについた五本の心空管が神こう々ごうしく光った。

　つま先で地面をトントンと叩くと、ブーストブーツの心空管も目ま映ばゆく色を放つ。

　よし、いけそうだ。

「ニト、俺はあの斧っぽい腕のヤツとやってみる」

「まかせていいんスか？　まだクウゴ先せん輩ぱいには荷が重いと思うっスけど」

「毎日あんだけしごかれてるんだ。頑がん張ばってみるさ。──はあっ！」

　ブーツの力で一気に駆かけ出だす。ブーストブーツの加速力は想像以上だった。

　一瞬にして目前に迫せまった邪禍の頭部へ、ブレイドグラフィーを振りおろす──が、敵の持ち上げた重量感のある斧は、その攻こう撃げきをがしっと受け止めた。

　クウゴは一いつ旦たん飛び退のく。

　──いきなり弱点を狙ねらったのは欲よくを出しすぎた、今度は別の箇か所しよを狙ってみよう。

「うおおおお！」

　気合いを入れ直し、再度突とつ進しん。その勢いのまま肩かた、胴どうへ連続で攻撃を繰くりだす。

　邪禍の体さばきには、普ふ段だんの訓練相手であるニトほどのキレはない。

　ブレイドグラフィーが相手に命中するたび、血のように赤い液体が飛び散る。しかし邪禍の皮ひ膚ふは思ったより硬質で、浅くは傷つけられても致ち命めい的てきなダメージにならない。

　その間に邪禍は斧をだらだらと持ち上げ、クウゴの頭部めがけ一気に落としてきた。

　緩かん慢まんな動きが、とたんに激げき烈れつな一撃に変わる。

　しかし──ブレイドグラフィーには運動エネルギーを相殺する技、アンチグラムがある。どれだけ重い攻撃だろうが軽々止められるはず。

　そう思い、クウゴは余よ裕ゆうをもって受けとめようとした。

　だが、風圧を感じたと思った瞬しゆん間かん──気がつくと後ろへ吹ふっ飛ばされていた。

「かはっ」

　背中から思い切り地面に叩たたきつけられ、息が出来なくなる。

　ブレイドグラフィーはかろうじて離はなさずにすんだが、腕うでの痺しびれが治まらない。

「な、なんで？　こないだはあんなデカい敵の攻撃も受け止められたのに……！」

　上半身を起こしながら、ブレイドグラフィーを確認する。搭とう載さいされた心空管の光は、いつの間にか弱々しくしぼんでいた。

　しかも何度か点てん滅めつを繰り返かえしたかと思うと、ふっと消えてしまう。

　──御樹根島で使ったときはあんなに強く輝いていたのに、どういうことだ？

　ふと視界が暗くなる。見上げると、すぐ前に邪禍が立っていた。

　再び振り下ろされる斧。

「うわっ！」

　とっさにクウゴは転がり避よける。もうブレイドグラフィーの力、アンチグラムを過信するわけにはいかなくなった。

　次々に繰り出される攻撃を、低い姿勢で必死に避ける。体勢が安定せずブーストブーツの機動力を活いかせない。防戦一方ですぐに壁かべに追い込まれてしまう。

　まずい。反はん撃げきしないと。

　クウゴは思い切り剣を振る。やぶれかぶれだったが、偶ぐう然ぜんにもそれはアームブローカーの弱点である頭部に命中した。

「やった！」

　しかし、クウゴを狙った邪禍の斧が、すぐさま斜ななめに降ってきた。

「ぐっ！」

　かわしきれず、肩から血が噴ふき出した。その痛みで、クウゴは地面に膝ひざをつく。

「急所に当たったのに、どうして倒せないんだ……？」

　よく見ると、八面体の頭部には小さなヒビが入っていた。しかし、ただそれだけ。

　そのヒビはすぐさま修復され、傷は跡あと形かたもなくなる。

　──ブレイドグラフィーでは致ち命めい傷しようを与えられない。

　いや、自分の使うブレイドグラフィーでは、と言うべきだ。

　再生を阻そ害がいする《歪曲管デイストーシヨン》が光っていない。だから本来の力を発揮できていないのだ。

　他ほかの心空管も光っていないからアンチグラムを使えないし、切れ味もすこぶる悪い。

　どうすればいい。考えている間にも、邪禍が斧を引きずり、少しずつ接近してくる。

　戦わなければと思うが、肩の傷がひどく痛み、動けそうにない。

　凶きよう悪あくな斧がクウゴめがけて降ってくる。

　──最悪な結末だ。

　才能だとおだてられ、どうして自分がビートガジェットを使えるのか、疑問に思うことを怠おこたっていた。

　剣の特訓より、ビートガジェットを使う技術を身につけておくべきだったのだ。

　後こう悔かいに苛さいなまれるクウゴに敵の一撃が触ふれようとした──その瞬間だった。

　邪禍の身体が大きくよろめき、それた斧がそばの地面を陥かん没ぼつさせた。

「危なっかしいっスね。クウゴ先輩」

　邪禍の頭に飛び蹴げりを浴びせたニトが、宙返りして着地する。

「ニト！　助かった」

　少女は伸のびをするように、んん、と両りよう腕うでを天に突つきあげる。

「下がっててください。ニトの戦い方を見せてあげるっス」

　彼女はジャージのジッパーを開くと、裏地に掛かけられていた赤しやく銅どう色いろの武器を引ひき抜く。

　それは二本のトンファー。右手の棍こんには龍りゆう、左手の棍には虎とらの紋もん様ようが彫ほられ、長さは肘ひじの先まで。最も太い手元の外側には心空管が三本搭載されている。

　アームブローカーが斧を振り上げる。

　が、ニトは素す早ばやく、邪禍の腕を上下に挟はさみ込むようにしてトンファーを打ち込んだ。

　邪禍は金切り声を上げ、斧のついた腕が根元からちぎれ飛ぶ。

「武器がなくなっちゃったスよ。さあさあ、どうするんスか？」

　腕を失った邪禍を楽しげに煽あおるニト。

　と、邪禍の八面頭が真ん中でバカリと割れ、そこから凄すさまじい勢いで火が噴き出した。余裕を見せていたニトは、灼しやく熱ねつの炎ほのおをその全身に浴びる。

「ニトー！」

　クウゴは思わず叫さけんでしまう。だが。

「──心しん配ぱい性しようっスねえ、先輩は」

　ニトは炎に包まれながらも、平然と立っていた。

　肌はだが焼けただれるどころか、熱がる素そ振ぶりさえ見せない。

「……お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ニトが腕をふるう。全身を覆おおっていた激しい炎が、蠟ろう燭そくの火だったかのように忽こつ然ぜんと消え去った。ニトは自分の着ているジャージをつまんで説明する。

「《紅蓮装衣グレンソウエ》。全身に熱ねつ耐たい性せいのある心空子膜まくを張はり巡めぐらすガジェットウェア。これを着ている限り、火は効かないっス。ニトを燃やしたいなら、もっと熱い炎を求むっスよ。例えば──こんな感じの」

　トンファーに搭載された心空管が赤く光り、トランペットのバルブのようにピストン運動を開始する。ピストンは徐じよ々じよに速さを増し、ついにはトンファーの先端から紅ぐ蓮れんの炎が噴きだした。

「すごい……！」

「央おう華か民みん国こく香ホン港コン製のビートガジェット《龍ロン虎フー棍ガン》。心空子を炎に変え邪禍を焼き尽つくす、《火炎操作管フレイムドライヴ》搭載のトンファーよ。火炎を操あやつるなんて、情熱的なあの子を象しよう徴ちようするような心空管だと思わない？」

　その声に振りかえると、メリナがそばにやってきていた。

「見てレベルの差を感じることね。ニトは三連トライシステムまでしか使えないけど、こと接近戦であの子に敵かなう者には、本場ヴィクトルでもなかなかお目にかかれないから」

　ニトは高く跳ちよう躍やくし、炎を纏まとったビートガジェットで邪禍を殴なぐりつけた。

　敵の頭はぼこりとへこみ、燃えうつった炎がさらにその身を焼く。邪禍は燃え苦しみながらも反撃の腕を振るうが、ニトは颯さつ爽そうとかわし、舞まうように打だ撃げきを叩き込む。

　五発目を胴に浴びたところで、邪禍は全身を炎に巻かれ、塵ちりへとかえった。

「どう？　あれが心空機士の戦い方よ。あなたとは違ちがいすぎて、参考にならないかもしれないけど」

「うるさいなあ。……メリナが相手していた邪禍はどうした？」

　訊たずねると、盛大にため息をつかれた。

「もうとっくに倒したわよ。ニトだって今のが二体目。全く、こんな見みかけ倒だおしの相手もできないなんてね」

　一人だけ邪禍を倒せなかったクウゴは、うっと言葉を詰つまらせる。

「し、仕方ないだろ。今日はブレイドグラフィーの調子が悪かったんだよ。なんでだか心空管が全然光らなかったし」

「道具のせいにするなんて、一番してはいけないことよ」

　戻もどってきたニトも、クウゴとブレイドグラフィーに訝いぶかしげな目線を向ける。

「むー、せっかくの五連ペンタシステムなんスから、もっと技があってよさそうなもんスけど。クウゴ先輩は斬きるだけにしか使えてないみたいっスよねー」

「ニト、あなた見てなかったの？　全然さっぱり斬れてなかったわよ。あれなら彫ちよう刻こく刀とうのほうがましね。彫刻刀といっても、三角刀じゃないわよ？　丸刀よ丸刀」

「そ、そこまで言うか？」

　三角刀も丸刀も大して違わないと思うが、ひどくバカにされた気分だ。

　膝をついた体勢から立ち上がろうとすると、肩の傷が熱を持ってうずく。

「う……」

　ジャケットの肩部はスッパリと切れ、血で汚よごれていた。

「……ふん。防ぼう御ぎよ力の高いウェアを勧すすめたのに、無視するからそうなるのよ」

　そしてメリナは皮肉たっぷりに口角を上げ、さらにこう罵ののしったのだった。

「たった一回、五連ペンタシステムが動いただけでいい気になってた報むくいね。これ以上怪け我がをしないうちに、さっさと島に帰ったらどう？」




「くそっ」

　機士団寮りようのラウンジに帰ってきたクウゴは、ソファに背中から飛び込んだ。

　カナエに注射してもらった治癒力増進剤ヒールインジエクシヨンのおかげで、肩の傷は完全に塞ふさがった。注入されたのは心空子を濃のう縮しゆくした薬やく剤ざいで、自己治ち癒ゆ能力を最大限にまで高めるそうだ。

　しかし身体からだの傷は癒いえても、悔くやしさは消えなかった。

　あれだけ頑がん張ばって、しごかれて、筋肉痛に苦しめられて、結果がこれでは笑えない。

　──それにしても、今日の邪禍ってなんか変だったよな……。

　落ち込みながらも引っかかる。御樹根島のときと違って人型だったのは、東京からやってきたからだろうか。足が遅おそそうだったのに、ずいぶんと街の中まで入り込んで──

「あ、くーご。帰ってたんだー」

　ラウンジにやってきたのはツグミだ。

「じゃじゃーん。見てみて。わたし、クラスＳだけど、ソリッドジャケットは似合わないから、普ふ通つう科かの制服をもらったんだー」

　彼女の服は大ダイ輪リン学院の制服に変わっている。

「セキュリティ強化も頼たのまれたから、機構戦略室や情報システム室にも入れるんだって」

「おー、良かったな」

　投げやりに返すと、ツグミは首をかしげて訊ねてきた。

「どうかした？　無事に邪禍は倒たおせたんでしょ？」

　彼女はクウゴが役に立たなかったことを知らない。心配かけないよう、負傷したことも口止めしてある。だが、クウゴは愚ぐ痴ちを聞いてもらわずにはいられなかった。

「俺、全然役に立たなくてさ……。本当は機士の才能なんてないんじゃないかな？」

　たくさんの心空管を光らせる才能と、それを巧たくみに操る才能は別だ。剣けんを振ふり回す才能となると、もっと別。そんなことに今いま更さら気づくとは笑えない。

　ツグミはクウゴの近くに座ると、おもむろに言う。

「くーご、機士団を抜ぬけたら？」

　冗じよう談だんかと思って彼女の顔を確認するが、その表情は真しん剣けんそのものだった。

「いいじゃない、機士の才能なんてなくて。だってクウゴは管律技師になるんでしょ？」

「そんなこと──俺がやめたら島はどうなる？」

　クウゴが心空機士団に入る代わりに、ギルグリンは御樹根島に援えん助じよを行う。

　そういう約束だ。それを反ほ故ごにして島に帰るなんて出来るはずがない。

「わたしがクウゴの分まで頑張ればいいんじゃないかなー。ほら、わたし、ギル団長にもけっこう認めてもらえたし、頼んだら島への援助は続けてくれると思う」

　クウゴはかっとなり、ソファから上半身を起こした。

「ふざけるな。お前だけに背負わせて、俺が『良かった良かった』とでも言うと思うか？」

「それは言われる筋合いないよ。だってひとりで背負おうとしてるのはくーごじゃない」

　ツグミの瞳ひとみは、ハンプティ・ダンプティを被かぶったときの凜り々りしいものに変わっていた。

「くーごは本当に、お父さん達が作ろうとしていたレトロアクタを完成させたいの？」

「あ、当たり前のこと訊きくなよ」

　ツグミとは長い付き合いだ。何度も自分の夢を伝えている。今さらそんな疑問をぶつけられるとは思ってもみなかった。

「本当に管律技師になって、お父さん達の研究を受うけ継つぎたいんなら、他の全てをなげうつべきじゃない？　なのにそうしないのは、本当はもう両親の研究なんてどうでもいいと思っているからじゃないかな？」

　クウゴはバン、とテーブルを叩たたき、激情とともに立ち上がった。

「そんなことない！　父さんと母さんの研究は、邪禍を根絶するのに必要なものだったはずなんだ！　それを俺が証明するんだ！」

「……くーごには言うまでもないけど、心空機士は『死ぬ』リスクのある仕事だよ？　自分が本当にしたいことは何なのか、くーごはもう一度、見つめ直した方がいいと思う」

「……管律技師と心空機士の両立なんて無理だって、ツグミもそう思ってるのかよ？」

　ツグミはその問いには答えず、そのままラウンジを出て行ってしまった。

　ひとりになったクウゴは、ソファに寝ね転ころびため息をついた。

（どうしたらいいんだ……）

　クウゴは服の中を探り、首にかかった琥珀管セラアンバーを取り出した。ガラスの透とう明めいさも、真しん鍮ちゆう鉄てつの鈍にぶい色も、刻まれた太陽のレリーフも、五年前にもらったときと何も変わらない。

　変わったのは、摑つかんでいるクウゴの手があのときより大きくなったことくらいだ。

（レノン、俺はちゃんと前進してるよな……？）

　琥珀管セラアンバーがオレンジに光り、しばらくするといつものように青く切きり替かわる。

　だが、その色をどんなに眺ながめても、答えなど分かるはずもなかった。







　《第三章　墜おちていく日常》







　ホームルームが終わり、放課後。

　メリナはクウゴが教室を出るのを見計らって、近くの席に座った少女に話しかけた。

「ツグミ、ちょっとだけ時間もらっていい？　調べてほしいことがあるんだけど……」

　まだそれほど親しいわけではないので、声をかけるのはちょっと勇気がいる。

「ああ、メリナちゃん。わたしも話したいことがあったんだー」

　突とつ然ぜんだったにもかかわらず、読書をしていた相手は本を閉じて、にこやかに応こたえる。

「あたしに？　何かしら」

　訊ねながらも、メリナは指で教室を出るよう促うながした。

　ツグミはハンプティ・ダンプティの入った鞄かばんを持って、後ろについてくる。

「メリナちゃん、くーごにひどいこと言ったんじゃない？　けっこう落ち込んでたよー」

　少し胸のあたりが重くなった。確かに、このあいだはちょっと言い過ぎてしまったかもしれない。反省しかけたが、ぶんぶんと首を振ってその考えを振り払はらった。

　あれで良かったのだ。落ち込ませてこそ、狙ねらい通どおりなのだから。

　教室棟とうの窓から見える外は暗く、ぽつぽつと雨が降っている。

「……クウゴ、あたしのこと悪く言ってた？」

「んーん。でもメリナちゃんって、くーごのことが嫌きらいなの？」

　直球、それも剛ごう速そつ球きゆうの質問だった。メリナは冷静を装よそおってこほんと咳せきをする。

「あたしだってあいつが努力してるのは知ってるのよ。ニトのしごきにもついていってるみたいだし。でも、心空機士として認めるかは別の話というか──」

「メリナちゃんは、くーごに心空機士をやめてほしいんだよね。だからあえて辛しん辣らつなことを言ってるんでしょ？」

「……そんなことないわよ」

「ふーん。もしそうなら協力しあえると思ったんだけどなあー」

　色々なことを見み透すかした目。メリナは隣となりからのぞき込むように話しかけてくる少女に、ささやかな悪お寒かんを覚える。

「わたしね、くーごには立派な管律技師になって、夢を叶かなえてほしいんだー」

「……随ずい分ぶんクウゴに入れ込んでいるのね。あんな不良品のバイクしか作れないのに」

　馬ば鹿かにしたら怒おこるかと思ったのだが、ツグミは一層にこにこした表情になった。

「一見しただけじゃ分からないよねー。あのバイクの凄すごさは。これまでだって飛ひ空くう艇ていみたいな空を飛ぶガジェットはたくさん作られてきたもんねー」

　もったいぶった口ぶりに、メリナは少し苛いら立だつ。

「どういうこと？　あのぶっ壊こわれたバイクのどこが凄いっていうのよ」

「空を飛ぶには大量の心空子がいるじゃない？　だからこれまでに発明された空を飛ぶガジェットは、例外なく心空子バッテリーを動力にしてるんだ」

「……まさか」

　ツグミは自じ慢まんげに頷うなずく。

「そう。あのバイクには心空子バッテリーが積まれてない。操縦者の心空子だけで空を飛べるの。これまで作られた飛行ガジェットとは、ねっこから仕組みが違ちがうんだよー」

　メリナは戦せん慄りつした。墜つい落らくしたとはいえ、クウゴはそんな画期的なガジェットを作り上げたというのか。高一で──それも、田舎いなかの島にあるなけなしの材料で。

「行動がアホっぽいせいで誰だれも気づいてくれないけれど、くーごは天才だよ。理論はからきしで直感頼だのみ。けれど管律技師になったら、きっと心空管の歴史を変える人になる。心空機士も立派な仕事だと思うけれど、くーごがやるべきは管律技師だよ」

「管律技師の才能……ね」

　いつもより早口でまくし立てたツグミを、メリナはじろりと睨にらむ。

「普ふ段だんのほんわかしたあなたと、時々見せる鋭するどいあなた、どっちが本当の顔？」

「へ？　わたし鋭いときなんかある？」

　手て強ごわい。きょとんとしたツグミにそんな印象を抱いだく。

　彼女を世間知らずだと言うクウゴは、とんだ節穴なのではないか。現にツグミは、すでに自分との距きよ離り感かんを詰つめてきている。間合いに入り込んでくるのが異様に上手いのだ。

「……この話はもう終わりにしましょ」

　螺ら旋せん階段を下り、メリナはツグミを教員用の準備室に連れ込んだ。

　ここまで連れ出したのは、ひとけのない場所でしか頼めない内容だったからだ。

「そのハンプティ・ダンプティ、機構戦略室と繫つなげられるわよね。全国の高校新入生を対象に実じつ施しされてる心空子放出量検査。それの結果を調べてもらえない？」

「りょーかい。やってみるねー」

　ツグミは眼鏡めがねを外し、ハンプティ・ダンプティを被かぶる。

　周囲にぶわっと大量の画面が浮うかび上がり、ツグミはそのうちの一画面を拡大する。

「あったよー。でもセキュリティかかってて、団長か、ウルカヌスの管理担当者しか見れないみたいだけど」

　当然である。そうでなければ自分で調べている。

「あなたならバレずにのぞく程度、ちょちょいのちょいでしょ？」

　ツグミは途と端たんに渋しぶい顔になる。

「えー。入団早々、そんなルール違い反はんしたくないなあ。そもそも、わたしセキュリティ強化を任されてるんだよー？」

「ツインランス最上階にある、あたし行きつけの高級ビュッフェのお店。そこの無料招待券をあげると言ったら？」

「……一枚？」

「五枚セット」

　目の前にバラッと広げられた招待券の帯に、ツグミは目の色を変えて指を躍おどらせる。

「ちょちょいのちょい、と。何年度が見たいの？」

　空中に浮かんだ画面には、すでに年度ごとのリストがアップされている。

「……本当に速いわね。機士団のセキュリティ強化、ほんとにお願いね……。今年度の高校入学時検査の、放出量百位以内をリスト化してくれる？」

「出たよ。うわあ、トップはやっぱりメリナちゃんなんだー。十二万ＥＧエゴイルでダントツだね」

　ＥＧは一時間あたりの心空子放出量を示す単位だ。

　メリナは表示されたモニターに視線を滑すべらせるが、探している名前は見つからない。

「どういうこと……？　銅宮クウゴの順位は？」

「くーご？　んと、あ、あった。すごい真ん中あたりだよ。放出量は五万ちょいだね」

「……噓うそでしょ？　あなた、クウゴに心空機士させたくないからって、データいじってないでしょうね」

　疑いをかけられたのが気に食わなかったらしく、ツグミが頰ほおを膨ふくらませる。

「それならもうちょっと時間かけてるよう」

　五万ＥＧ。ごく一いつ般ぱん的な数値だ。動かせても三連トライシステムが限界、といった程度の。

「五連ペンタシステムの作動には、最低でもあたし以上──一六万ＥＧは必要なはずなのに」

　それも身体からだから放出する心空子を一切無む駄だにせず、全て剣けんに送り込めて、だ。

　そんなことは不可能。熟練したメリナでも、己の心空子を八割までしか集約できない。才能だけで五連ペンタを動かすには、放出量二十万ＥＧはないと厳しいはずだ。

　二十万ＥＧ。人間の枠わくをはみ出した数値。常識で考えれば分かる。ビートガジェットを初めて手にした少年がその数値をたたき出すなど、最初からありえない話なのだ。

　しかし、メリナは自分の目で見た。クウゴがブレイドグラフィーの心空管を全て光らせるところを。ウッドストッカー戦だけではない。アームブローカー戦でだって、途と中ちゆうで作動しなくなったものの、初めは五本とも光っていた。

　あの現象と、この検査結果──どう結びつけたら良い？

　高校入学時の心空子放出量検査からは、まだ半年しか経たっていない。

　この短期間に、急激に心空子放出量が伸のびたとでも？

　だとしたらギルは、クウゴが五連ペンタシステムを使えることを本当に知らなかったのか？

「わああ、十二歳のメリナちゃんかわいいー。お人形さんみたい」

　メリナを思考の渦うずから立ち返らせたのは、そんなふやけた声だった。

　ツグミはいつの間にやら、メリナの検査結果ファイルを開いていたのである。

　ヴィクトルでも日本でも、心空子放出量検査は中学入学時と高校入学時に行われる。

　画面に映し出されていたのは、メリナが十二歳のときの写真と検査結果だった。

「こ、こら、何を見てるのよ！　さっさと閉じなさい！」

　空中のモニターを手でかき消そうとするメリナ。

「あれ、でもメリナちゃんの写真だけ、どうして制服じゃなく、病人服なの……？　それにこれって──」

　その検査結果には、短くこう記されていた。




『心空子放出量＝〇・五ＥＧ』




　メリナはとっさにハンプティ・ダンプティ後部にあるスイッチを押し、ガジェットを強制シャットダウンした。周囲に浮かんでいた画面が、一いつ斉せいに霧む消しようする。

「あー！　いきなり消したら故障しちゃうかもしれないんだよー？」

　ハンプティ・ダンプティを脱ぬいで振ふり返かえったツグミの肩かたを、メリナはきつく摑つかんだ。

「い、いた……。どうしたの、メリナちゃん」

「今のあたしの資料──見なかったことにしてくれる？」

「え。でも──」

「お願い」

「う、うん……」

　ツグミは豹ひよう変へんしたメリナに怯おびえたように頷き返す。

　だが、本当に怯え、動どう揺ようしているのはメリナの方だった。

　見られた、見られた、見られた──自分の秘密がばれた。自分の罪が暴あばかれた。

　こんなことになるなんて、思ってなかった。

　こんなことなら──クウゴの放出量なんか調べようとするんじゃなかった！

「……ツグミ。あたしはね、クウゴに心空機士を続けさせるつもりはないわ」

　震ふるえをおさえながら、メリナは低く、息を吐はくように言う。

「同時に、管律技師にさせるつもりもない」

「ど、どうして？」

　驚おどろきと不安に満ちた目で、ツグミが見つめてくる。メリナはぎりっと奥歯を嚙かんだ。

「心空管の功罪を誰よりも知っているからよ」

　こんなことは彼女に言うべきではない。分かっている。

　それでも、一度口を切った言葉は止まらなかった。

「管律技師の才能があるならなおさら、彼を管律技師にさせるわけにはいかない……！」

　大降りになった空を穿うがつ稲いな妻ずまが、窓の外を白く塗ぬりつぶした。




　ニトとの訓練を終えた後、クウゴはいそいそと自室に戻もどる。

「やっぱり、落ち込んだときは工作に限るよなあ」

　室内には、半分程度組み立てられた新作のスカイバイク。

　こっそりジャンク・パンク・アベニューに繰くり出だし、材料を調達してきたのだ。

　今日の天気は大降り。昨日のうちに材料を揃そろえておいて正解だった。

　工具セットからドライバーを取り出し、ペダル部分のねじを巻き締しめる。作業をしていると無心になれる。嫌いやなことを忘れて没ぼつ頭とうできる。没頭でき──

「……ダメだ。全然集中できない！」

　クウゴはドライバーと身体をベッドに投げ出した。

　何をしていても思い出すのは、メリナからぶつけられた辛しん辣らつな言葉だ。

　ツグミの指し摘てきも深く胸にささっている。大ダイ輪リンに来てからというもの、ガジェット作りに使っている時間は戦せん闘とう訓練の半分にも満たない。

　これではバイクの完成もしばらく先、ましてレトロアクタを作るなんて夢のまた夢──

「……そうだ。レトロアクタ！」

　ここのところのバタバタで、肝かん心じんなことを忘れていた！

《黒死の悪夢》によって崩ほう壊かいした、父の研究所。あそこを整理したのは、研究費の一部を負担していた心空機士団アルハンガム支部だった。

　そしてツグミがハンプティ・ダンプティで調べた情報によれば。

　ギル団長は《黒死の悪夢》が起きたとき、アルハンガム支部にいた。

　ならばレトロアクタについても、何か知っているかもしれない。

　クウゴは掛かけ時計を確認する。午後八時。この時間ならまだギルは団長室にいるだろう。

　思い立ったらじっとしていられなかった。

　善は急げ、だ。さっそくクウゴは、機構戦略室の隣となりにある団長室へ向かった。

　重そうな扉とびらをノックをすると「どうぞ」という返事がある。

　開くと、室内にはたくさんの観葉植物が置かれ、内ない壁へきにも蔦つたがはっていた。濃こい緑にまみれた部屋。カーペットや椅い子すのビロードは赤く、二色のコントラストが激しい。

「クウゴ君じゃないですか。珍めずらしいですね、団長室までやってくるなんて」

　部屋の主人は、机に山積みになった書類から顔を上げる。

「突とつ然ぜんですみません。ギル団長。出直した方がいいですか？」

「いえいえ、構いませんよ。どうぞこちらへ」

　忙いそがしそうな雰ふん囲い気きに訪ねなおそうと思ったが、ギルは応接用の椅い子すを引き、そこへ腰こし掛かけるよう促うながす。

「今ね、九国合同で実施されている特級昇しよう格かく試験の、経過報告を読んでいたんですよ」

「特級昇格試験？　てことは九国の一級機士がみんな集まっているわけですか」

　ギルは頷うなずく。現在、世界は九つの大国を中心に動いている。

　旧欧おう州しゆうで構成されたヴィクトル、北米大陸を治めるワシンティア、南米大陸に鎮ちん座ざするフラム・インカ、アフリカ大陸の支配者たるアファレンシス、オーストラリア大陸を統治するフリンダーズ、ユーラシア大陸北部を牛ぎゆう耳じるレイヴァーン帝てい国こく、中ちゆう華か圏けんを統一した央華民国、旧インドを中心としたクリシュナータ、そして──日本。

「大ダイ輪リンからも三人の機士が、飛空艇ていコルヴァズに乗って会場の香ホン港コンに行っています。訓練も兼かねて二十日間ほど。彼らが戻ってきたらまた紹しよう介かいしますよ」

「へえ、どんな人達なんだろ……。あれ、そういえばニトも一級でしたよね？」

「ニト君はこのあいだ一級に上がったばかりですから、今回はおあずけです。あの子の場合、戦力的には特級でも何らおかしくはないのですがね」

　ギルはアイスコーヒー入りのカップをテーブルに置くと、自らも腰掛けた。

「で、今日は何のご用です？」

「あの……、団長はアルハンガム支部にいたことがあるんですよね」

　クウゴはためらいがちに訊たずねた。

「あー、ツグミ君にバラされたんでしたっけ。もう三年前ですが、ええ。いましたよ」

「……レトロアクタという心空管について、聞いたことはありませんか？」

　ギルは眉まゆをぴくりと動かし、コーヒーにミルクを注ぐ手を止める。

「……驚きましたね。その名が出てくるとは思いませんでした」

「俺、小さかったころはアルハンガムにいたんです。父、それに母は管律技師でした」

　さらなる興味をかきたてられたように、ギルの目が輝かがやいた。

「もしやクウゴ君のご両親は、銅宮イツキ博士と、クイナ教授ですか」

「ご存じですか？」

「もちろんです。有能な管律技師でしたからね。若くしてお亡なくなりになられたのが残念でなりません。そうですか。名字が同じだとは思っていたのです。ご両親でしたか」

　レトロアクタについても知っていそうな雰囲気だ。クウゴは俄が然ぜん前のめりになる。

「《黒死の悪夢》のあと、父と母の研究資料、それにレトロアクタの残ざん骸がいはアルハンガム支部が回収したと聞いてます。俺は、その研究の詳しよう細さいが知りたいんです」

「……それを知ってどうします？」

「引ひき継つぎます。管律技師になって、父と母の研究を」

　クウゴはギルと真しん剣けんな顔を突つき合わせた。

「貴方あなたが管律技師を目指す理由、というわけですか」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、こちらの本気が伝わったのか、ギルはふっと微笑ほほえんだ。だが、返ってきたのは期待したような情報ではなかった。

「残念ながら、私もレトロアクタという名めい称しよう程度しか知りません。が、既き存そんの心空子理論を真っ向から否定するものとされ、一部では悪あく魔まの研究ともささやかれていたようですね」

「悪魔の研究……。ギル団長もそう思われているんですか」

　クウゴにとっては心外な噂うわさだ。ギルはおどけるように肩をすくめた。

「僻ひがみじゃないですか？　無能な人間ほど、有能な人間を貶おとしめたがりますから。銅宮博士には敵も多かったことでしょう。ま、味方も大勢いましたけどね。そういえば、アルハンガム支部のメンバーも研究に協力していましたよ」

「レノンのことですよね。団長はレノンとは──」

「あの男のことは思い出したくないですね。険悪で、常時いがみ合ってましたから」

　ギルは名前を聞きたくもない、といった様子で顔をしかめる。

「そうなんですか。意外です。団長はあまり熱くならなそうなのに」

「若気の至りというやつですかね。写真、見ます？」

　ギルは、手を伸ばして棚たなから写真立てをとった。フレームの中には、六人の男女。

　おそらくは《心聖機士ビートパラデイン》の称しよう号ごうを持つ六人。

　みな十代後半から二十代半ばくらいの年ねん齢れいで、レノン、そしてギルと思おぼしき姿もある。

「確かに団長、今とは全然違ちがいますね！」

　ギルの髪かみは緑ではなく金色、片眼鏡はなく、ジャケットもシンプルだ。昔の方が洗練されてセンス良く見える。なぜ今ほど派手になってしまったのか残念に思うくらいだ。

「私はレノンの有能さに嫉しつ妬としていたんでしょうね。お互たがいビートガジェットを持ち出して、決けつ闘とうまがいのことまでしていました。今となっては懐なつかしい思い出です」

　ギルは胸元から懐かい中ちゆう時計を取り出すと、文字盤ばんの『Ⅵ』の上に搭とう載さいされた心空管を慈いつくしむように触さわった。

「これは《時差管デイレイ》という心空管です。これをつけておくと、縛しばり付けるクロック・ロッカーの力が、時間の経過とともに強くなるんですよ。胸に残った後こう悔かいに似て、ね」

「後悔、ですか……」

「いまだに考えてしまうんですよ。あの日、多少の犠ぎ牲せいに目を瞑つぶって、手段を選ばずに行動できていれば──もっと被ひ害がいは抑おさえられたはずだと。そしてあのときバラバラになった六人の心聖機士ビートパラデインは、今もアルハンガムを守る守護機士であれたのではないか、とね……」

　時計を痛いほど強く握にぎりしめた青年の瞳ひとみに、どす黒い色が燻くすぶる。

　それは後悔と言うよりもむしろ、憎ぞう悪おに近い感情に見えた。

「団長……」

　あの《黒死の悪夢》で、機士にも大勢の死者が出た。また生き残った機士も、その多くが後こう遺い症しようやストレス障害を患わずらい、前線を退いたと聞く。

　日本の機士育成が遅おくれているのは、当時日本駐ちゆう在ざいだったヴィクトル人機士達が、人材の不足したアルハンガムへ回されたからでもあるのだ。

　ギルは浮うかべていた凄せい惨さんな表情を笑いで隠かくし、クロック・ロッカーをしまった。

「すみません。少し感傷に浸ひたりすぎましたね。私が言いたかったのは、当たり前に過ぎてしまう今を大切にしてほしいということです。君には類たぐいまれな才能があります。努力さえ怠おこたらなければ、さらに強くなることが出来るんですからね」

「才能……。本当に俺にはあるんでしょうか？」

　才能という言葉に、クウゴの気持ちは曇くもる。その変化はすぐにギルにも悟さとられた。

「怖こわくなりましたか？　機士を続けるのが」

「……いいえ。ただ俺は、前の討とう伐ばつでブレイドグラフィーを満足に使えませんでした。いつでも五本光らせられるわけじゃないみたいです。こんなので本当に、才能があるんだろうかって」

「なるほど。そんなことで悩なやんでいたわけですか」

　そう言って、ギルは勢いよく立ち上がった。クウゴはびくりと肩かたを震ふるわせる。まだ機士になって日も浅いのに弱音を吐はいてしまった。呆あきれられたかもしれない。

　うつむいて自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、眼前へ差し出されたのは一冊のノートだった。

「えっと……、これは？」

「迷えるクウゴ君へのプレゼントです」

　ギルが立ったのは、机からこのノートを取り出すためだったらしい。

　クウゴがぼろぼろの表紙をめくると、中にはびっしりと手書きの文字が記されていた。

「先代使用者が書いた、ブレイドグラフィーの使い方ですよ。ヴィクトル語なので渡わたしませんでしたが、アルハンガムにいたことがあるのなら読めるでしょう？」

　筆記体にはクセがあるものの、決して読めなくはない。

　確かにこれがあれば、手て探さぐりだったブレイドグラフィーの扱あつかい方があっさり分かるかもしれない。クウゴが今、まさに必要としていたものだ。

「すぐにブレイドグラフィーを使いこなせとは言いません。ただ、いつまでも無能を晒さらすようであれば、私は見限りますよ。君のことも、御お樹き根ね島じまもね」

　優しかったギルの声に、ひやりとした冷気が混じりこんだ。

　これは脅おどしではない、とクウゴは思った。

　団長としてのギルグリン、その根底にあるものは徹てつ底ていした効率主義だ。

　人間を有能、無能で区別し、行動を有効、無む駄だで判断する。
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　それが《黒死の悪夢》を生いき抜ぬいた男の処世術、揺ゆるぎない信念なのだと分かった。

「レトロアクタについてはカナエ君にも調べてもらうようお願いしておきましょう。機士団が回収したのであれば、ウルカヌスで保管されているかもしれませんしね」

　父と母の研究について、糸口が見えたのだ。こんなところで立ち止まってはいられない。

　クウゴは椅い子すから腰こしを上げて、深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。俺は俺で、五連ペンタシステムを使いこなせるよう努力します」

「ええ、期待していますよ」

「じゃあ、あまりお邪じや魔ましても悪いので、俺はこれで」

　団長室を退出しようとして、ふと思い出したことがあった。

「そうだ。ついでに訊ききたいんですけど、アルハンガム支部の中に、ガジェットとか、心空管を作るのが上手い人っていませんでした？」

　我ながら唐とう突とつな質問だと思ったが、ギルは首をかしげることもなく答えてくれる。

「多分、ハリスじゃないですか？」

「ハリス？」

　ギルは片付けようとしていた写真をもう一度クウゴに向け、そこにうつった六人のうちの一人、オールバックで眼帯をつけた、生き真ま面じ目めそうな男を指差す。

「心聖機士ビートパラデインハリス・ロングシアー。機士団史上最高の狙撃手スナイパーと呼ばれている男で、ビートガジェット《ボルトロード》の使い手。隻せき眼がんで距きよ離り感かんが摑つかみにくいはずなのですが、彼が弾たまを外すところは見たことがありません。彼とも知り合いですか？」

「ええと、別にそういうわけじゃ……。今もアルハンガム支部に？」

「いえ。《黒死の悪夢》後に現役を退き、今はロンドンの心空機士養成所で教官をしています。最近の彼を知りたければ、私よりメリナ君に訊きいた方がいいかもしれませんね」

　意外な名前が出てきて、クウゴは驚おどろく。

「どうしてです？」

「ハリスは彼女の師ですからね。連れん絡らく先さきも知っていると思いますよ」

「うーん……。メリナかあ……。最近あんまりしゃべれてないんですよね……」

　気が乗らなかった。教室では前後の席に座っているが、アームブローカー討伐の夜から何となく気まずい雰ふん囲い気きなのである。

「クウゴ君はメリナ君のこと、苦手ですか。まあ、無理もないですかね。あの子はヴィクトルでは『ダイヤモンドの絶ぜつ壁ぺき』と呼ばれていたらしいですから」

「ダイヤモンドの、絶壁？」

「綺き麗れいですが、硬こう度どが高すぎて誰だれも切り出せないという意味です。言いい得えて妙みようでしょ？　でも、ダイヤモンドは衝しよう撃げきに弱いから、ハンマーで叩たたけばすぐ砕くだけるんですけどね」




　放課後のシミュレーション・ルーム。ニトとの戦せん闘とう訓練開始から一時間。

「今日こそは、そのポケットから手を出させてやるからな」

　クウゴは息を整えながら、ブレイドグラフィーを正面に構える。

　対するニトはジャージのポケットに手をつっこんだまま仁王立ち。

　いつもの自然体で、構えらしい構えもない。

「なかなか躍やく動どう的な、良い動きになってきてるっスよ、先せん輩ぱい」

　クウゴは靴くつの裏をこすり、じりじりと距きよ離りを詰つめる。

「りゃあ！」

　剣けんの間合いに入った瞬しゆん間かん。クウゴは左足を前に出すと同時に、剣をニトへ突き入れる。最も初動が見えづらく、かわしにくい技だ。

「突く前に剣けん先さきが動いてるっス」

　それでも当然の如ごとく読まれており、ニトはぐん、と膝ひざを曲げて回かい避ひ。クウゴに足あし払ばらいを入れようと脚あしをフロアに滑すべらす。

「させるか！」

　クウゴもここまでは折り込み済み。足を払はらわれる前にジャンプ、屈かがんだ少女を飛びこえごろんと床ゆかを転がると、斜ななめに剣を振ふりおろす。

「惜おしいっス」

　ニトはその攻こう撃げきをくぐるようにして避よけながら体を起こす。

　──ここだ！

　クウゴはブレイドグラフィーに意識を集中し、心空管を光らせた。五つ全てではなく、手元に近い二つを。

　歯車が高速で回転し、突とつ如じよ、剣けん先さきが動きを変えた。地面に突つき刺ささるはずだった剣けんは、まるで自分の意志を持っているかのようにニトの方へと向かう。

　ノートに記されていた技の一つ《ベクトルシフト》。

　運動エネルギーを変換、ブレイドグラフィーの軌き道どうをスムーズに変化させる技だ。

　ニトにとっては見たことのない剣筋。当然、読みようがない。

「もらった！」

　ギイン、とシミュレーション・ルームに金属音が響ひびいた。

　ジャージの胸元から半分だけ顔を出した赤しやく銅どう色いろのトンファーが、ブレイドグラフィーを受けとめたのである。避けられないと思ったニトが、とっさに龍ロン虎フー棍ガンを取り出したのだ。

　つまりは──ついにニトの手が、ポケットから出た。

「いやったー！」

　課題達成だ。嬉うれしさのあまり、ごろんと寝ね転ころんで剣を天井に突つきあげる。

　ニトは成長した子供を見るように目を細める。

「第一課題クリアっスね。おめでとうございまっス。なかなか面白い攻撃で、さすがに予想できなかったっスよ」

　ニトはトンファーをしまい、端はしにおいてあったタオルを投げてきた。

「ふっふっふ。こないだ団長から秘伝の書を授さずかったんだ。で、ブレイドグラフィーって持ち主の放出量に合わせてシステムチェンジが出来るんだよ。まだ五連ペンタシステムは使いこなせないから、意識して二連デユオシステムに切きり替かえたのさ」

　ブレイドグラフィーに備わった五本の心空管には、一つ一つ異なる役割がある。

　加工した心空子で邪じや禍かの再生を阻そ害がいする《歪曲管デイストーシヨン》。

　数ある心空管の中で最も繊せん細さい、メガアンプや心空子バッテリーから出る定格化されたエネルギーでは動かすことが出来ない、言わばビートガジェットの核かくだ。

　運動エネルギーの向きや力を変化させる《物理管フランジヤー》。先ほどの《ベクトルシフト》のような、物理法則を無視した動きを可能にするのがこの心空管。

　さらに、持ち主の肉体を強化して剣を振る力やグリップ力を高める《強化管エンハンサー》。

　剣に薄うすい心空子の刃はを作り、切れ味を各段に向上させる《固形管フエイザー》。

　剣に纏まとわせた心空子の刃を振った方向へ放ち、遠えん距きよ離り攻こう撃げきを可能とする《残響管リヴアーブ》。

　ブレイドグラフィーの表面には心空管同士をつなぐ複雑な回路が編まれており、各心空管の働きを一言に集約することは出来ない。だが、裏を返せば一つだけで機能させたとしても、単純な効果ならば得られるということでもある。

　今回クウゴが光らせた心空管は、《歪曲管デイストーシヨン》と《物理管フランジヤー》の二つだ。

「運動エネルギーを相殺する《アンチグラム》や、奥義《歯車の累乗剣ギア・フアクトリア》は二連デユオシステムじゃ使えないけど、《ベクトルシフト》ならいつでも発動出来るぜ！」

「……それって宝の持もち腐ぐされでは？　五本中三本も遊ばせてるってことじゃないっスか」

「うっ」

　自分でも気づいていたことを指し摘てきされてしまった。ごほんとわざとらしく咳せきをする。

「そ、それはともかく……。最後の攻撃、ブレイドグラフィーの特性を使っちゃったけど、マズくなかった？　卑ひ怯きようかなとは思ったんだけど」

　おずおず訊たずねると、ニトはにっこりと笑う。

「いいえ、それこそ思おも惑わく通りっスよ」

「え？　どういうこと？」

「この戦闘シミュレーションは創意工夫を促うながす訓練でもあるっス。考えながら戦う。これが邪禍との戦いの基本っスからね。クウゴ先輩が剣の特性を利用したのは正解なんスよ」

「そうか。それなら安心した」

　ほっと息をついたクウゴを責めるように、ニトがずいと前に乗り出す。

「というかクウゴ先輩。ブレイドグラフィーの特性なしにクリアしようとしてたんスか？　その方が驚きっスよ。この課題にいったい何年かけるつもりだったんスか」

「はは……」

　ぽりぽりと頭をかく。そういえば課題を始める前に『どんな卑怯な手を使ってもいい』と言われていたのだった。

「しかし、クリアした今だから言うけど、いきなりこんな課題からで良かったのか？」

「どういう意味っス？」

「ほら、戦いながらいろいろ指導してくれてたけど、最初は型とかそういうので学んだ方が良かったんじゃないかなと」

　ニトは得心がいったように頷うなずいて、謎なぞ解ときをする探たん偵ていよろしく顎あごに指を当てた。

「それをしちゃうと、攻撃が小さくまとまっちゃう人が多いんスよ。そして、そういうキレイな技が土ど壇たん場ばで出来る人は少ない。邪禍との戦いはスポーツではないっスからね」

　スポーツではない──確かにその通りだ。

　クウゴは剣の特性を利用してクリアすることに抵てい抗こうを覚えたが、そんな発想自体間ま違ちがっているのかもしれない。邪禍との戦いは勝負ではない。討とう伐ばつだ。

「それに型は言葉通り、人を型にはめてしまうんスよ。それが先輩に合えばいいスけど、そうじゃなかったら変な癖くせがつくし。だからニトは先輩の動きがどうすれば最適化されるか見み極きわめて、そういう攻撃をするよう誘ゆう導どうしてたんスよ。『クウゴ先輩だけの型』を作りあげる。そんな目的もこの訓練にはあったんス」

「えっ、マジで？」

　少女は小さな指をおりながら数える。

「正面に構えての振りおろし、右みぎ肩かたに担かついでからの袈け裟さ斬ぎり、真横からの胴どう斬ぎり、地面すれすれを滑らせての斬きり上げ、左足を踏ふみ込んでの突き。細かくいえばもう少しバリエーションあるっスけど、よく使う攻撃はこの五つに集約されたんじゃないっスか？」

　自分の動きを思い返してみる。

　……本当だ。後こう輩はいの鮮あざやかとでもいうべき指導能力に、クウゴは舌を巻いた。

「改めてスゴいな、ニト」

「そう真顔で言われると照れるっス。ま、人に訓練つけるのはニトにとっても趣しゆ味みみたいなモンっスから」

　てへっ、とニトは頭をかく。

「ニトって運動神経抜ばつ群ぐんだけど、心空機士団に入る前は何かスポーツしてたのか？」

「いろいろしてたっスけど、部活には助っ人で参加することの方が多かったっスね。試合だけに出てもチームの底上げにならないんで、練習メニューを考えてあげるんスよ」

　クウゴはその熱意にますます感心した。

「すごいな。なにがニトをそこまでさせるんだ？」

「筋肉っスよ」

「は？」

　即そく答とうされた答えの意味が理解できず、聞き返してしまう。

「ニトは人を育てるのが好きなわけじゃなく、筋肉を育てるのが好きなんスよ」

「……ごめん、なに言ってるか分からない」

「ニトは生まれつき筋肉が大好きなんスよ。だから子供のころからスポーツ番組ばかり見てて、気がついたら自分でもやるようになってたんスよね」

　タオルで顔を拭ふきながらしみじみ語る。

「競技中は躍やく動どうする筋肉が間近で見れますし、自分が上手くなればなるほど大会でも上に行けて、質の高い筋肉を拝めるんスよ。そう考えると、練習も苦じゃなかったっス」

　自分では良い話をしているつもりらしいのだが、動機がどうにも不純である。

「でも、ある日気づいてしまったんスよ」

　ニトは、フッと悟さとりを開ひらいたような表情になった。

「いくら筋肉を追いかけ、求愛したところで、筋肉と結けつ婚こんすることは出来ないって……」

「あ、当たり前だあー！」

　思わず上半身を起こして、突とつ拍ぴよう子しもない願望に突っ込んだ。

　いや、かなり前半の方からおかしな話だったのだが、最後は特にひどい。

　天才と変人は紙かみ一ひと重えだと言うが、その実例をまざまざと見せつけられた思いだ。

「そして同時に、ニトはこうも思ったんス。これだけ愛しても振りむいてくれないなら、自分で自分好みの筋肉を作ってしまえばいいんだって」

「え、なにそのマッド・サイエンティスト的な発想!?」

「ちょっとよろしいっスか」

　ニトは薄うす気き味みの悪い笑みを浮うかべたかと思うと、クウゴに馬のりになり、その肩かたを押して上半身を床ゆかに押し戻もどした。

「な、なにするんだ！」

「先せん輩ぱい……。ニトは先輩の筋肉がどのくらい育ったか確かめたくて仕方がないんスよ。この二週間、ニトがどれだけ我が慢まんしていたことか。もうムラムラしっぱなしっスよ。ムラおこしが出来るレベルっスよ。さあ、その熟うれかけの筋肉をニトに見せるっス！」

　常じよう軌きを逸いつした眼めの輝かがやきに、クウゴは身の危険を感じる。

「たった二週間で成長するか！　そ、そんなに筋肉が好きならギル団長のでも見せてもらえばいいだろ！　あっちの方が絶対熟れてるぞ！」

「分かってないっスねえ。ニトは完成品には興味ないんスよ。団長の筋肉は成熟しきって面白くないっス。知らないんスか？　完かん璧ぺきなものに芸術はやどらないんスよ？」

　ニトはクウゴの着用しているシャツに手をかける。

「やめろー！」

　クウゴは両手でニトを押し返そうとするが、少女の身体からだはびくともしない。

「ふっ。その乳酸のたまりきった身体で、逃にげられるとでも思ってるんスか」

「ハッ、ハメたな！」

　ぺろりと下した唇くちびるをなめる舌は、獲え物ものを捕とらえた蛇へびのそれだ。

「いいじゃないっスかぁ、減るもんじゃなし。可愛かわいい後輩のため、文字通り一ひと肌はだ脱ぬいでくださいよ。未発達で未成熟な筋肉がニトは大好物なんスから……」

「ロリコンのオヤジみたいなこと言うなぁ！」

　じたばたもがくと、ニトはボタンを外す手を止め、ふうとため息をついた。

「聞き分けがないっスねえ。分かりました。じゃあ代わりにニトの胸筋もお見せします。それでいいでしょう？　おあいこっスから」

「え？」

　ニトはそう言うと、ジャージのジッパーをゆっくり下ろす。中は紺こんのキャミソール一枚。肌はだ色いろの谷間の前で、薄い生地が頼たよりなく揺ゆれる。

「胸筋って、それはつまりおっぱ──」

　ウィーン。

　シミュレーション・ルームとラウンジを繫つなぐ自動扉とびらが開いた。

「あー、メリナ先輩。低いところから失礼するっス」

　ニトが先輩へ、何事もないかのように快活な挨あい拶さつをする。

　メリナは密着している二人の姿を放心したように見つめたあと、無表情で銃じゆうを抜ぬき、クウゴめがけて撃うち放った。

「ぶへっ！」

　弾だん丸がんは見事顔面に直ちよく撃げきし、クウゴはじんじんする鼻をおさえ抗こう議ぎする。

「何で撃つんだよ！」

「いやらしいことをしてるからよ！　ニトから戦せん闘とう訓練を受けてるって聞いてたのに！」

「事情を説明させてくれ！　ていうかまずよく状じよう況きようを確かく認にんしてくれ！　押し倒たおされているのはむしろ俺の方だ！」

「責任転てん嫁かするつもり？　あなたみたいな人がいるから、子供の不始末は親のせいなんて言われるのよ！　十二歳を過ぎたら自己責任！　成人年ねん齢れいはもっと引き下げるべき！」

「まあまあ落ち着いてください、メリナ先輩」

　謎なぞの主張をわめきながら銃じゆう口こうを向けるメリナに、ニトがあやすように声をかける。

「かわいそうっスよ。これはニトがクウゴ先輩を無理やり襲おそってる図式っス。あくまでクウゴ先輩はいたいけな被ひ害がい者しやなんスから。ねー、先輩」

　クウゴの胸に頰ほおをくっつけるニト。

「あははは……」

　空笑いする。説明を受けたメリナはようやく怒いかりを鎮しずめたようだが、その分、送られてくる視線が冷れい房ぼうのように冷たい。

「ニト、その筋肉フェチどうにかならないの？　なんでこんなヤツの筋肉を見たいのか理解できないけど、やるならせめて人目につかないところでやってよね」

「努力はしてみるっス。──ところでメリナ先輩。ニト、今けっこうスゴいことに気付いてしまったんスけど、言ってもいいっスか」

「何よ？」

「この角度からだと、先輩のパンツが丸見えっス」

「バッ、バカッ、なんでこのタイミングでバラすんだ!?」

　寝ね転ころがったクウゴにも、スカートの中身は見えていた。

　だが、当人に教えなかったのは悪意からではない。ちゃんとした理由があったのだ。

　真っ赤になったメリナは内うち股またになり、スカートの裾すそをぎゅっと摑つかむ。そして憤ふん激げきに燃えあがった眼でクウゴを射抜く。

「なんで、なんで黙だまってたの……」

「はは、言ったら絶対撃たれると思って」

　メリナは無言で心空管を差さし替かえ、トリガロードを構えなおす。銃の形状が自動的に変わる。短機関銃サブマシンガン型の《トリガロード・ヘイルマシンガン》だ。

「メ、メリナさん？　いったん落ち着こう、ね？」

「言おうが言うまいが、どっちにしろ撃つわよ！　あなたみたいな人は死、あるのみ！」

　激しい自動掃そう射しやが始まり、クウゴは無数の青白い弾だん道どうをまぶたに焼き付けた。




　その日の夜。全身には筋肉痛とは別の、ひりひりとした痛みが残っていた。

「理り不ふ尽じんだ……」

　寮りようの自室でクウゴはぼやく。

　あれは事故。不ふ可か抗こう力りよくだ。申しん告こくしなかったのも正当防衛だ。

　そもそも、責められるべきはニトじゃないのか？

　彼女に押し倒されなければ、あんなことにはならなかったのに。

　考えれば考えるほどムカムカしてくる。

　やはりこういう時は、ガジェット作りでストレス解消だ。

　新型スカイバイクの完成は目前。すでに大おお枠わくは出来上がり、あとは二つの心空管を繫ぐ配線をどうするか、というところまで来ている。

「いよし、バルコニーに持って出て、導線を一気に繫げちゃおっかな！」

　心空エネルギーを通すケーブル、それに心空管付きのはんだごてを袋ふくろに入れ、バイクを押して自室を出た。

　ラウンジ隣となりのカフェテリアへ行き、鼻歌まじりに屋外に続く扉を開ける。

　バルコニーは建物から張り出した構造になっており、屋根がない。だが、窓から漏もれてくる光と、壁かべに設置された外灯、それに星と月の明かりで充じゆう分ぶんに作業できそうだ。

　ただ、もう十月に入っているため、風がほんの少し肌はだ寒ざむい。

　誰だれかが来ても邪じや魔まにならないように奥へ行こうとして、うっとクウゴは足を止めた。

　バルコニーに並べられたテーブルと椅い子す。背もたれからひょっこり出た、銀の後うしろ髪がみ。

　……どう見てもメリナだ。

　気まずいやりとりの直後、しかも心空機士と管律技師の両立を快く思っていない彼女である。スカイバイクを押して歩いていたら、何を言われるか分かったものではない。

　引き返そう。そう思って後ずさった瞬しゆん間かんだった。

「まだそんなもの作ってたの？」

　メリナが振ふり返かえりもせずに言った。クウゴの存在だけでなく、スカイバイクを運んでいることにも気づいていたようだ。後ろに目でもあるのだろうか。

「俺の勝手だろ。機士の訓練もちゃんとこなしてる。ニトの課題だってクリアしたしな！」

　こうなれば意地でもここで作業してやる。

　スカイバイクをそばまで持って行くと、メリナも作業をしている最中だった。

　テーブルには滑すべり止どめのマットが敷しかれ、その上にガジェットの部品が並べられている。それはどうやら分解されたトリガロードのようだ。

　彼女は部品一つ一つにスプレーを吹ふきつけ、布で綺き麗れいに拭き取る。

　どうやら分解清掃オーバーホールの最中らしい。どうしてバルコニーで作業しているかも分かった。

　つんとするスプレーの臭においを自室にこもらせたくなかったのだろう。

「トリガロード、大事にしてるんだな」

　その作業に興味をひかれたクウゴは、メリナの正面に座って見学させてもらう。

「あくまでただの定期メンテナンス。心空子の付着は目に見えないけれど、放ほうっておくと弾道が狂くるったり、変形に支障が出たりして危ないのよ」

「でも、その銃は相棒みたいなもんだろ。メンテも手慣れてるし、長く使ってきたみたいだし」

　メリナは不ふ機き嫌げんそうに、拭いていた部品をテーブルに置いた。

「ガジェットが相棒？　ありえない。あたしは心空管もガジェットも大だい嫌きらいなんだから」

「え？　でもそれにしちゃあ、ブレイドグラフィーには妙みようにこだわってたじゃないか」

「なによ、あたしを笑いたいわけ？　必死に頑がん張ばっちゃってるくせに、心空機士を目指してもいない自分にブレイドグラフィーとられちゃって、ざまあないなと」

　クウゴはがしがしと頭を搔かく。

「あのな、俺はただ、思い入れの深いガジェットだってあるだろって訊たずねたかっただけ。だってこの世に、心空管ほど夢の詰つまったものはないんだからさ」

「夢……、ね」

　繰くり返すメリナの声は、どこか頼りなかった。心ここにあらず、という面おも持もちだ。

「そう、夢だよ。心空管が発明されたおかげで、人間は笑顔を取とり戻したんだ。そしてこれからも新しいガジェットが作られて、人を幸せにしていくんだ。まあ、俺も将来的にはその一いち翼よくを担になうわけだけれど」

「……楽観的なあなたには、夢というものが光のように見えているんでしょうね」

　清掃の終わった部品を組み直しながら、メリナはぼそりと呟つぶやく。

「お前には、どういう風に見えているんだ？」

「……夢は、炎ほのおよ」

　そう口にする彼女は、なぜかしゅんとして小さく見えた。

「遠くから見れば光と同じ。けれど、近づこうとすれば燃やされ、灰にされてしまう」

「メリナ……」

　あまりに悲観的な言葉だった。

　その考え方に従えば、メリナには夢がなく、これからも持たないということになる。

　そんな風に生きてて楽しいのか？　クウゴには想像もつかない人生観だった。

「お前って、なにか思おもい詰めてることでもあるのか？　俺でいいなら話聞くけど」

　元通りになったトリガロードの照準を覗のぞきながら、メリナは卑ひ屈くつに笑った。

「お断り。あたしは味方なんかいらない。ヴィクトルにいた時からあたしはひとりだし、この日本でも誰にも力を借りる気はないわ。ましてあなたの力なんて、ね」

　──こっちは気き遣づかって言ってやったのに。

　意地っ張りもここまでだと、呆あきれを通とおり越こしてあっぱれに思えてくる。

　クウゴはふと、前から疑問だったことを訊ねてみることにした。

「そういや、お前ってどうして日本に来たんだ？　自分で希望でもしないと、ヴィクトルからこっちに来たりはしないだろ」

　それに、メリナは日本語が流りゆう暢ちようすぎる。一年過ごしたくらいで身につくものではない。もっと前から、勉強していたのではないかという気がする。

「言わなかったっけ？　あたし、母が日本人なのよ」

「やっぱり。なんとなく顔立ちでそうかなと思ってたけど」

「それに──会いたい人がいたから」

　言ったあと、彼女は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「といっても、名前も知らないんだけれどね」

「じゃあ、どうやって会うんだ？　アドレスか住所でも知ってるのか？」

「……どのみち、最初から見つけられると思ってないし」

「あ、そう」

　銃の調整に満足したらしく、メリナはトリガロードをホルスターにしまって立ち上がった。クウゴに背を向け、思い出したように言う。

「でも、もしその人に会えたなら、訊きいてみたいことがあるの」

「なにを？」

「……あなたはこの世界に、一つでも希望を見いだせていますか、って」

　そう残して去り行く彼女の後ろ姿は、ひどく寂さびしそうだった。

「……はんだづけするか」

　心空管に心空子を流し、はんだごての先せん端たんを熱しながら呟つぶやく。

「会いたい人、ねえ──」

　その人に対してなら、彼女はもう少し素直な態度をとるのだろうか。

　想像してみようとしたのだが、思い浮うかぶ彼女の表情は、どれもしっくりこなかった。




　翌日。ニトの第一課題をクリアしたご褒ほう美びに、クウゴは訓練のお休みをもらっていた。

「くーご。今日も特訓ある？」

　放課後の教室でだらけきっていると、いそいそとツグミが近寄ってきた。

「いや、空いてるけど。どうした？」

「じゃじゃーん。実はツインランス最上階、高級ビュッフェの無料招待券があるのです」

　ツグミがポケットから、五枚セットになったチケットを取り出す。

「ビュッフェ？　それってつまり、おいしいものが食べ放題ってことか……？　行く以外の選せん択たく肢しがなくなったな」

「それまではどんな選択肢があったの？」

「……休みたい、面めん倒どうくさい、明日あしたでも良い？」

「聞くんじゃなかったなー。じゃあ、さっそく行こうよー。人気ですぐに席が埋うまっちゃうんだって。お腹なか、空いてるよね？」

「夕方に腹が空かない男子はいないぜ！」

　二人で教室を出ようとすると、クラスメイトから口笛をふかれた。

「お二人さん、デートですか？　あついねー」

「可愛かわいい女の子とのデートイベント……。アホクーゴにはもったいない」

「正規機士の地位だけでなく、ツグミちゃんまで……。なんという勝ち組！」

「うっせーぞ！　そんなんじゃねーから黙だまってろ！」

　振り返り怒ど鳴なると、からかってきた連中は「ひええー」と大げさに怯おびえてみせる。

　明らかに面白がっている反応に、クウゴは頭をかいた。

「くそっ、なんでここでの扱あつかいが島と同じようになってきてるんだ……。納なつ得とくできん」

「それはキャラの問題だと思うよー」

「あと、アホクーゴの呼び名を広めたのお前だろ!?　お前しか知らないんだし！」

「それも広めようと思って広まるものではないと思うよ……」

　高等部の校舎を出て、芝生しばふの生おい茂しげる敷しき地ち内を歩く。

　正面にはツインランス。太陽が傾かたむき、紅くれないに染まった双そう塔とうにはどこか哀あい愁しゆうが漂ただよう。

「そういえば前から気になってたんだけど、あの煙けむりって何なの？」

　ツグミがビルを取り囲む金の連れん筒づつ、その先から噴き出す白い煙けむりを指差す。

「ああ、あれは《心しん素そ》が出ているんだよ」

「心素？」

　聞き慣れない言葉だったらしく、小首をかしげるツグミ。

「んーとな、一から説明するか。まず心空子っていうのは、たくさんの粒つぶが集まって出来た《粒りゆう子し》なんだ。ふさになったブドウを想像したら分かりやすいかな」

　おいしそうに実ったブドウを想像してか、ツグミの唇くちびるが小さく開く。

「肝かん臓ぞうで作られ、俺達が無意識のうちに体外へ放出している心空子。それを心空管に通すのは、ブドウを地面に落っことすのに似ているんだ」

「クウゴ、食べ物を粗そ末まつにしちゃダメだよ」

「例えばの話だって……」

　子供の頃ころに父から聞いた説明なので、メッと叱しかられても困る。

「落とすと衝しよう撃げきでブドウはバラバラになる。一ひと粒つぶだけになるものもあれば、軸じくが折れ、数粒が一緒にまとまったものもある。一粒のものも、何粒かまとまったものも、バラバラになった心空子はひとくくりに《心素》って呼ばれるんだ」

　ツグミは眼鏡めがねの奥に難しそうな顔を作る。

「んと、つまり《心空子》に衝撃を与あたえて、バラバラの《心素》に分解するのが《心空管》てことで……、いいんだよね？」

「そう。心素は心空管の種類により質量を様々なエネルギーに変え、そして消費される。ブドウがジュースや、ジャムや、ワインに変わり、口に入るように。でもそうやってエネルギーに出来るのは《一粒》にまで分解された心素だけなんだ。でも今の技術じゃ、ほとんどは何粒かにまとまった状態で出てきてしまう。そういう心素はそれ以上加工できない。エネルギーとして使えないから、ああやって排はい出しゆつ口から垂れ流すしかないんだ」

　心空子が本当にブドウのような大きさなら、何粒かまとまったものも手で一粒ずつにちぎればいい。しかし、心空子はミクロサイズだ。そんなに器用には分解できない。

　現在の心空管は、それこそ地面に叩たたきつけて無理矢理バラけさせるような、乱暴な構造になっている。心空子に内在する力、その九割を無む駄だにしていると言われるほどに。

　一粒にまで分解された心素は《活性心素》、何粒かにまとまった心素は《不活性心素》と分けて呼ばれることもあるが、一いつ般ぱん的にはどちらも《心素》と見なされる。

「分解されたばかりの心素は周囲の空気を冷やすから、高こう濃のう度どだと白い煙のように見えるのさ。霧きりやドライアイスで空気が白くなるのと同じ原理で」

　ほえーっと感心するツグミ。

「でもそれだけ高濃度で出ていると、身体からだに悪い、なんてことないのかな？」

　クウゴは笑って否定する。

「ないない。昔はエネルギーを生み出すときに、化石燃料を燃やして空気が汚よごれたりしてたらしいけど、心空子はすごくクリーンなエネルギーなんだぜ？　まあ、心のエネルギーって呼ばれるくらいだから、心素を浴びると他人の記き憶おくが垣かい間ま見みえるなんて話もあるけど。そういうのが母さんの専門分野だったしな。まあそれも有害って言えるほどじゃない」

「そっか。そうだよねー。ＶＯＲＭが発生する前に比べて、地球の環かん境きようはすごく良くなったって言うもんね。昔の水質や空気がどうだったかなんて、よく知らないけど」

「おいおい。まさかそれ、ＶＯＲＭのおかげだって言うんじゃないだろうな」

「ち、違ちがうよー。そういう側面もあるってだけ。人って、気をつけないと何でも自分中心で考えちゃうから」

　話しているうちに、機士団の敷地内と外を隔へだてる門を通り抜ぬけた。

　二人は信号を渡わたり、ツインランスの麓ふもと、中央広場に入る。

　人通りは少ないが、そろそろ帰宅するビジネスマンや学生が増え始める頃だ。

「あ、そうだ。悪いけど、ちょっとだけ寄り道してもいいか？　ツインランスのガジェット量りよう販はん店てんにさあ──」

　そこまで言うと、横から強く腕うでを摑つかまれた。ツグミの顔がいつになく強こわ張ばっている。

「な、なんだよ。寄り道くらい許してくれよ。十分あればいいからさ」

　ツグミは首を横に振ふり、空を指差す。

「見て、飛ひ空くう艇ていだよ」

　何かと思えば、だ。はああ、とクウゴはため息をつく。

「……あのなあ、俺も大ダイ輪リンに来て二週間だ。御樹根島にいたときとは違うんだぜ？　飛空艇が飛んでるのなんて、もう珍めずらしくもないっての」

「そうじゃなくて！　飛んでいる位置が低すぎない？　ツインランスに当たりそう！」

　ハッとして飛空艇に視線を移した。

　言われてみれば──確かにそうだ。

　次第に大きくなる飛空艇は、揺ゆれるように、小刻みに下降を続けていた。心空管による揚よう力りよく制せい御ぎよが上手く機能していないように見える。

　その時、いきなりパイプオルガンが鳴なり響ひびいた。邪禍発生を知らせる不気味な旋せん律りつだ。

「広場にいる皆みなさん！　速すみやかに屋内へ避ひ難なんしてください！」

　ソリッドジャケットを着た心空機士が、駆かけ抜けながら異常事態を叫さけび伝える。

　ツグミが、ひっと悲鳴をあげた。

「な、なにあれ。なんであんなものが飛空艇についてるの？」

　上空を見上げていた者は皆、それを目まの当たりにした。

　飛空艇にへばりついた、信じられないものを。

　全長四十メートル、フォーマルハウトの二倍はあろうかという大型旅客飛空艇の底部を覆おおい尽つくす、べったりとした黒い物体。

　それは──ジェル状のＶＯＲＭだった。邪禍と呼べるほど、形状は定まっていない。

　飛空艇は速度と高度を落としながら、大ダイ輪リンの頭上を旋せん回かいしている。

　傾かたむいた機体は明らかに、コントロールを失っていた。

「やばい……。墜おちるぞ！」

　飛空艇がツインランスを横切ろうとし──バアン、と金属の翼つばさがイーストランスの巨きよ大だい心空管をこするように破った。

「危ない！」

　大量のガラス片が広場へと落下する。クウゴはツグミを倒たおし、庇かばって覆い被かぶさる。

　地面に落ちたガラスが砕くだける音。クウゴの顔のそばにも破片が突つき刺ささる。姿見の鏡ほどもある大きな破片だ。あと少しでもずれていたら──背中にぞっと悪お寒かんが走る。

　ガラスの雨と入いれ替かわるようにして、広場に悲鳴が木霊こだました。

　血を流して呻うめく通行者達。ガラスは相当な広こう範はん囲いに降ったようだ。中には大おお怪け我がをした者──あるいは死者も出ているかもしれない。

　ズゥゥン。その叫きよう喚かんをさらに押しつぶすような重低音に、クウゴは再び空を見上げた。

　ツインランスに接せつ触しよくした飛空艇は、すぐそばに建ったビルの屋上に突っ込み、設置されていた飛空艇ポートを押しつぶしながら停止した。

　まともな着陸ではない。オフィスビルは陥かん没ぼつ、飛空艇は斜ななめの姿勢でぶら下がる。

　機体の半分近くがはみ出し、いつ地面へ落ちてもおかしくない状態だ。

「ありえない……どういう状じよう況きようだよ」

　飛行中の飛空艇を邪禍が襲おそうなど、聞いたことがない。

　鳴り止やまぬ警報のなか、広場に集まった下級機士達が、負傷者の救護を開始する。

「いちど基地へ戻ろ、くーご」

　先に我に返ったのはツグミだった。ずり落ちそうだった眼鏡を直して言う。

「あれが動き出したら、もっと大変なことになるかもしれないよ……」

「そう、だな……」

　いつまでも、ここでぼうっとしているわけにはいかない。

　自分もツグミも、心空機士団の一員なのだから。

　二人は頷うなずきあうと、急ぎ基地へと引き返した。




　機構戦略室の扉とびらを開くと、そこには大勢の心空機士が集まっていた。

　メリナやニト、ウルカヌスの研究員であるカナエの姿もある。

「ギル団長！　飛空艇は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　クウゴの問いかけに対し、ギルはいつになく張はり詰つめた口調で答える。

「今、飛空艇と回線が繫つながります」

　ザザザ──とスクリーンにノイズが生じ、額から出血した中年男性が映し出される。

「こちら、大ダイ輪リン─エカテリン間を往復する旅客飛空艇《ストリボーグ》。航行中に邪禍に襲われ、大ダイ輪リン市街に墜つい落らくした。邪禍はなおも飛空艇に張り付いている。至急救きゆう援えんを求む」

　エカテリンはユーラシア大陸北部に広がるレイヴァーン帝てい国こくの心空管特区ガジエツトシテイ。

　飛空艇の操縦士は日本人だった。

「私は心空機士団大ダイ輪リン支部のギルグリン・ミッドフォード。そちらの状況を詳くわしく聞かせてください。あの邪禍はどこから現れたのです？」

　操縦士の男性は表情を曇くもらせた。

「分からない。気づいた時にはもうコントロールを失っていた。不幸中の幸いは墜落前に《絶対防御管ノイズミユート》を作動させられたことだ。おかげで機体の損傷はほぼゼロ、邪禍の侵しん入にゆうも防げている。とはいえ、乗客には怪け我が人がいる。機体は今も揺れ続けて不安定だ。いつパニックが起きても不思議じゃない。一刻もはやく邪禍を排はい除じよし、救助していただきたい」

「《絶対防御管ノイズミユート》ってなんスか？」

　ニトの疑問にはメリナが答える。

「飛ひ空くう艇ていに備えられた緊きん急きゆう用の心空管よ。ニトの《紅蓮装衣グレンソウエ》は炎ほのおを防ぐでしょう？　あれは《防御管ノイズゲイト》を応用した《火炎防御管フレイムゲイト》の効果。《絶対防御管ノイズミユート》は《防御管ノイズゲイト》の強力版。機体に膜まくを張り、衝撃と侵入を遮しや断だんする。不時着に耐たえられたのも、《絶対防御管ノイズミユート》があったからね」

　ギルが飛空艇の操縦士に向けて言う。

「これから心空機士団が救援に向かいます。《絶対防御管ノイズミユート》がある限り、邪禍は飛空艇内に入ってこられません。乗客にはそう伝え、極力不安を感じさせないよう願います」

「了りよう解かいした。乗客百五名ともども、機士団の武運を祈いのっている」

　通信が途と絶だえる。クウゴは気合いを込め、右の掌てのひらと左の拳こぶしを合わせた。

「今すぐビルにのりこんで、飛空艇にとりついたＶＯＲＭをひっぺがしましょう！」

　意気込んで言ったが、ギルは──静かに首を横に振った。

「クウゴ君、早く救い出したいのは私も同じですが、今はまだその時ではありません」

「……どういうことですか？」

「飛空艇外部のＶＯＲＭ濃のう度どはＡです」

　機構戦略室にいた機士達が、一いつ斉せいにざわついた。

　ＶＯＲＭ濃度、Ａ。その意味はクウゴにも理解できた。

　ＶＯＲＭ濃度は邪禍の強さに直結する。

　御お樹き根ね島じまで遭そう遇ぐうした巨大なウッドストッカーでさえ、ＶＯＲＭ濃度はＢ。

　十名以上の機士で挑いどみ、やっと倒せたあの邪禍が、である。

「一級以上の機士が五人以上。それがＶＯＲＭ濃度Ａの邪禍と戦う最低条件。メリナ君、ニト君、私。上級機士三人で討とう伐ばつを試みるのは、リスクが大きすぎる。今、残りの一級機士は香港です。呼よび戻もどすにも時間がかかる」

「あ……」

　九国合同の特級昇しよう格かく試験。訓練も兼かねたそれは、まだ一週間の日程を残していた。

「当然、すでに央華民国には連れん絡らくを入れています。あと六時間もすれば、三人の上級機士が他国の機士達と救援に来るでしょう。邪禍の討伐に向かうのはそれからです」

　ギルの説明は、とても論理的だった。だが──

「《絶対防御管ノイズミユート》は、いつまで保もつの？　《絶対防御管ノイズミユート》にエネルギーを供給している、飛空艇の心空子バッテリーの残量は？」

　メリナの抱いだいた疑問に、ギルは沈ちん黙もくしか返さない。

「……ツグミ」

　メリナはハンプティ・ダンプティを装着しているツグミに訊たずねなおす。

「……計算すると《絶対防御管ノイズミユート》の心空子は、もってあと二時間だよ」

　飛空艇の制せい御ぎよ装置へハッキングしたツグミは、絶望に沈しずんだ声で答えを口にする。彼女の周囲を巡めぐる空中画面には、不安そうに席に座っている乗客達も映し出されていた。

「香港からの救援なんて間に合わない。意味ないじゃないですか！」

　歯ぎしりするクウゴを突き放はなすように、ギルは冷たく言い放つ。

「私も乗客を助けたい気持ちは同じです。しかし、気持ちだけで邪禍は倒せない。有能な部下達を無む駄だに死なせるわけにはいかないんですよ」

「──ギル団長。そこまで分かっていて言ったんですね。あの操縦士に、助けに行くと」

　クウゴは機構戦略室に集まった心空機士達を睨にらみつける。

「あんたらはそれでいいのか！　民間人を守るのが心空機士だろ！　濃度Ａの邪禍を倒すのが無理だからって、最初から諦あきらめて、精せい一いつ杯ぱいやったと言えるのかよ！」

　飛空艇内のカメラが捉とらえている乗客の映像を指差して、叫ぶ。

　機構戦略室に重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよう。誰だれも、何も答えない。一様に俯うつむき、ふがいない思いを嚙かみしめている表情だったが、行動を起こそうとする者はひとりもいない。

「彼らを責めるのは筋すじ違ちがいよ。濃度Ａの邪禍ともなると、下級機士が使う二連デユオシステムの銃じゆうじゃ、傷一つつけることができないんだから」

　メリナは静かに告げたあと、澱よどんだ空気を打ち破るように声を張り上げた。

「まずは現場の封ふう鎖さと監かん視しを第一優先。探査班は《ドット・アイ》で、上空からの飛空艇観察を続けて。通信班は引き続き、飛空艇との連絡がとれないか試して。渉しよう外がい班は救援隊の位置を逐ちく次じ確認。墜落エリアは完全に封鎖。マスコミの介入を許さないで」

「……了解です！」

　特級機士である彼女の指示を受け、ゆっくりとではあるが機構戦略室は動き出した。

「ツグミ、あなたはウルカヌスのデータベースにアクセスして。ウルカヌスにはこれまでに出現した邪禍の全記録が保管されているわ。今回の邪禍と類るい似じした前例があるはずよ」

「り、りょうかい」

　素人しろうと同然のクウゴにも分かるほど、メリナの命令は的確だった。

　しかし、こんな時にも冷静でいられる彼女の声が、ひどく不快なものに聞こえた。

　なんで……、どうして……、落ち着いていられるんだ？

　ギルの命令に従って、飛空艇に残された百人以上の人達を見殺しにするつもりなのか？

（……付き合ってられるかよ）

　クウゴは、慌あわただしくなった機構戦略室に背を向けた。

「どこに行くつもり？」

　見み咎とがめたメリナに呼び止められるが、振ふり返かえらない。

「決まってる。今すぐ、あの邪禍を倒しに行くんだ」

「あなた一人が行って、どうにかなると思ってるの？」

「……どうにかならなかったら行かないのかよ、お前は」

「心空機士は仕事であって、慈じ善ぜん事業じゃない。あなたが命をかける必要なんてないの。それとも、見ず知らずの他人のために死ぬのが、あなたの夢であり、望みなの？」

　子供をあしらうような言い方に激げき昂こうしたクウゴは、思わずメリナのジャケットを摑つかむ。

「お前は……、お前は心配じゃないのか！　大勢の人が死ぬかもしれないんだぞ！」

　メリナは目を丸くした後、泣くのを我が慢まんしたような表情でクウゴの手を払はらった。

「なら勝手にしなさいよ！」

「ああ、勝手にさせてもらう！」

　強く言い捨てると、クウゴは機構戦略室を飛び出した。

　ブレイドグラフィーは自室に置いてある。それを取って、墜落した飛空艇へ向かおう。

　勝ち目なんてやってみなければ分からないじゃないか。

　アルハンガムで体験した悪夢。あんな悲劇を、もう繰くり返させるわけにはいかない。

（俺がみんなを助けるんだ）

　そうだ。レノンがあのとき、自分を助けてくれたように。

　ブレイドグラフィーの入ったケースを拾い上げ、クウゴは部屋を出ようとした。

　だが扉を開けると、そこにはニトが待ち構えていた。

「クウゴ先せん輩ぱい、歯を食いしばってください」

　忠告に従うよりはやく、強きよう烈れつな痛みが頰ほおに突き刺さった。

　クウゴは吹ふっ飛とび、部屋に置いたスカイバイクに背中をぶつけた。

「何すんだよ！」

　ビンタではない。それはパンチだった。

「見み損そこないましたよ、先輩」

　殴なぐり足らないと言わんばかりに、依い然ぜんとして拳を握にぎりしめているニト。

「……メリナ先輩は、あの人は仲間を心配して、一人も犠ぎ牲せいが出ないようにって、そう考えてたんスよ。それなのにクウゴ先輩ときたら……、一人よがりも大たい概がいにしてほしいっス」

「……飛空艇の乗客を助けようとするのが、一人よがり？　機士団に犠牲が出なければ、一いつ般ぱん人は死んでもいいってことなのかよ？」

「もう一発殴られたいんスか？」

「暴力はだめだよ、ニトちゃん！」

　遅おくれて部屋へやってきたツグミが、クウゴを守るように間に入る。

「ニトだって、好きで殴ったわけじゃないっスよ」

　ニトはため息をつき、やっと拳を下ろした。

「クウゴ先輩ってなにげにメリナ先輩と似た者同士っスよね。そういうの、同族嫌けん悪おっていうんスか？」

　その突とつ拍ぴよう子しもない指し摘てきに、クウゴは驚おどろいた。

「噓うそだ。どこが似てるんだよ」

「似てるっスよ。責任感が強くて、何でもかんでもひとりでやろうとするところとか」

　やれやれと手を広げるニト。

「ただ、クウゴ先輩は本質的に楽観的でしょ？　心空管二本しか光らせられないのに、この状じよう況きようを打破できると思ってるんスから。逆にメリナ先輩は根本的に悲観的。だから行動が正反対に見える。……そんなんだから解わかり合えないのは分かるっスけど、せめて解り合う努力くらいしてくださいっス。全く、こんなこと後こう輩はいに言わせないでほしいっスよ」

　殴られた頰がじんじん痛み、頭は次第に冷えてきた。冷静になるにつれて、メリナにどれだけ酷ひどく、自分本位な言葉をぶつけたかも思い出す。

　──メリナは正しい。

　クウゴひとりで、飛空艇に貼はり付いた邪禍を倒たおせるわけがない。

　彼女はクウゴの無む謀ぼうな行動を止めてくれていたのだ。

「……すまない」

「謝るなら、メリナ先輩に謝ってくださいっス」

　きびすを返し、クウゴの部屋から出て行くニト。

　知らず、瞳ひとみから熱い涙なみだがこぼれた。クウゴは座り込んだまま、うつむいて顔を覆おおう。

　悔くやしかった。自分のふがいなさが。自分はあまりにも弱く、そして考えなしだ。

「くーご……」

　そばに寄より添そい、そっと頭を撫なでてくれるツグミ。クウゴはたまらず弱音を吐はいた。

「レノンなら、きっと飛空艇を助けに行く。だから俺もそうしようと思ったんだ。けど、俺はレノンほど強くない。……はは、俺って、全然成長してないな」

「……わたし、くーごが苦しむところを見たくない。わたしはくーごには笑顔でいてほしい。どんな決断をしたとしても、わたしはくーごの味方だよ」

　そう。彼女はいつも最後には味方してくれる。

　けれど、それに頼たよってばかりでは、何も変わらない。変えられない。

　クウゴは顔を拭ぬぐって立ち上がると、ツグミに懸けん命めいな笑顔を返す。

「悪い。俺、もっと頑がん張ばるからさ。たのむから失望しないでいてくれよな」

「くーご！」

　クウゴは振り向むかず、自室を後にした。







　《第四章　心導線フイラメント》







　クウゴは寮りようを出たものの、機構戦略室には向かわなかった。きついことを言ってしまった手前、メリナにどんな顔で会えばいいか分からなかったのだ。

（……あーあ、俺ってこんなにヘタレだったのか）

　基地の屋上へ昇のぼる。飛ひ空くう艇ていポートに停とまっているのはフォーマルハウト一機だけ。

　香ホン港コンに出張中のコルヴァズは、特級昇格試験中だった一級機士達を乗せ、全速力でこちらに向かっているはずである。

　フェンスごしに見える夜の街は、一部が黒く潰つぶれている。飛空艇の衝しよう突とつでツインランスのメガアンプが破損し、エネルギーの供給が一部停止しているのだ。生き残った片方だけを無理にフル稼か働どうさせているからか、いつもよりパイプオルガンから出る煙けむりも激しい。

「よう」

　夜景を眺ながめているところへやってきたのはカナエだった。

　強風で白衣と、左右非ひ対たい称しように伸のびた黒くろ髪かみが強くそよいでいる。

「カナエ先生。今、ちょっと一人になりたいんですけど……」

　ささやかな拒きよ絶ぜつを意に介かいさず、カナエはそばのフェンスにもたれかかった。

「そう言うなよ。こう緊きん急きゆう事態だとオレもさほどすることがなくてなあ。時間もあるからギルに頼たのまれていたレトロアクタの情報を、お前に教えてやろうかと思ったんだが」

「何か分かったんですか？」

「悪いが偉えらそうに出来るほどには分かってない。レトロアクタが回収された時に撮とられた写真は見つけたんだが、残ざん骸がいはどうもウルカヌスまで運ばれていないようでな」

「そうですか……」

　クウゴは二重の意味でがっかりした。

　ウルカヌスになければ、レトロアクタの手がかりは途と絶だえたも同然。

　また父の言葉が本当なら、完成したレトロアクタは邪じや禍かを倒す切り札となる物のはず。なのに、対邪禍研究を生業なりわいとするウルカヌスで研究が継けい続ぞくされていないということは──役に立たないと判断されたと考えるのが妥だ当とうだ。

「しかし、どうにも腑ふに落おちないことがあってな」

　ポケットからプリントされた写真を出し、カナエが眉まゆをひそめる。

「なんです？」

「レトロアクタは心空子を必要としなかったようなんだ」

「ど、どういうことですか？」

　心空子を使わない心空管──それはそもそも、心空管と呼べるのか？

「これだけ大きな心空管を、個人の心空子で動かすのは無理だ。どうしてもメガアンプで定格化されたエネルギーをコンセントから呼び込む必要がある。だが、当時回収に立ち会った者に話を聞いたら、地面のケーブルはダミー、つまり偽にせ物ものだったと言うんだ」

　写真には瓦が礫れきと一いつ緒しよに土台だけになったレトロアクタが写っていた。その土台から地面へと伸びているケーブルが、偽物？

　そのとき、クウゴはふと父の言葉を思い出した。

「……心空管であって心空管ではない」

「なんだ、それは。哲てつ学がく的な何かか？」

　カナエが怪け訝げんな表情になる。

「レトロアクタのことを父がそう言っていたんです。意味は今でもよく分からないけど、心空子を必要としないのなら、確かに心空管ではないと言えるなあと」

　だが、余計に分からなくなる。では心空子以外の何を動力にしているのか。邪禍根絶を目的とした装置なだけに、ＶＯＲＭを活性化してしまう電力を使用するとも思えない。

　考えれば考えるほど、真実は闇やみに飲み込まれてしまう。

「浮うかない顔だな。あまり役立つ情報がなくてショックか？」

　そう言われ、クウゴは深く潜もぐった思考から立ち返る。

　そして今置かれている状況を思い出し、また暗くなった。

「いえ、こんなときに何も出来ないのが辛つらくて。メリナとの喧けん嘩か、見てたでしょ？」

「一応オレからも言っておくが、一人で助けに行こうとか無茶なことは考えるなよ。ギルはお前みたいに独断専行する馬ば鹿かが出ないよう、基地の門に監かん視しをつけてるぞ」

「もう一人で行こうとは思いませんよ。後輩からもきついお灸きゆうを据すえられましたし」

「……まあ、お前がするべきことは、ひとまずメリナと仲直りすることだな」

「それも分かっているんですけど……、謝ろうにも切り出すのが難しくて」

　カナエは胸ポケットから煙草たばこを取り出し、口にくわえた。

「せっかくだからお前も吸うか？」

　ふと気づいたようにそう言って、箱を差し出してくる。

「教師が生徒に煙草すすめます？　ふつう。俺、吸ったことないですけど」

「いいから、騙だまされたと思って吸ってみろって。真似まねだけでも」

「そういえば、カナエ先生もいっつも真似だけですよね。火がついてるの見たことない」

　箱から一本抜ぬき出して唇くちびるに挟はさみ、試しに吸う仕草をしてみる。

　すると紙巻きの中からぬるりとした酸すっぱいものが口内に飛び出してきた。

「うっ、げほげほっ！　何ですかこれ！」

「吸すこんぶ」

「騙された……！」

「オレは昆こん布ぶが大好きなんでな。常に口にしていないと落ち着かないんだよ」

　煙草に擬ぎ態たいした紙包みを押して棒状の昆布を出し、意地悪そうに笑うカナエ。

「なあ、お前はメリナの好きなものって知ってるか？」

　唐とう突とつな質問の意図が読めず、クウゴは戸と惑まどう。

「ええと、甘いお菓か子し……なのかな」

　彼女は教室でも、よくチュロスを食べている。

「じゃあ、嫌きらいな食べ物は？」

　言葉に詰つまった──分からない。

「趣しゆ味みは？　得意な科目は？　好きなブランドは？　両親は何をしてる人？」

　矢や継つぎ早ばやに繰くり出だされる質問に、クウゴは手を上げて負けを認める。

「……分かりません」

「同じように、お前に関する質問をメリナにしたら、答えられると思うか？」

「……」

　クウゴの沈ちん黙もくに、カナエはふう、と息を吐いた。

「相手の中身を知らない。相手も自分の中身を知らない。なのにどうしてお前は彼女と仲直りしたい？　邪禍を倒すためか？　そのために一いつ致ち団結しなければならないからか？」

「……いいえ」

　邪禍の討とう伐ばつは重要だ。だが、それをメリナと仲直りする目的にするのは、おかしい。

　普ふ段だんから決して仲が良いわけではないが、メリナとの関係はこの二週間で、仲が悪いなりにも深まっている。そう思えたからだ。

「もっと相手のことを知りたい。そう思っているから、だといけないですか？」

　カナエがニヒルに微笑ほほえむ。

「答えは出ているじゃないか」

　メリナのことを知りたい。

　口に出してみると、その気持ちは妙みようにしっくりくるものだった。

　ブレイドグラフィーにこだわる彼女。夢は近づく者を燃やす炎ほのおだと語る彼女。

　名も知らない人に会いたいという彼女。そのために遠く日本にまでやってきた彼女。

　どうして彼女は、ああも悲観的なのか。

　どうして彼女は、夢を持つことに否定的なのか。

　彼女に、自分のことをもっと語ってほしい。

　そうすればきっと、クウゴは彼女のことを今よりも理解できるはずだ。

「頑張れよ。お互たがいを理解するというのは、難しいことだぞ。人はみな大なり小なり、己おのれを隠かくすための仮面を被かぶっているものなんだからな」

　カナエは吸こんぶの残り紙を白衣のポケットにしまうと、背を向けて去って行く。

「仮面……」

　ダイヤモンドの絶ぜつ壁ぺき。そう評されるほどの相手だ。メリナの仮面は相当分厚い。

　機構戦略室で気き丈じように振ふる舞まっていたが、彼女だって忸じく怩じたる思いがあったはずなのだ。

『心空機士は仕事であって、慈じ善ぜん事業じゃない。あなたが命をかける必要なんてないの。それとも、見ず知らずの他人のために死ぬのが、あなたの夢であり、望みなの？』

　あのときぶつけられた言葉が脳のう裏りによぎり──ハッとクウゴは気づいた。

　仮面に隠かくされていた、彼女の真意に。

「カナエ先生！」

　クウゴはとっさに、エレベーターに乗り込もうとしていたカナエを呼び止めた。

「ちょっと協力してもらえませんか？　急いで完成させたいものがあるんです！」




　機士達がせわしなく現状把は握あくに努める中、メリナはこっそり機構戦略室を抜け出した。

　旅客飛空艇ていストリボーグの《絶対防御管ノイズミユート》停止まで、あと三十分弱。

　急がなければ──自然とメリナは早足になる。

　クウゴが突つっかかってくれたおかげで、ギルの目を上手く欺あざむけた。他ほかの機士も、こちらの意図には気づいていない。

　クウゴには今度こそ嫌われてしまっただろうが──これで良い。

　不器用は今に始まったことでもない。

　孤こ独どくで結構。これがあたしの生き方だ。

　自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべ、エレベーターのボタンを押そうとしたところで──

「メリナ」

　呼ばれ後ろを振り返かえると、エレベーターホールの隅すみにクウゴがいた。

「何か用？　口論の続きならお断りよ」

　わざと目め尻じりをつり上げる。噓うそをついている以上、彼との議論ほど不毛なことはない。

　何より、悪役を演じ続けるのは正直辛い。その度たびに彼から嫌われるのも。

　だが、彼は気まずそうに苦く笑しようすると、思いもよらないことを言った。

「ひとりで行くつもりなんだろ。ストリボーグの救出に」

「……どうして？」

　まさかクウゴに気づかれるとは予想していなかった。

「お前は言ったよな。『あなたが命をかける必要なんてない』って。『あたし達が』ではなく『あなたが』と。最初からお前は、ひとりだけで命をかけるつもりだったんだろ」

　完全に真意を見み抜ぬかれていて、メリナは唇を嚙かんだ。

　機士を無む駄だに死なせるわけにはいかないというギルの考えは理解できる。犠ぎ牲せいなしに勝ちは拾えない。だが、何もせずに飛空艇を見捨てるつもりは、メリナには毛頭なかった。

　彼女の選せん択たくは『自分の命と引ひき替かえに、飛空艇を救出する』こと。

　自分の命を天てん秤びんにかけさえすれば、どうにかなる。その算段はついている。

「まさか止めないわよね。あなただってやろうとしたことよ。それにあなたと違ちがって、あたしであれば成功率はぐっと高くなるんだから」

「俺がひとりで行こうとしたこともあって、団長は基地の出入り口に監視をつけてる。降りても連れ戻もどされるだけだぞ」

　メリナはふん、と鼻で笑う。

「そんなの、ぶっとばしてでも行くわ。嫌われ役は慣れっこだしね」

　下級機士の制止など、特級機士の自分には障害にもならない。

　本気になったメリナを止められるのは、それこそ団長のギルくらいだ。

　だからこそ、彼にだけは気取られずに動く必要があったのだ。

「ちょっと来てくれ」

　クウゴはいつになく真しん剣けんな顔で、腕うでを摑つかんできた。

「イヤよ。もう時間がないんだから」

　振り払はらおうとしたが、思いの外強く握にぎられていてふりほどけない。

「いいから来いって。後こう悔かいはさせない」

　何なのだろう。一刻を争うというときに。

　メリナを引っ張りエレベーターに乗ったクウゴは、屋上のボタンを押す。

「全く、強引ね……。って、何これ」

　エレベーターが屋上に着くやいなや、メリナはぽかんと口を開いた。

　飛空艇ていポートには、自転車をベースにしたガジェットが置かれていた。昨日、クウゴがバルコニーに持ってきていた、空を飛ぶためのバイクだ。

「完成ほやほやの新生スカイバイク。カナエ先生の監かん修しゆうで、前より強度も上がってるぜ」

　クウゴはバイクのハンドルを握り、メリナに言う。

「乗れ。これなら見つからないし、何より速い」

　その無む謀ぼうな提案に、メリナはため息をついた。

「あたしと一緒に行くつもり？　無む謀ぼうきわまりない。命がいくつあっても足りないわよ」

「同感っスねえ。二人ともニトを置いていこうなんて、命知らずもいいとこっスよ」

　声のした方を見ると、ポートに停とめられた飛空艇《フォーマルハウト》の陰かげから、ニトと、ハンプティ・ダンプティを被ったツグミが現れた。

「二人ともいたのかよ。スカイバイク持ってきたときに声かけてくれりゃいいのに」

　クウゴが頭をかく。どうやら事前に打ち合わせをしていたわけではないようだ。

「──それは？」

　メリナは、ツグミのそばでぷかぷか漂ただよっているガジェットを指差す。

　心空管の力で浮ふ遊ゆうする、直径一メートルほどの金属の球体。

　中心には、目玉のようにカメラが設置されている。

「《ドット・アイ》だよ。わたしが遠えん隔かく操作できるようにハッキングしてあるんだー」

　機士団が探査や偵てい察さつに使っているから、ガジェット自体はメリナもよく知っている。

　今も旅客飛空艇ストリボーグの監視に五機ほど動いているはずだ。

　だが、なぜそれを持ち出したのか理解できない。

　のんびりしたツグミに代わり、ニトが説明を加える。

「一人ならこれに乗って移動できるっス。そのバイクは二人乗りっスよね。ホントはそっちに乗ってみたいっスけど、ニトはツグミ先せん輩ぱいが操縦するこっちで我が慢まんするっスよ」

「そう言うけどニトちゃん。絶対にこっちの方が安全だよー？　クウゴのガジェットが、故障しなかったためしなんかないんだから」

「聞き捨てならないな。見てろ、俺の技術が日々進化していることを証明してやるぜ」

　メリナは理解に苦しむ。自分はこれから死地に赴おもむくつもりでいた。

　それについてこようというのに、彼らはどうしてこんなにも明るくいられるのだろうか。

「ところで作戦はあるんスか？」

　ニトがわくわくした様子で訊たずねてくる。その表情に悲ひ愴そうさなど微み塵じんもない。

「メリナ先輩のことだから、クウゴ先輩と違って無策ではないと思うんスけど」

「お前ら、俺への評価おかしくね？　さすがに傷つくわ」

　メリナは少し微笑んだ。後ろ向きな自分とは違う、前向きすぎる彼ら。

　──なんて頼たのもしいんだろう。

　気を引き締しめ直し、メリナは自分の考えた作戦を伝える。

「飛空艇にとりついている邪禍の名はイグゼラド。ヴィクトルでは過去に何度か出現しているけれど、日本で観測されるのは初よ」

　その説明に合わせて、ツグミがハンプティ・ダンプティの空中画面を展開。

　類るい似じの邪禍が出たケースの記録映像が、いくつも重なって表示される。

「イグゼラドには、より強い心空子にひかれる性質があるの。旅客飛空艇ストリボーグに搭とう載さいされた心空子バッテリーが、こいつを呼び寄せてしまったのね」

　どの映像でもイグゼラドはジェル状の姿で、メガアンプなどの大心空管や、大型の交通機関などに取り付いている。いずれも大量の心空子を使用しているガジェットだ。

「でもこの性質を利用すれば、イグゼラドを引きはがせる。飛空艇のバッテリーよりもたくさんの心空子を用意できれば、そっちに移動してくれるんだから」

　メリナはベルトの収納ポケットから、トリガロード用の心空管を取り出した。

「これは《圧縮管コンプレツサ》。あたしが持っている心空管の中でも、特別なものよ。ウルカヌスが日本で作った試作品で、まだ世界に一つしかない」

「世界に一つ……」

　クウゴがごくりと唾つばを飲み込んだ。どうせまた「欲しい」とか思っているのだろう。

「この心空管に差さし替えれば、トリガロードは心空子を蓄ちく積せきして放つ《イレイズカノン》へと変形する。その形態でＭＡＸまで心空子を溜ためれば、飛空艇のバッテリー残量を少しだけ上回れる。しかも当たれば、巨きよ大だいな邪禍でも一いち撃げきで倒たおせる威い力りよくがあるわ」

「そんな技があるなら、どうしてウッドストッカーとの戦いで使わなかったんだ？」

「すごい技には欠点がつきもの、でしょ。心空子を溜めている間は身動きがとれないの。だから実戦では一度も試したことがないわ」

　クウゴは顎あごに手を当てる。

「……つまり心空子を溜めている間、俺とニトでメリナを守りきればいいんだな？」

「あなた達を作戦に組み込むなら、そういうことになるわね」

「そんなずさんな作戦で、よく救出に向かおうと思ったな……。俺達がいなきゃ、心空子を溜めている間は完全に無防備だったってことじゃないか」

　これにはメリナもむっとした。当たり前だ。この作戦は元々、飛空艇の乗客を救うことと引き替えに、自分が死ぬことを前提にしたものだったのだから。

「でも上手くいけば一撃必殺。気に入ったっス。その作戦、乗ったっスよ」

　ニトはニヤッと笑い、みんなの前に手を差し出す。

「なんだ？　作戦決行の前に円えん陣じんを組もうってわけか？」

　乗り気じゃなさそうな態度を見せながらも、クウゴは結局その上に手を載のせる。

「ほんの少しのあいだに、漢おとこらしい顔になったっスね、クウゴ先輩。メリナ先輩とも仲直りできたみたいで安心したっス」

「さっきは悪かったな。おかげでちょっとは役に立てそうだ」

　そこへツグミが駆かけ寄よってきて、同じく手を出す。

「ツグミには止められるかと思ってたんだけどな」

　クウゴの言葉に、おっとりした少女は諦あきらめた顔で返す。

「無茶するのは今に始まったことじゃないもの。だから、無茶が無茶にならないよう、わたしが全力でサポートするんだー」

「んじゃ、あてにさせてもらおうかな」

　三人が、未いまだ手を差し出さないメリナの方を見る。

「全く、機士団は部活じゃないんだから……」

　言いながらも、メリナの目め頭がしらは熱くなっていた。

　仲間──か。

　そう信じられる相手が自分にも出来るとは思っていなかった。

　手を重ね、全員と目を合わせ、告げる。

「いい？　少しでも命の危険を感じたら、すぐに撤てつ退たいするのよ」

　彼らには死んで欲しくない。メリナは心からそう思った。

　天てん秤びんにかける命は、やはり自分のものだけで充じゆう分ぶんだ。

「メリナ先輩こそ、変な意地はらないでくださいっス」

「大だい丈じよう夫ぶ、飛空艇はきっと助け出せるよ」

「よし──、じゃあいくぜ！」

　四つの手はぐっと沈しずんだ後、高々と空に突つき上げられた。




　細ほそ腕うでが腰こしに回るのを確かめてから、クウゴはペダルをこぎ出した。

　ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅっ、と上下に足を動かすたび、ペダルに搭載された心空管がチカチカと点てん滅めつし、少しずつ断続的だった光が安定し始める。

　くん、と前輪が上向く。目の前に透とう明めいな坂道があるかのように角度は急になり、二十度を超こえるとようやく後輪が宙に浮うき、飛空艇ポートのフェンスを飛とび越こえた。

　空の澄すんだ空気のなかに、メリナがつけたバニラローズの香かおりが混じる。

「どうしていつも、こんな無茶ばかりしようとするの？」

　いつもよりおとなしい声で訊ねられ、クウゴはペダルをこぐ速度を緩ゆるめた。

「どうしてだろ。みんなが言うように楽観的だからかな」

「それだけ？」

「うーん、そうだな……。俺、三年くらい前に事故にあってさ、ずっと寝ねてなきゃならない時期があったから、その反動もあるかもな。じっとしていられないっていうか」

「ふぅん……」

　背中に頰ほおの当たる感かん触しよく。

「実はあたしも子供の頃ころは身体からだが丈じよう夫ぶじゃなかったのよね」

「へえ。そうなんだ」

　意外だ。今の勝ち気な彼女からは想像がつかなかった。

　クウゴは必要以上に同情の眼まな差ざしを向けられるのは嫌いやなので、人に過去を話さない。

　それと同様でメリナも、身体が弱かった頃の自分を隠かくしているのかもしれない。

　距きよ離りの開いた後ろ、ドット・アイに搭載された心空管の出っ張りに脚あしをかけて、器用にバランスをとっているニトをちらりと振ふり返かえり、思う。

（ニトの言うとおり、俺達は似た者同士なのかもしれないな……）

　眼下には大ダイ輪リンの壮そう大だいな夜景が広がっている。

　美しい街だと、改めて感じる。メガアンプによって動く、ガジェットシティ。

　街中で輝かがやく心空子の光。

　空と建造物の境目が消え、上下左右の全てが、満天の星で包まれているかのようだ。

「さっきは悪かったな。怒ど鳴なったりして」

　スカイバイクに乗っていると、メリナの顔が見えない。

　そのためか、自分で思っていたよりも素直に謝ることが出来た。

　しばらくの沈ちん黙もく。お互たがいの体温を感じているためか、その静かさは苦痛ではなかった。

「……あなたはやっぱり心空機士をやめて、御お樹き根ね島じまに帰るべきだわ」

　やっと返ってきた台詞せりふがそれだ。

「……まだ言うのかよ。お前もほんと懲こりないよなあ」

　げんなりしつつも、クウゴはその言葉に、以前とは違ちがう響ひびきを感じ取っていた。

　内容は同じなのに、声にまるで棘とげがなかったのだ。

「あなたは機士団に利用されてる。あなたが進もうとする道に、未来なんてないのよ」

　相変わらずの悲観的な物の見方に、クウゴは苦笑する。

「俺は別に、嫌いや々いや心空機士をやってるわけじゃないんだぜ？　俺の親友というか、兄貴みたいな人が心空機士だったから、その背中を見て、少なからず憧あこがれてもいたんだ」

「心空機士──だった？」

「………………もう、その人はこの世にいないからな」

　レノン・シダルハートは死んだ。三年前、あの忌いまわしき災さい禍かで。

「事故にあったって言ったろ。そのとき助けてくれたのも、その人だったんだ」

《黒死の悪夢》に巻き込まれて重体になったクウゴを病院に運ぶと、レノンは戦いへと赴き、多くの邪禍を屠ほふり、多くの人を助け、そして──死んだ。

「でも憧れてたからって、俺が本当になりたいのは心空機士じゃないぜ。その人にも誓ちかったからな。管律技師になって、レトロアクタを作るって」

「レトロアクタって、なに？」

「邪禍を根絶して、たくさんの人を幸せにするための心空管だ。あ、仕組みを説明しろとか言うなよ。まだ考え中なんだから」

「人を幸せにするため……」

　メリナは反はん芻すうするように呟つぶやいた。

「……あたしだって、これでも誰だれかのためになるようにと思って行動してるんだよ？」

　なぜか、その声はしょんぼりしている。

「でも、それも結局ひとりよがりなのかもしれないね……。多分あたしには、誰かの過去や考えを想像する力が決定的に足りてないんだ。クウゴがどうして管律技師を目指しているのかも、今初めて分かった。──あたしが想像してたのと、全然違ってた」
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「そりゃ言ってなかったんだから当たり前だろ。それに……、俺だってメリナのこと、まだ誤解している部分があると思う」

　腰に回された腕うでに、力がこもる。

「クウゴはあたしのこと嫌きらいだよね……。分かってるんだ。あたし、無神経なことばっかり言ってるし」

　クウゴはしどろもどろで返す。

「べ、別に嫌いじゃないよ」

「噓うそよ」

「噓じゃないって。そういや、ニトいわく、俺達は似た者同士らしいぜ。楽観主義か悲観主義かの違いはあるけどな」

　落ち込んだ雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたメリナが、ようやく「ふふっ」と笑った。

「それ、的を射ているかもね。あたしは、あなたのようにお気楽な未来は見れないわ」

「前向きって言えよな。ったく」

　立ち直ったと思ったら、すぐにこれだ。しかし、そんな毒のある彼女も悪くない。

　彼女は、自分が背負わなくていいものまで背負いこんでいる。

　クウゴ以上に、自分ひとりで何でもやろうとする強ごう情じよっぱりだ。

　なまじ実力もあるものだから、誰にも頼たよらずこれまでやってこれたのだろう。

　──でもそんなの、孤こ独どくすぎる。

「俺とお前は、結局のところ同じ方向を見ることは出来ないのかもな。考え方も全然違うし、俺はお前みたいな考え方をしようとは思わない」

　クウゴは力強く言う。

「でも、それぞれが前と後ろを向いているのなら、背を預け合うことは出来るはずだ」

　この戦い、俺はメリナを守るために力を尽つくそう。自然とそう思えた。

　彼女は自分で思っているより、そしてクウゴが思っているより、きっとずっと弱い。

　とんでもなく硬かたいくせに、ハンマーで叩たたけば割れてしまう、ダイヤモンドの絶ぜつ壁ぺき。

　だから彼女が一人で何かに立ち向かおうとするのなら、前に出てかばってやる。

　そう。無力な自分に出来るのは、彼女の盾たてになってやることくらいだ。

　口にすれば、必要ないと言われるだろう。

　だから、ただ何も言わずそうするだけだ。

「クウゴ……、あたし──」

　──バキン。

　メリナがなにか喋しやべろうとしたとき、本来するはずのない、異様な音が聞こえた。

「ちょっ。今の変な音、何よ？」

　しおらしかったメリナの声が、あっという間にとげとげしいものに戻もどる。

「おかしいな。前よりも強度は格段に上がっているはずなんだけど……。さすがに二人乗りは無理があったかな？」

　クウゴは顔を下げ、スカイバイクの内部構造を確認する。

「これ、試運転はしたのよね？」

「し、してるわけないじゃん。だってこれ、ついさっき完成したんだぜ？」

　怒いかりなのか、恐きよう怖ふなのか、その両方なのか、しがみついていたメリナの腕がぷるぷる震ふるえ出す。

「そんな危ないものに無理やり乗せたの!?　信じられない！　あなたみたいな人がいるから、車メーカーのリコールがなくならないのよ！」

「暴れると余計危ないって！　ほら、もう目的地はすぐそこだ！」

　旅客飛空艇ストリボーグが墜つい落らくしたオフィスビル《アルファタワー》を視界に捉とらえた。

　ツインランスほど高くはないが、地上十階建てで、一階あたりの床ゆか面めん積せきは広い。

　心空機士団の放ったドット・アイが、旅客飛空艇ストリボーグを照らしている。機体は屋上から半分近くはみ出し、少しバランスを崩くずせば落ちてしまいそうな危あやうさがあった。

　といっても、今本当に危ういのはむしろこちら、スカイバイクの方だ。クウゴはハンドルを曲げ、ひたすら漕こぐ。その間もバイクからは絶え間なく不ふ穏おんな音が出続ける。

「ねえ、今、部品が！　部品が落ちた！」

　重大トラブルが発生したのは明らかだ。

　その証しよう拠こに、フレームの周囲を這はうケーブルから、煙けむりがもくもくと噴ふき出している。

「あとちょっと！」

　立ちこぎになって、カクカクと外れかけたペダルを強く蹴ける。ひとこぎごとにネジが外れ、チェーンがきしむ。

「うおおおおお！」

　もはやいつ心空管システムが停止し、地面に叩きつけられてもおかしくない。

　クウゴは目の高さにあるビルの屋上へと必死にスカイバイクを走らせた。

　ガッと前輪が着地。だが、後輪が着くより先にスカイバイクはバラバラになり、クウゴは気持ちの悪い浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれた。

　固いコンクリートの上に投げ出されて無意識に受け身をとったが、勢いは殺しきれず、ごろごろと転がる。

　やっとで身体が止まった。視界には星空。どうやらまだ、生きているらしい。

「……危なかった」

　大の字で寝ね転ころがったまま、クウゴはつぶやく。

「クウゴ、これは撃うち殺ころされても文句言えないわよね……」

　すぐそばに、同じように仰あお向むけになったメリナがいた。

「うん……でも、イグゼラドを倒たおしてからにしてくれると助かるんだが……」

　二人は目を合わせる。不ふ機き嫌げんなメリナの表情が、耐たえかねたように崩れた。

「しょうがないわね。今回は許してあげる。こんなところでトリガロードを撃って、心空子を無む駄だ遣づかいしたくないしね」

『ほらね、やっぱり故障したでしょ』

　機械を通したツグミの声。遅おくれてやってきたニトがドット・アイから身軽に降り立つ。

「全く、二人して何やってるんスか。いつまでも寝転んでないで、始めるっスよ」

　心空管の光に晒さらされた旅客飛空艇ストリボーグ。

　その表面にまとわりついた邪禍は、心なしか夕方よりも肥大して見える。

「分かってるわよ、ニト」

　メリナは素早く、アルファタワーの屋上からつきだした、塔とう屋やの梯子はしごを登っていく。

　飛空艇を見下ろせる位置に立つと、祈いのるように銃じゆうを胸元で構える。

「トリガロード・イレイズカノン」

　少女の呟つぶやきに呼応し、大きな銃じゆう身しんがばらりと崩れた。

　ブロック状に嚙かみ合ったプラチナとピンクゴールドの表面が空中で展開、トリガロードの周りをゆっくりと回り出す。

　回転は徐じよ々じよにスピードを上げ、銃に搭とう載さいされた心空管四本のうちの一本《圧縮管コンプレツサ》が輝きを増していく。

　特級機士メリナ・クロムウェルの奥の手。心空子の蓄ちく積せきに時間はかかるが、発射すれば一いち撃げきで相手を仕留める、最強の銃身展開型大型拳けん銃じゆう。

　最大威い力りよくを得るまでの必要時間は五分。途と中ちゆうでトリガロードの心空子蓄積量は飛空艇のバッテリー残量を超こえる。するとイグゼラドはメリナへ狙ねらいを変へん更こう。近づいてきたところでイレイズカノンをお見み舞まいし、倒す。これが筋書きだ。

　だが敵も沈黙したままではない。トリガロードの心空子蓄積に気づいたか、あるいは自分達に向けられている殺気を感知してか、邪禍の塊かたまりがぼこりと揺ゆらいだ。

　飛空艇の表面から人型の邪禍、アームブローカーが次々と生み出されていく。

　その生成には一体に二秒もかからない。分ぶん離りしたアームブローカーの動きは緩かん慢まんだが、次々に増えていく様には不気味さを感じずにはいられない。

「ニト、あいつらを倒すために、ひとつ提案をしたいんだが」

　クウゴはそう言うと、龍虎棍ロンフーガンを取り出したニトに自分の考えを伝える。

「……へえ、クウゴ先せん輩ぱいもちゃんとチームプレーな発想ができるんスね。でも、それだとニトが良いとこもってっちゃいますけど、いいんスか？」

「もちろん。代わりに俺は楽をさせてもらうよ」

「ははっ。そんな余よ裕ゆうがあるっスかねえ！」

　龍虎棍ロンフーガンの心空管がピストン運動を始め、赤しやく銅どう色いろのビートガジェットが炎ほのおを纏まとう。

　ニトはトンファーを回転させて、炎を思い切り周囲にまき散らした。

　その業ごう火かは大きくうねり、やがて龍りゆうと虎とらの姿を創つくり出す。

「龍虎棍ロンフーガン・灼シヤク烈レツ炎エン舞ブ！」

　迫せまりつつあった邪禍の群れへ、一対ついの龍虎が競うように飛びかかった。

　ゴウッと炎が視界を焼き、すでに十体以上に膨ふくれあがっていた邪禍の群れ、その半数が崩れ落ちる。

　だがその一方で、炎の膜まくを突つき抜ぬけ、しぶとくこちらへ進んでくる者もいる。

「ブレイドグラフィー！」

　クウゴは剣けん型ビートガジェットの心空管を二本光らせ、残った敵へと飛びかかる。

　アームブローカーは腕についた斧おので、攻こう撃げきを受けようとする。

　だが、武器が交こう錯さくする一いつ瞬しゆん前、クウゴは《ベクトルシフト》を作動。

　ブレイドグラフィーはがくんと軌き道どうを変え、八面体の頭部に突き刺ささった。

　クウゴは油断せず、すぐさまブーストブーツを使って後方へ離り脱だつ。頭部を貫つらぬかれた邪禍は斧をよろよろと振ふり上げたが、その攻撃が致ち命めい傷しようとなり、膝ひざから崩れ落ちる。

　ニトが広こう範はん囲いを炎で攻撃し、仕留め損そこねた敵をクウゴが処理する、という役割分担。

　もちろん不安はあったが、《歪曲管デイストーシヨン》を光らせられなかった以前と違ちがい、今回はブレイドグラフィーでダメージを与あたえることが出来た。ベクトルシフトも充じゆう分ぶん通用する。

　いける。これなら邪禍とも戦える。

「やってやるぜ！」

　感じた手て応ごたえを確かなものとするため、クウゴは再び剣を振りかぶった。




　──三年前。

　レノンは心空機士として《黒死の悪夢》に立ち向かい、帰らぬ人となった。

　死に様は詳くわしく知らない。クウゴは一週間ものあいだ意識を失っており、葬そう儀ぎにすら参列できなかったからだ。

　クウゴの外傷はそれほど深くはなかったが、その身体からだは別の深刻な問題を抱かかえていた。

　研究室に置かれていた機材から放出した有害物質が、口や鼻、傷口から体内に侵しん入にゆうし、内臓と神経系を致ち命めい的てきなまでに侵おかしていたのである。

　病院で、全身に管を繫つながれた状態で目覚めたクウゴには、しばらく誰だれが死んだのかすら知らされていなかった。それは《黒死の悪夢》で家族全員を失った少年への、せめてもの気き遣づかいだったのかもしれない。

　だが、クウゴの手元には琥珀管セラアンバーがあった。

　レノンの持つ翡翠管ネフライザーと繫がった心空管。

　オレンジに光らせても、いつまで経たっても青い光には変わらない。

　それでクウゴは、兄同然だった親友の、死を悟さとった。

　悲しみにくれる間もなく、辛つらい闘とう病びよう生活が始まった。四し肢しの痺しびれは治まらず、咳せきは止まらない。食べ物はほどんど喉のどを通らず、筋肉はどんどんやせ衰おとろえていく。

　どんなに苦しくても、父も、母も、妹も、レノンもいない。それは地じ獄ごくの毎日だった。

　そんな状じよう況きようでクウゴが出来ることといえば、琥珀管セラアンバーを光らせることくらいだった。

　もちろん琥珀管セラアンバーは、オレンジ以外のどんな光も宿しはしない。

　赤にも、青にも、変わりはしない。生きているのは自分だけだった。

　長い長い三ヶ月が過ぎた。身体も、心も半分ずつが死んでいた。

　一日中ベッドに寝ねたきりで、誰とも喋らず、何も出来ない。

　クウゴは、ただプログラムされた機械のように、一日一度だけ琥珀管セラアンバーを光らせた。

　もし生き残れたらレトロアクタを完成させる。レノンにはそう誓ちかった。

　しかし、それは叶かないそうにない。こんな心と身体では、とてもその誓いは背負えない。

　終わりにしよう。全身に巻き付けられた、自分の命を繫いでいる管。

　これらを抜き去されば、自分も旅立てるはずだ。みんなのいるところへと。

「もうすぐ、そっちへ行くよ……」

　クウゴはそれを告げるような気持ちで、最後のつもりで琥珀管セラアンバーを光らせた。

　だが──その心空管は、そのとき信じられない反応をした。

　オレンジの光が、真っ青に変わったのだ。

　夕空が再び青空に戻るくらいに、それはありえないことだった。

　琥珀管セラアンバーと繫がっている翡翠管ネフライザーに、誰かが心空子を流した？

　いや──翡翠管ネフライザーは、レノンの心空子にしか反応しないはずだ。

　ならば、レノンは生きている？

　まさか──そんなはずはない。

　レノンの死は、心空機士団が確認している。間ま違ちがいなどおこるはずもない。

　じゃあ、どうして──？

「…………レノン」

　疑問に感じながらも、クウゴの瞳ひとみからは涙なみだがあふれ出した。

　レノンは、どこかで自分を見守ってくれている。

　そうだ。そうに違いなかった。

『お前には生きなきゃならない理由があるだろ』

　そんな言葉が聞こえた気がして、クウゴは涙をぬぐった。

「レノン……。おれは一人前の管律技師になる。レトロアクタを完成させる」

　そして心の中に生きているレノンに、それを誇ほこるんだ。

　クウゴはもう一度琥珀管セラアンバーをオレンジに光らせた。

　その日から身体は噓うそみたいに快復を早め、事件から半年過ぎた頃ころには歩けるまでになっていた。クウゴは、まるでレノンが力を貸してくれているかのように感じた。

　リハビリのため、親しん戚せきのいる御樹根島へと移住し、ツバメ、ツグミという新しい家族を得て、クウゴは生来の明るさを完全に取とり戻もどした。

　そして──運命とは不思議なものだ。今は、レノンと同じ心空機士になっている。

　どうしてあの日から、琥珀管セラアンバーに青い光が返ってくるようになったのだろう。

　心空管の勉強も独学で続けたが、理由は判然としなかった。故障しているだけなのだろうが、分解して直せなくなっても困るので、詳しく調べようとはしなかった。

　琥珀管セラアンバーと翡翠管ネフライザーを作ったと思われる、ハリス・ロングシアーなる人物。

　彼に会うことが出来れば分かるかもしれない。

　しかし、真実を追究したくないという思いもあり、連れん絡らくはとらないことにした。

　琥珀管セラアンバーが壊こわれているか、そうでないかなど関係ない。レノンが今でも自分を見てくれている、その答えでいいじゃないかと。

　その思い込みこそが、間違いなくこれまでのクウゴの原動力だったのだから。




　炎から飛び出してきた邪禍を、クウゴがヒットアンドアウェイで葬ほうむる。火力が弱まる前に、ニトが再び灼シヤク烈レツ炎エン舞ブを繰くり出だす。二人の心空機士は連れん携けいし、邪禍を倒していく。

　割合はニトが三体倒す間に、クウゴが一体。

　後こう輩はいの少女に頼たよりきった戦法だったが、それでいいとクウゴは思った。ニトは自分より強い。それを認め、頼るべきだと考えたのだ。それは確実に成功していた。

　にもかかわらず、邪禍の生成速度は二人の連携のさらに上をいく。四度目の灼シヤク烈レツ炎エン舞ブを放った時には、後方を除く三方がアームブローカーで埋うめ尽つくされていた。その数は三〇体は下らない。

「あと何分だ!?」

　ドット・アイに呼びかけると、内蔵されたスピーカーからツグミの声が返ってくる。

『あと二分三十秒！』

　まだ半分しか経っていないのか。クウゴは息を整え、額の汗あせを拭ぬぐう。

　集中しているせいか、戦っていると時間があまりに長く感じられる。

　クウゴは眼前のアームブローカーに一撃を加えた。

　だが、その間に別の邪禍が灼シヤク烈レツ炎エン舞ブの炎を脱だつ出しゆつし、ニトに襲おそいかかる。

「ニト！」

　焦あせって振り返かえるが、小こ柄がらな後輩は危なげなくアームブローカーの振るう武器を躱かわし、脳天に強きよう烈れつなトンファーの回転を叩たたきつけた。

「誰の心配してるんスか先輩。先輩は自分のやるべきことをしてくださいっス」

「ははっ」

　つくづく頼りになる。

　こう邪禍の数が増えては、乱戦を覚かく悟ごせざるを得ない。

　ニトは大技の行使を諦あきらめ、敵の群れへと突っ込んでいく。

「はあっ！」

　するするっと敵の合間を縫ぬい、すれ違いざまの一いち撃げきを決める。

　一方のクウゴは無理に踏ふみ込もうとはせず、防衛ラインを一歩下げる。

　大事なのは、メリナへと続く塔とう屋やの梯子はしごを守ることだ。

　そこへ近づいてきた敵を、一体ずつ確実に倒たおす。それが自分に出来る精せい一いつ杯ぱいだ。

「……クウゴ。あたしの作戦に付き合ってくれてありがとう」

　クウゴにだけ聞こえるくらいの大きさで、背後からメリナが言う。

　邪禍を斬きり倒しながら返事をする。

「人の夢を叶かなえるのが管律技師の役目だ。それを目指す者として、誰かを見殺しに出来るかよ。てか、喋しやべっている暇ひまがあったら、ちょっとでも心空子の蓄ちく積せきを早めてくれ」

「……最後まで黙だまっておくつもりでいたけれど、やっぱり言うわ。それがあたしの責任だと思うから」

　思おもい詰つめたような響ひびき。クウゴは怪け訝げんに思いながらも、耳を傾かたむける。

「三百年も前に人間は電子機器を捨て、邪禍は激減した。心空管を発明してからは邪禍に対たい抗こうしうるビートガジェットまでも手に入れた。なのに、近年になって邪禍の発生数は増え続けている。……どうしてか分かる？」

「こんな時に何が言いたいんだ？　言いたいことがあるならハッキリ言えよ」




「ＶＯＲＭを活性化させているのは──《心素》よ」




　目の前に広がる幾いく千の心空管で瞬またたく夜景。

　ツインランスを取り囲んだ、白い心素の煙けむりを吐はき出す真しん鍮ちゆう色のパイプ。

　それらが入っている視界が、一瞬にして真っ黒になったかのような錯さつ覚かくが襲う。

　そこへやってきた邪禍の無ぶ遠えん慮りよな一撃を、クウゴは慌あわてて避よけた。

「なにを言ってるんだ、メリナ？　そんなわけが──」

「聞いて。心空管が使い切れなかった心素が、邪禍発生の原因。ＶＯＲＭは電磁波に変わる新たなエネルギーを求め、対応したのよ。イグゼラドはより強い心空子にひかれる性質があると教えたわよね。あれは半分本当で、半分は噓。性質というよりも、ただ単に《心素》という餌えさにひかれているだけ」

　それが真実なら──心空管が普ふ及きゆうすればするほど、邪禍は増える。

　クウゴの憧あこがれる管律技師は、邪禍を生み出している職業ということになる。

「う……、噓だ」

　クウゴは荒あらい息で、そう返すのがやっとだった。

「……どうして、どうしてそんな重大なことを誰も知らないんだよ？」

「十三貴族が隠いん蔽ぺいしているからよ。心空管技術を生み出した彼らにとってみれば、心空管を否定されることほど恐おそろしいことはないからね」

　十三貴族の権力があれば、確かに隠蔽は可能だろう。最も多く邪禍と相対するのは心空機士であり、その心空機士団を組織した存在こそ、十三貴族なのだから。

「あたし以外にも気づいている人はいる。でも、誰も言えないのよ。十三貴族を恐れているだけじゃない。秘密を暴あばくことは自分たちの首を絞しめるに等しいのだから」

　心空子技術の発展でようやく世界は明るさを取り戻した。それなのに今ここで心空管を失えば、また世界は暗黒の時代へ後あと戻もどりだ。でも、だからといって──

「だからね、あなたが言っていた《邪禍を根絶する心空管》なんて実現不可能なのよ。だって、心空管こそが邪禍を生む元げん凶きようなんだから」

「そんなの──そんなの、デタラメだぁぁぁぁ────！」

　邪禍を斬りふせながら、クウゴは叫さけんだ。

　だが、心の中ではそれが真実であると認めていた。

　大ダイ輪リンに来て初めて戦った邪禍。やつらがあれほど街なかへ入り込んでいたのは何故なぜだ？　東京から流れてきたからではなく──大ダイ輪リンで生まれたからではないのか？

　飛空艇ていを覆おおっていたジェル状の塊かたまりが、これまで以上に大きく揺ゆれる。

『メリナちゃん、そっちに行くよー！』

　飛んできたドット・アイが、ツグミの声で警告した。

　邪禍の本体が飛空艇を離はなれようとしている。トリガロードの心空子蓄積量が、飛空艇のバッテリー残量を超こえたのだ。

「くそっ」

　ひとまず深く考えるのは後回しだ。

　ここは敵に集中しなければ生き残れない。

　だが──イグゼラドに起こった変化は、想像を遥はるかに超ちよう越えつしたものだった。

　飛空艇から突つき上げるように飛び出した、二本の巨きよ腕わん。

　それは樹じゆ齢れい百年の大木に匹ひつ敵てきする太さで、人間と同じ五本の指がついている。

　左右についた手は、屋上のコンクリートパネルにぴしりと亀き裂れつを走らせる。

　そして──飛空艇の表面があたかも異世界との扉とびらであるかのように、今度は中央から奇き怪かいな顔が出現した。

　ぎょろぎょろと焦しよう点てんの定まらぬ三つの眼め。鼻はなく、その口はこめかみのあたりまで大きく裂さけている。

　ゲケゲケケケゲケゲゲゲ──

　邪禍の喉のどが震ふるえ、奇き妙みような音が響き渡わたる。

「なんだよ、こいつは……」

　這はい出るように、次第に胴どうが形成され、あまりに巨きよ大だいな姿が明らかになっていく。

「まだ、メリナ先せん輩ぱいのところには行かせないっスよ！」

　ニトが龍ロン虎フー棍ガンを今まで以上に激しく回転させる。

「灼シヤク烈レツ炎エン舞ブ・最大出力！　龍リユウ虎コ双ソウ烈レツ！」

　特大の龍虎が二本のトンファーから解き放たれた。

　火か炎えん製の二体の獣けものは、宙を軽やかに飛び、地を雄お々おしく踏んでイグゼラドを襲う。

　対するイグゼラドは、とてつもなく大きな顎あごを開いて。

　ただ──吠ほえた。

「ぐっ」

　鼓こ膜まくを破きそうな音波と、身体からだを吹ふき飛ばすほどの烈れつ風ぷうが襲い来る。

　アームブローカーと対たい峙じしている最中だったにもかかわらず、クウゴは耳をおさえ、突とつ然ぜんやってきた風圧に耐たえた。

　イグゼラドの叫びは五秒ほど続き、そして消えた。

「……そんな」

　耳鳴りがおさまらないなか、ニトがトンファーをだらんと下げるのが見えた。

　彼女が放った炎ほのおの龍りゆう虎こは、たった数秒の咆ほう哮こうでかき消えてしまったのである。

「ニト！　ぼうっとするな！」

　クウゴの注意で、呆ぼう然ぜんとしていたニトは我に返り、自らに振ふり下ろされようとしていたアームブローカーの一撃をトンファーで受ける。

「──逃にげろ、メリナ！　こんなやつを倒すなんて無理だったんだ！」

　同じくクウゴも敵の攻こう撃げきをいなしながら、メリナに向かって声を張り上げる。

「それは、やる前から分かってたことよ」

　塔屋の上、メリナは逃げようともせず銃じゆうに心空子を注ぎ続ける。トリガロードの周りを回転する金属の軌き跡せきは、もはや眼で追えないほどに速まり、細くなった銃じゆう身しんを軸じくにぱちぱちとエネルギーを[image: 迸]ほとばしらせる。

　イグゼラドは屋上を揺らしながら、じわり、じわりと近づいてくる。

　長く、硬こう質しつに輝かがやく巨きよ人じんの腕。いつそれが三人のうち誰だれかに向けられてもおかしくない。

　いや、矛ほこ先さきが向かうとすれば、この場で最も心空子を有しているメリナだ。

「逃げないなら、早く撃うて！」

「ダメよ。心空子は完全に溜たまっていないし、この距きよ離りで撃っても倒せない」

　彼女の意志はかたくなだった。開いた目には、悲ひ愴そうな決意が宿っている。

「まさか、こんなタイミングで俺に邪禍のことを教えたのは──」

　死ぬつもり、だったからか。

　クウゴが何も知らないまま、邪禍を生む管律技師を目指さないように。

「どうして生きるのか……。あたしは、ずっと前から分からなくなってた。前にも後ろにも進めなくて、でも、ただ死ぬのは嫌いやだった。意味のある死に方をしたかった。こんなあたしの命を、百人の命と引ひき替かえに出来るのなら、それは素敵だと思わない？」

「よせ！　やめろー！」

「クウゴ。いつも前向きなあなたならきっと、管律技師でも、心空機士でもない、新しい夢を見つけられるわ」

　微笑ほほえんだメリナの瞳ひとみから、一筋の涙なみだが零こぼれた。

「だからどうか、真実を知ってもあたしみたいにはならないで」

　クウゴは悟さとった。メリナは作戦を決めた時から、こうなることを覚悟していたのだと。

　早く自分に群がったアームブローカーをなぎ倒し、メリナを止めなければ。

　だが、気持ちだけが焦ってもどうにもならない。急ぐあまり乱雑になったクウゴの隙すきを、アームブローカーの攻撃が突いてくる。

　瞬く間まに、クウゴの全身は傷と血にまみれた。

「少しでも命の危険を感じたら撤てつ退たいしろ。そう言ったのはお前だろうが！」

「……ゴメンね」

　小さく漏もれた、彼女らしからぬ謝罪。

　トリガロードに搭とう載さいされた《圧縮管コンプレツサ》の光が最大になるのと、イグゼラドが腕を大きく振り上げたのは、ほとんど同時だった。




　イレイズカノン。




　目を潰つぶさんほどの光の束が、トリガロードの銃じゆう口こうから放たれた。

　雲を震わすほどの爆ばく音おんが、光の後からやってくる。

　青白い、神聖さすら感じさせる輝きは一いつ瞬しゆんにして邪禍に到とう達たつ。

　光は巨大な頭部を貫かん通つうして、完全に消し飛ばした。

　消し飛ばす砲弾イレイズカノンの名にふさわしい威い力りよく。

　だが──その邪禍は大きすぎた。頭部を失っても、それ以外の部分は残る。

　振り上げられた腕は、重力に従うように下へと落下していく。

「メリナー！」

　イグゼラドの腕は、少女には当たらなかった。だが、足場だった塔とう屋やはばらばらに砕くだけ散ちり、メリナは空中へと吹き飛とばされる。

　彼女の背後には闇やみ。

　ビルは十階建て。行き着く先は三十メートル下の冷たいアスファルト。

　駄だ目めだ。死なせない。

　ツグミの操あやつるドット・アイが、目の前にいたアームブローカーに体当たりした。

　その隙にクウゴは相対していたアームブローカーを屠ほふり、ブーストブーツへの心空子注入を最大にする。

　一気に加速。クウゴは瓦が礫れきをよけながら屋上の縁ふちへたどり着く。

　──届け！

　メリナへと血だらけになった手を差し出す。

　しかし──そこからでは手の届かない位置に、彼女の身体は浮うかんでいた。

「うおおおああああああ！」

　クウゴの悲痛な叫びが、闇を響ひびかせた。




　世界は犠ぎ牲せいを求めている。

　犠牲を前提とした構造になっている。

　──だからその犠牲になることが、あたしの背負うべき罰ばつであり、責任なんだ。

　瓦礫の舞まう夜空。メリナはそっと目を閉じ、己おのれの過去を思い起こす。

　メリナの母方家系は、誰も心空管を使うことが出来なかった。心空子を作り出す臓器である肝かん臓ぞうが、遺伝的に弱かったのだ。その中でもメリナは特に恵めぐまれず、幼いころから重度の肝障害を患わずらっていた。

　放ほうっておけば大人まで生きられない、早々に肝かん移い植しよくが必要だ。そう医師は宣告した。

　肝臓は心臓などの臓器と異なり、生きている人間から一部をもらい、移植することが可能だ。しかしメリナの場合、父は血液型の相性が悪く、母は心空管の使えない自分の肝臓ではなく、誰かしら死んだ人間からの移植を待つことを望んだ。

「もう少し待てば、心空管が使えるようになるのよ」

　母は、自分の夢を託たくすかのように言った。

「うん！　あたし、お母さんの分もガジェットを使いこなしてみせるからね！」

　それは母だけでなく、メリナの夢でもあった。

　普ふ通つうの女の子になりたい。そんなささやかな夢。

　肝臓が良くなれば、何の不自由も無く学校に通える。

　ガジェットが使えれば、仲間外れにされることもない。

　友達と遊んだり、お菓か子しを食べながらくだらない話で盛り上がったり、テスト前に勉強を教えあったり、たまにはお泊とまりしたり旅行にいったりして──そういう同年代の女の子が当たり前のように持っている日常が、メリナは欲しくてたまらなかった。

　事態が急変したのは三年前。《黒死の悪夢》が起こった日だった。

　ドナー登録をしていた者があの事件で大勢亡くなり、本来もう少し後になるはずだったメリナにも移植の順番が回ってきたのだ。

　すぐさま手術が施ほどこされ、術後のメリナは順調に快復していった。

　キャンディ、チョコレート、ドーナツ、それにチュロス。肝臓を患っていたときには禁止されていた、糖分たっぷりの甘いお菓子も食べることが出来るようになった。

「メリナ！　今日もガジェットを持ってきたわよ！」

　母の浮かれようときたら大変なものだった。メリナに心空管のついたドライヤーや、音楽プレイヤー、携けい帯たいガジェットなどを渡しては、手当たり次第に動かさせた。

　心空管が光るたび、ガジェットが起動するたび、メリナはたまらなく嬉うれしかった。

　幸せだった。これであたしの夢は叶かなうんだと思った。

　しかし──ある日、メリナは気づいた。

　病院には《黒死の悪夢》で邪禍に襲おそわれ、重傷を負った人達がたくさん入院していた。腕うでや脚あしを無くした者、脊せき髄ずいを損傷し起き上がれなくなった者、未いまだに眠ねむり続けている者。

　彼らが集められた病びよう棟とうには、被ひ害がい者しやと家族のすすり泣く声が木霊こだましていた。

　その声は否いや応おうなく、《黒死の悪夢》で失われた命と、数え切れないほど生み出された悲しみを実感させた。

　胸が焼かれたように痛み、幸せな気分があっという間に霧む散さんした。

　──あたしがガジェットを使えるのは、いっぱい人が死んだからなんだ。

　──あたしは自分の幸せのために、誰かの不幸を期待していたのか。

　──なんて、なんて身勝手だったんだろう。

　その一方で、母は言う。

「これからはどんなガジェットでも動かせる。誰にも後ろ指をさされることはないのよ」

　生まれつきガジェットを使えなかった母がずっと差別を受けてきたことを、幼いメリナは知っていた。娘むすめに同じ想おもいをさせたくないと考えていたことも。

　しかし、母が喜ぶたびに、メリナは罪悪感を覚えるようになっていた。

（ママ……、あたしがこうしてガジェットを動かせるのは、誰かが死んだからなんだよ。あの《黒死の悪夢》で）

　何千、何万という命が犠牲となった事件。それが起こったことで喜んでいるあたし達。

　きっと、いつかその報むくいが来る──メリナはそんな予感に怯おびえた。

　そして、それは思いの外、早くやってきた。

「ママ……？」

　その日、病室を訪れた母には、いつもとは違ちがう、暗い影かげがあった。

「やあやあ、ここがメリナちゃんの病室？　薄うす暗ぐらいねえ。陰いん気きで息が詰つまるよ」

　母のあとに病室に入ってきたのは、メリナより少し上、十五歳くらいの少年だった。

　褐かつ色しよくの肌はだに燃えるような赤い髪かみ。軍服に似た、襟えりを詰めたジャケットを着ており、年ねん齢れいに似合わない、ひどく高圧的な印象があった。

　彼はベッドに背を預けたメリナを、紅くれないの瞳で見下すように観察した。

　その顔は、テレビで何度も見たことがあるものだった。

「……公こう爵しやくさま？」

「まだ小さいのに、よく知っているじゃないか。そう、十三貴族の一人、アイオーンとは僕のことだよ」

　大国ヴィクトルを支配する十三貴族。その中でも上位の、王を選出する権利を有する三大公爵家の一つ、アイオーン。

　彼は若くして、その権限全てを受うけ継ついだことで知られていた。

　アイオーン公は突とつ然ぜん持っていた花束を床ゆかに落とし、一つ一つの花をぐしぐしと踏ふみつぶしはじめた。

「な、なにをしているんですか……？」

「んー？　いやあ、この部屋から死体みたいな臭においがするからさ。こうやって香かおりを変えようかと思って。……あ」

　アイオーンはうっかりしていた、とでもいうかのように自分の頭を叩たたいた。

「しまった。これお見み舞まい用の花束だったっけ？　ん、まあいいか。お見舞いなんて元々形だけだったんだし」

　薄うすく笑う彼に、メリナは悪お寒かんを止められなかった。

　三分も経たないうちに、彼は自分とは価値観を異にする人間だと思い知らされた。

　助けを求めて母を見たが、視線を返してはくれない。

　いつも自分の味方でいてくれる母が、何も出来ずにいる。メリナは恐おそれおののいた。

　三大公爵家に意見できる人間など、それこそ国王以外にはいないのだ。

　公爵は折りたたみ椅い子すを乱暴に片手で押し開くと、背もたれを前にして逆に腰こし掛かけた。

「キミ、心空機士になりなよ」

「心空機士……？」

　唐とう突とつで、思考がついていかなかった。

　心空機士と聞いてすぐにメリナが思おもい浮かべたのは、やはり《黒死の悪夢》だった。

　あの事件でも、大勢の心空機士が邪禍と戦い、命を落としたという。

　そんな命がけの仕事を、どうしてあたしが？

　そもそも、肝臓を移植されるまで、ガジェットすら使えなかったのに。

　びくつくばかりのメリナに、アイオーン公は笑顔を向けてきた。

「あー、いきなりこんなこと言っても意味わかんないか。こないだキミに移植された肝臓なんだけどさ、心空機士団にいた、ちょっとすごいヤツのだったんだ。死んだら僕が保管しておくつもりだったんだけど、手を回すのが遅おそくなっちゃってさ」

　破顔している公爵の、しかし細めた目の奥は全く笑っていなかった。

「断るならそれはそれで構わないよ。その場合は僕にも考えがあるから」

　公爵がチラリと母に目を向ける。それだけで母は、今にも倒たおれそうなほど青ざめた。

　その表情は、幼いメリナにも現実を理解させた。

　ヴィクトルを、さらには世界を牛ぎゆう耳じっている公爵からの命令。選せん択たく肢しなどないのだ。

「分かりました……。機士団に入ります……」

　消え入りそうな声を聞いた公爵は、悪びれた様子もなくメリナの頭を撫なでた。

「お利口そうな君なら、そう言ってくれると思った。優しい子だね、偉えらい偉い」

　公爵が病室を出て行くと、母はメリナに泣きながら謝った。

「ごめんなさい。こんなことなら、たとえ出で来き損そこないでも私の肝臓をあげれば良かった」

「……分かってるよ。ママはあたしに辛つらい思いをさせたくなかったんだよね。あたし、分かってるから」

「メリナ……」

　母はメリナの言葉に、少しだけ救われたように顔を歪ゆがめた。

　しかし、メリナ自身を救ってくれるものは何もなかった。

　メリナはこのとき『ああ、もう母にすら甘えられないんだな』と思った。

　ニュースは連日のように《黒死の悪夢》を報道していた。

　人の殺されるシーンこそ映されなかったものの、人間の何倍もある邪禍が街路樹や家屋を壊こわして突つき進すすむ姿はメリナの感情を恐きよう怖ふに染め上げていった。

　これから、あたしはこんなものと戦うの？

　絶対に無理だ。どんなに心空子放出量が多かろうと、どんなに優すぐれたビートガジェットが使えようと、すぐに死んでしまうに決まっている。

　怖こわい。毛布を被かぶり、激しい動どう悸きを抑おさえる日々が続いた。罪悪感からか、母がメリナの病室を訪れる回数は減ってしまった。もう、無む邪じや気きにガジェットを持ってきたりもしない。

　メリナの身体からだはそれでも日に日に快復し、機士団への入団は刻一刻と迫せまる。

　病室に珍めずらしく見舞い客きやくが来たのは、退院を三日後に控ひかえた日のことだった。

「だれ？」

　ノックのあとに入ってきたのは、片眼めに眼帯をつけた二十代後半の男性だった。

　ソリッドジャケットを着ていたので、メリナにはすぐに心空機士だと分かった。

　眼帯をつけ、髪をオールバックにした、驚おどろくほど無表情な男だったが、アイオーンに感じたような恐ろしい印象はない。無愛想な片眼の奥には妙みような清すが々すがしささえある。

「ロンドンの心空機士養成所で教官をしているハリス・ロングシアーという。君の指導を担当することになるので、よろしく」

　握あく手しゆを求めてきたので、メリナはそれに応こたえた。

「あたしを迎むかえにきたんですか？」

「いいや、それは三日後だ。今日は君に渡わたすものがあって来た」

　差し出されたのは、銃じゆう身しんの大きな拳けん銃じゆう。冷たく光る金属で構成されたフォルムは造形美に満ちていた。

「トリガロード。君がこれから使うことになる銃じゆうだ」

「こんなもの……」

　美しい。けれど、その銃はメリナを戦場へと向かわせる切きつ符ぷに等しい。手の平に載のせられた金属の重みは、想像以上だった。

「もう一つある」

　ハリスはそう言うと、胸のポケットからネックレスを取り出した。それは革かわ紐ひもに心空管が結びつけられた、シンプルなものだった。

「綺き麗れい……」

　その心空管は琥こ珀はく色いろに光っていた。とても優しく、温かい光。

「翡翠管ネフライザー。君に肝かん臓ぞうを差し出した男──レノンが身につけていた、通信用の心空管だ」

「通信用？　この心空管、なにかと繫つながっているんですか？」

「この片割れを持っているのは、ある少年だ。《黒死の悪夢》で家族を全員失い、自身も研究所から漏もれ出した有害物質を吸い込んでしまい、重体だと聞いている」

　ハリスはそのあとも淡たん々たんと事務的に、翡翠管ネフライザー、そして翡翠管ネフライザーに連動している琥珀管セラアンバーの仕組みについてメリナに語った。

「少年は毎日のように、琥珀管セラアンバーに心空子を流している。おそらく、レノンが死んだことを知らないのだろうな。だが、私では翡翠管ネフライザーを光らせてやることは出来ない。レノンの肝臓を持っている君なら、話は別だがね」

「あたしにどうしろと……？」

　ハリスはそっと、翡翠管ネフライザーをメリナの手に握にぎらせる。

「持っていろ。あとは君の自由にしてくれれば良い」

　ハリスがいなくなり、一人になったメリナは翡翠管ネフライザーを見つめながら考えた。

　自由──何を言っているのだろう。

　心空機士になることを義務づけられたあたしに、もはや自由なんてないのに。

　家族さえも訪れなくなった病室で、孤こ独どくなメリナは卑ひ屈くつに笑った。

　退院と同時に、メリナはロンドンの心空機士養成所に入った。

　訓練は苛か烈れつを極きわめた。元が病弱だったメリナは通常のプログラムについていくことすら困難だった。毎日、身体を酷こく使ししきって、泥どろのように眠った。

　他ほかの訓練生と友達になれればいいなと淡あわい期待を懐いだいていたが、最初から四連テトラシステムを使え、公爵のお墨すみ付つきまでもらっているメリナを、誰だれも良い顔で迎えてはくれなかった。

　教官であるハリスが使うボルトロード、その姉妹機たるトリガロードを託たくされていたことも、周りの訓練生から見れば気に入らない理由の一つだっただろう。

　良くて無視。面と向かって罵ば倒とうされるくらいは当たり前で、暴力を行使されることもあった。メリナの顔や身体にはいつも、訓練以外でつけられた痣あざがあった。

　世界は残ざん酷こくで、理り不ふ尽じんだ。誰も自分を味方してはくれない。

　──心空機士になんて、なりたくてなったわけじゃないのに。

　暗くした自室のベッドで、メリナが一人泣いていた時だ。

　薄暗い部屋の中で、ぼうっと光が瞬またたいた。

　何だろう。起き上がり光源を探すと、そこにはハリスから渡された翡翠管ネフライザーがあった。

　それは、ほんの気まぐれだった。

　オレンジ色に輝かがやく翡翠管ネフライザーに、メリナは心空子を流してみた。

　するとネックレスにつけられた心空管は、光を青く変えた。

　綺麗だとは感じたが「これは自分の心空子じゃない」という思いの方が勝った。

　どうせこれは借り物の心空子だ。元々の持ち主はすでに死んでしまっている。

　あたしはもう、幽ゆう霊れいみたいなものかもしれない。ふと、そんな考えがわき上がった。

　そう。死んだ人間の代わりに生まれた、幽霊。

　幽霊ならば、何も怖くない。心空機士としてこの命を差し出すことさえも。

　そんな風に、自じ暴ぼう自じ棄きに考えた時だった。

　青かった心空管が──もう一度オレンジに光ひかり輝いたのは。

　その変化に、メリナはハッとさせられた。

　ハリスの言ったとおりだ。この心空管は世界のどこかと繫がっている。

　そう実感できた。温かな光からは、遠くにいる誰かの意思を感じた。

　この心空管の片割れを持つという少年は、《黒死の悪夢》で家族を失ったという。

　そして、自身も身体を毒に侵おかされ、苦しんでいるのだと。

　光を送ってきた少年も、自分と同じように、過か酷こくな運命と闘たたかっている。

　いや、あたしよりも残酷な世界で闘っているんだ──メリナはそう思った。

　それからしばらく経たち、訓練のあとハリスに琥珀管セラアンバーを持つ少年の名を尋たずねてみた。

　だが、教えてはもらえなかった。

『翡翠管ネフライザーが君にとって何らかのモチベーションに繫がれば、とは思った。だが、必要以上に踏ふみ込むべきではないだろう。少年にも新しい生活があるのだからな』

《黒死の悪夢》以来、少年は入院を続けていたが、近々故郷である日本に戻もどる予定なのだという。

　退院できるほどには快復したんだ。良かった──胸をなで下ろす反面、疑問にも思う。

　彼はまだ、レノンが生きていると思っているのだろうか。いくら何でもそうとは考えにくいが、未いまだに翡翠管ネフライザーは定期的にオレンジに光り続けていた。

　レノンが死んだと知りながらも、青色を返してくる心空管に希望を懐いだいているのかも。

　──あたしはレノン・シダルハートの代わりに過ぎないけれど。

　そして自分が、心聖機士ビートパラデインであった彼と同じように邪禍を倒せるかは分からないけれど。

　この心空管を光らせて、少年の希望を守ることくらいなら出来るかもしれない。

　メリナは時おり、遠く離れた日本に想おもいを馳はせるようになった。

　半年の養成期間が過ぎ去った。

　正式入団を目前に控え、メリナは五人の訓練生をトレーニング・ルームに呼び出した。

『何だよ、このクソ忙いそがしい時期に』

『全く、さっすが教官と公こう爵しやく様のお気に入りはワガママねえ』

　彼らは、いつもメリナに敵対心を向け、攻こう撃げきしてきた者達だった。

　メリナは一度も作ったことがないほど勝ち気な表情で、挑ちよう発はつ的に笑った。

『決着をつけましょう。あたしの待たい遇ぐうが本当にひいきだったのか、分からせてあげる』

　各おの々おののビートガジェットで打ちかかってきた彼らを、メリナはトリガロードで全員撃うち倒した。手加減をしても勝てるほど、すでにメリナの強さは他を圧あつ倒とうしていた。

　己おのれを虐しいたげてきた者達を倒すことで、ようやく覚かく悟ごができた。

　ジャケットの内ポケットにしまった翡翠管ネフライザーを取り出し、強く握りしめる。

　邪禍と戦うには、この理不尽きわまりない世界で抗あらがうには、優しさなど邪じや魔まなだけ。

　あたしの優しさは全て切きり離はなして、この翡翠管ネフライザーの中に閉じ込めよう。

　翡翠管ネフライザーを光らせ続ければ、少年を騙だますことになる。でも、今はそれでいい。

　いつか元気になった少年に会ったそのときは、真実を告げ、そして謝ろう。

　今は少年の希望であり続けること。それが命をもらったあたしの罪であり、責任だ。

　メリナはがむしゃらに戦った。だが、養成所で訓練生を病院送りにしたことは噂うわさで広まっており、ヴィクトルの支部では上手く馴な染じめなかった。

　だから日本への転属を希望し、メリナは大ダイ輪リンにやってきた。

　もしかしたらどこかで少年と会えるかもしれない。そんな期待を胸に抱いだいて。

　そして心空管の真実を知ってからも、必死に戦い抜ぬいた。

　しかし──

　そんな戦いの日々も、今日で終わりだ。

　空中を漂ただよいながら、メリナは思う。

　明日あした、光を返さなくなった琥珀管セラアンバーを見て少年は、悲しむだろうか──

　メリナは心の中で想いを打ち消した。少年が悲しむとしたら、自分の死に対してではない。彼の命の恩人だという心空機士──レノンが光を返さなくなったことに対してだ。

　改めて感じる。自分はどこまでも孤独なのだと。

　少年に真実を打ち明けられなかったのは心残りだけれど、仕方がない。

　ようやく最後の罰ばつが、自分に下されようとしている。それを甘んじて受けるだけだ。

　そこで──メリナは自分の身体が、何か温かいものに包まれていることに気づいた。

　目を開くと、そこにいたのは──クウゴだった。

　彼は何故か、メリナの身体からだをきつく抱だきしめていた。

　その状じよう況きように驚けるほど、思考は鮮せん明めいではなかった。

　ただ、なんて馬ば鹿かなことを、と思った。

　このまま落下すれば、二人とも死んでしまう。

（……いや、一番馬鹿なのは、あたしか）

　あたしみたいな人がいるから──いろんな人が犠ぎ牲せいになってしまうんだ。

　あたしは最後の最後で、クウゴまで道連れにしてしまった。

　空むなしさと悲しさに胸が潰つぶされそうになり、メリナはクウゴの身体を抱きしめ返した。

　と、そのときだった。

　空気抵てい抗こうにあおられた彼の胸元から、革紐につながれたネックレスが飛び出した。

「あ……」

　ネックレスには、メリナの持つ翡翠管ネフライザーとよく似た心空管がぶら下がっていた。その心空管は、クウゴの心空子を受けて、暖かな琥珀色に光っている。

　その光はメリナの心に入り込み、黒く横たわった重荷を溶とかしていくように感じた。

（……そっか）

　メリナは、全てを悟さとった。

　ずっと会ってみたいと思っていた少年。それがクウゴであったこと。

　そして──

（あたしは翡翠管ネフライザーを光らせることで相手の救いであろうとしてきたけれど……）

　それは違ちがった。

（あたしはいつしか、翡翠管ネフライザーがオレンジに光るのを楽しみにしていた）

（あたしはずっと、この温かな光に救われていた。勇気をもらっていたんだ）

　この光の中で死ねるのなら──自分の人生も悪くなかった。

　メリナはそう思って目を閉じた。




　髪かみの間を強い風が吹ふき抜けていく。

　──なにやってるんだろうな。

　メリナを抱きしめながら、クウゴはそう思った。

　彼女を守ろうとしたことに後こう悔かいはない。

　ただ、このまま落ちるだけなら二人とも命はない。

　地面に叩たたきつけられるまで、あと五秒もないだろう。

　しかし、神経が研とぎ澄すまされているためか、その数秒間はやたら長く感じられた。

　レノンはその命を引ひき替かえにして、多くの人を救ったというのに、自分は命をかけても彼女一人すら救えないのか。それが堪たまらなく悔くやしかった。

『諦あきらめるのか、クウゴ』

　そのとき──どこからか、声が聞こえた気がした。

　それは間ま違ちがいなく、レノンの声だった。死の間ま際ぎわには幻げん聴ちようも聞こえてくるものらしい。

　やけくそになって、心の中で応える。

　仕方ないだろう──自分には彼女を救えるだけの力がないんだから。

『本当にそうか？　お前がその手に握にぎっているものは何だ？』

　この期ごに及およんでも、クウゴはブレイドグラフィーを手放してはいなかった。

　だが──この剣けんで何が出来る？

　まるで自分の思い通りに動いてくれない、この剣一つで。

『出来るさ、何だって』

　その言葉で、まだ一いち縷るの望みが残されていることに、クウゴは気づいた。

　危機的状況。しかし心空管を五つとも光らせることが出来れば、あるいは──

『証明してみせろ。夢を望みさえすれば、何だって出来る可能性があるってことを』

　ああ、そうだなレノン。

　やれるだけやってみるさ。これまでだって、諦めずにそうしてきたんだ。

「うおおおおおおおお！」

　クウゴは目前に迫せまった地面に、剣の刃はを突つき出だした。

　光ってくれ、心空管。

　応えてくれ、ブレイドグラフィー！

　全てを背負い込ませたままで、こいつを、メリナを死なせられるか！

　地面に剣が触ふれ、世界の重力が反転したかのような感覚が肉体を包み──

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、闇やみを五つの光線が貫つらぬく。

　ブレイドグラフィーの心空管は、一いつ斉せいに本来の輝きを取とり戻した。




「…………メリナ。……なあ、メリナ」

　優しい声で呼ばれて、メリナは薄うすく目を開いた。

　クウゴが自分を支え、抱いていた。その温ぬくもりには、生命の感かん触しよく。

　風景も、街路樹とブロック、アスファルトで構成された、見慣れた大ダイ輪リンの舗ほ道どうだ。

「どうして……？　あたし達、生きてる……？」

　クウゴは肩かたをすくめて言う。

「ああ、なんとかな」

　メリナは視線をブレイドグラフィーに注いだ。その心空管が放つ、五つの光。

　生きている理由を探すとすれば、この剣以外に存在しない。

「……アンチグラム。あんなタイミングで発動させるなんて」

　クウゴがとっさに実現したこと。

　それはおそらく、ブレイドグラフィーによる『落下エネルギーの相殺』だ。
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　メリナを自らの足で立たせると、クウゴはもう一度彼女を抱きしめた。

「お前な、なんでもかんでもひとりで抱かかえ込んでんじゃねーよ」

「クウゴ……」

「心空管が邪禍を生み出す？　その事実を十三貴族が隠かくしてる？　だったらなんだ。それでどうしてお前が絶望して、命を投げださなきゃいけないんだ」

　メリナは戸と惑まどいながらも答えを返す。

「だって、世界は心空管で回ってるのよ？　邪禍を倒たおすためのビートガジェットですら、結果的に邪禍を生み出してしまう。そんな前にも後ろにも進めない世界で、どうしたら未来を見られるって言うの？　どうすれば生きていけるって言うの？」

「前にも後ろにも進めなくなったのなら──俺なら上に跳とぶぜ」

「…………何よ、その馬鹿みたいな例え」

　クウゴは何一つ迷いのない声で返してくる。

「馬鹿みたいでいい。お前はそうやってひとりで悩なやんでいるから、分からなくなるんだ。ニトも、ツグミも、俺だってそばにいるんだぜ？　答えが見つからないのなら、頼たよってくれたら良かったんだ」

　メリナの肩に手を置いたまま、見つめ合ったクウゴは笑った。

「そうしたらお前を苦しめている不条理なんて、俺の新しん機き軸じくでくつがえしてやる」

　瞳ひとみから、再び涙なみだがこぼれた。もう冷たくない、温かい涙が。

　少年に会うことが出来たら、メリナは訊きいてみたいと思っていた。

『あなたはこの世界に、一つでも希望を見いだせていますか』と。

　もはや、訊くまでもない。

　あの悪夢で家族を失っても、親友を亡なくしても、重い後こう遺い症しようを抱えても──

　少年は、これっぽっちも絶望なんてしていなかった。

　──信じていいのかな。

　メリナは涙を拭ふきながら、胸に希望が宿っていくのを感じた。

　──あたしも、持っていいのかな。

　このどうしようもない世界に、ほんの少しだけの夢を。




　クウゴが彼女から離はなれようとした瞬しゆん間かん──ズゥン、と地面を衝しよう撃げきが駆かけ抜けた。

「な、なんだ？」

　舗道に大きな亀き裂れつが生じる。メリナの肩を離して衝撃の原因を確認すると、そこには頭をなくした邪禍《イグゼラド》の巨きよ体たいが横たわっていた。

　イレイズカノンで視力を失ったためにふらつき、狭せまい屋上から滑すべり落ちたのだろう。

　頭部がないとはいえ、胴どうと手足は健在だ。イグゼラドは路上に停とめられていた車を潰しながら、ゆっくりと手をつき、腹ばいの状態から起き上がろうとしている。

「イレイズカノンでも倒せなかったの？」

　メリナが絶望の声を漏もらしたとき、

「クウゴせんぱぁーい！　メリナせんぱぁーい！」

　半泣きの声が上から降ってきた。

「あれ、生きてるっス!?」

　ドット・アイに乗ったニトが、アルファタワーから二人のもとへとやってくる。

　そばに来たドット・アイからはツグミが鼻をすする音もする。

『うわあああ、良かっだよー。二人とも死んじゃっだかと思っだよー！』

　音声だけだが、こちらはどう考えても大泣きしている。

「クウゴ先せん輩ぱい、ついに五連ペンタシステムを使えるようになったんスね！」

　ニトが光っている五つの心空管を指差すので、クウゴは強く頷うなずいた。

「ああ、ようやくな。アンチグラムを使えたおかげで無事だったんだ」

　屋上から飛び降りる前に負った腕うでや胸の傷は痛むが、それほど深くはなさそうだ。

「先輩ってば、ピンチに強いっスねえ！　ニトが訓練で筋肉をつけてあげた成果がここに来て出たっスね！」

『ニトぢゃーん、ぎんにぐはがんげいないと思うよー』

　従妹いとこによる泣きながらのツッコミに思わず頰ほおが緩ゆるむが、クウゴはすぐに引き締しめた。

「飛空艇は無事か？」

　ニトは球形のガジェットに乗ったままで、イグゼラドに顔を向ける。

「屋上に残っていた邪禍は一いつ掃そうしたっスけど、問題はコイツっスよ」

　ビルの五階にさしかかるほどの長身を起こした邪禍は、その両りよう腕うでを折れ曲がったいびつな刀に変化させた。失われた顔面もまた、胴どう体たいから絞しぼり出されるように復元されていく。

　ゲケケゲケケゲケ──

　笑い声のようにも聞こえる、不気味な吐と息いきがビルに反射し響ひびき渡わたる。

　クウゴは五連ペンタシステムを起動したブレイドグラフィーの刃に、心空子を凝ぎよう縮しゆくした。

「歯車の累乗剣ギア・フアクトリア！」

　剣を振ふり抜ぬくと、バアッと光の一いつ閃せんが生まれ、邪禍へと突き進すすむ。

　御樹根島で、レッドホーネットを吹き飛とばした技だ。

　威い力りよくは充じゆう分ぶん。しかし閃せん光こうが邪禍に到とう達たつせんとしたとき、半はん透とう明めいだった邪禍の身体からだが一いつ瞬しゆんにして濃こい漆しつ黒こくに色づいた。その表面は、節のある甲こう殻かく類るいのような外がい殻かくに変化する。

　邪禍に命中したその一いち撃げきは、しかし表面すら突き破やぶることなく、消しよう滅めつしてしまう。

「全身を硬こう質しつ化したのか……！」

　あっけにとられたクウゴに、メリナもまた呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「イレイズカノンに消されかけて、学んだんだわ。ただ大きいだけじゃ駄だ目めだって」

「……要するに、もう並の攻こう撃げきじゃ傷さえもつけられないってことだな」

　異常な進化。驚きよう異い的な学習速度だ。

　これも人間の記き憶おくを内包するといわれる心素を、大量に吸収したからだろうか。

　生み出された三つの眼めがクウゴを捉とらえ、巨きよ大だいな曲刀になった右みぎ腕うでが振り下ろされる。

　クウゴはブレイドグラフィーを上げると、アンチグラムを発動。

　自分の背よりも倍は長い、超ちよう重量の刃を受けとめた。

　そこへイグゼラドの激しい咆ほう哮こうがきた。先ほどの戦せん闘とうではニトの火か炎えんすらもかき消した風圧に押され、機士達は全員揃そろって後ろへ吹き飛ばされた。

　運動エネルギーを相殺するアンチグラムであるが、さすがに衝しよう撃げき波はまでは受けられない。

「これはさすがに打つ手なしっスかねえ……」

　ドット・アイから落ちて痛めたらしい背中をさすって、ニトがぼやく。

「そうね……。最大出力のイレイズカノンでも倒せなかった。飛空艇は助けられたんだから、もう香港から来る救きゆう援えんを待つしかないわ」

「そりゃそうだけど……、あいつがそれを待ってくれると思うか？」

　イグゼラドが空へと吠ほえ、空気が軋きしむ。

　クウゴ達を睨にらむ三ツ眼。怒いかりの矛ほこ先さきは完全にこちらを向いている。それほど動作が俊しゆん敏びんとも思えないが、歩ほ幅はばがあまりに違ちがう。舗道を逃にげれば追いつかれるし、屋内に逃げ込めば建物ごと潰つぶされて終わりだろう。

『こんなのを放ほうっておいたら、街をめちゃくちゃにされちゃうよー』

　ツグミの言う通り。この巨体が歩き回れば、浅い地下シェルターは崩くずれるかもしれない。

　それに敵は心素をエネルギーとする。超ちよう高こう層そうのメガアンプに手が届かない以上、次に狙ねらわれるのはメガアンプと独立した心素供給システムを持つ施し設せつだ。全員の避ひ難なんが不可能な病院や、基地の機構戦略室だってそれに該がい当とうする。

　ここで戦いを投げ出すわけにはいかないのだ。

　考えろ。クウゴは口に手を当て、集中する。

　──こいつの装そう甲こうを突き破る方法が、何かあるはずだ。

　トリガロードのイレイズカノンよりも高出力で──

　ブレイドグラフィーの歯車の累乗剣ギア・フアクトリアよりも鋭するどい攻撃──

　これまでの戦闘を一つ一つ思い出しながら、一いち縷るの可能性を探り出す。

　──あるはずだ、絶対にこいつを倒す方法が。見つけられるはずだ、きっと。

　メリナにも言った。自分の、新機軸でくつがえしてやる、と。

　彼女の見ている、残ざん酷こくで理り不ふ尽じんな世界を。

　そのとき──脳のう裏りに鮮あざやかな閃ひらめきが生まれた。

「……打つ手なら、ある」

「本当に？」

　メリナが驚おどろきの声をあげる。

　これしかない、と思えるほどのアイディアだった。

「ああ。でも問題は、こっちが用意している間、相手が止まっててくれないことだな」

　地面を揺ゆらし、威い圧あつするようにこちらへと向かってくるイグゼラド。

　──他ほかの手段を考えるしかないのか？

　再び襲おそってくる巨大曲刀の一撃に備え、ブレイドグラフィーを構えたとき──

　後方より真しん鍮ちゆう色の輝かがやきが飛び出した。

　それは、心空子で形成されたチェーン。一瞬にして邪禍の大刀を縛しばった鎖くさりは、周りのビルまで巻き込んで、イグゼラドを蜘蛛くもの巣す状にがっちりと拘こう束そくする。

　そんなことが出来る人間は、ひとりしかいない。

「無能な部下を持つと苦労しますね。報告、連れん絡らく、相談もせずに勝手ばかり」

　鎖をたどった先では、目立つ服装をしたシルクハットの男が苦笑していた。

「五連ペンタシステムを使えるようになっていなければ、クビにするところでしたよ」

「ギル団長……！」

　嬉うれしさで思わず笑ってしまう。駆け寄よろうとしたクウゴを、ギルはクロック・ロッカーを操あやつっているのとは逆の手で制止する。

「話は後です。戦いを始めたからには、最後まで責任をもってください」

　ずずず、とギルが前へと引っ張られ、高そうな靴くつの底が地面とこすれる。

　イグゼラドが、鎖に縛られながらも両腕を前へと突つき出だしたのだ。いくつかのビルを経由させ緩かん衝しよう材ざいにしているにもかかわらず、鎖は今にもちぎれそうなほど張はり詰つめている。

　邪禍の、刀に変形していた両手が元の形状に戻もどった。

　胸の前に出された十本の指。その指から突とつ如じよ、黒いＶＯＲＭ細さい胞ぼうが飛び出した。

　それらは激しくぶつかり、圧縮されながら球形にまとまっていく。

「まさか──イレイズカノンの真似まねをしようとしてるのか？」

　当然、仕組みは全く異なる。だが、力を蓄ちく積せきし、放つ。

　こんな動きはこれまでの邪禍には見て取れなかった。

　やはり敵は、恐おそろしい速度で成長している。

　解き放たれれば全てを跡あと形かたもなく粉ふん砕さいするであろう弾だん丸がんを、無心に練り続ける邪禍。

　荘そう厳ごんさすら感じさせるその姿に、クウゴは改めて戦せん慄りつした。

　何としても、ここで倒たおさなければならない。

「メリナ。トリガロードの《圧縮管コンプレツサ》を貸してくれ」

　ブレイドグラフィーに搭とう載さいされた心空管の一本、《強化管エンハンサー》を外しながら頼たのむ。

「《圧縮管コンプレツサ》って……、心空子を溜ためるつもり？　そんな時間なんて──」

「心配いらない。もう、解わかったんだ」

　クウゴはメリナから《圧縮管コンプレツサ》を受け取ると、空きの出来たスロットへ差し込む。

「俺がどうしてブレイドグラフィーを──五連ペンタシステムを使うことが出来るのか」

　心空管を入いれ替かえたブレイドグラフィーを構え、告げる。

「証明する。この世界は、メリナが思っているほど悪くないってことを」

　クウゴの周囲に星ほし屑くずのような煌きらめきが散らばり、白く冷たい霞かすみが身体を包んでいく。

「これは──もしかして心素？」

　メガアンプのそばを囲んだ排はい出しゆつ口から出ているものと同じ、白い霞。

　肉眼で捉えられないミクロの粒りゆう子し《心素》が集まり、空気中の水分を冷やす。

　そして白い霞に混じってきらきらと瞬またたく星屑は、両親が研究していた巨大心空管の中に漂ただよっていた光と同じものだった。

「《黒死の悪夢》のときに破は壊かいされた心空管──レトロアクタの残ざん滓しが、この身体には棲すみついている。俺が五連ペンタシステムを使えるのは、体内のレトロアクタが細胞と同化して、心素を心空子へと再さい変へん換かんしていたからだったんだ」

　メリナが息を吞のむ。

「使われなかった心素をリサイクルし、再び心空子として利用するシステム──」

「心空管レトロアクタ。それが俺の体、そして心に宿る《夢》だ！」

　心空子を心素に変換することでエネルギーとするのが心空管。

　クウゴの肉体はその真逆の作用を持つ、反心空管とでもいうべき存在。

　心空管と対ついとなり、組み合わさることで、心空子と心素を回転させ続ける。

　心素を放出せず、邪禍を生み出さない。

　それが、すなわち邪禍を根絶する心空管《永劫回帰管レトロアクタ》。

　大ダイ輪リンには心空子から生み出された心素が溢あふれている。

　おまけに今は、イレイズカノンによって放出されたメリナの心素も周囲を漂っている。

　それらを己おのれの心空子に転化すれば、圧あつ倒とう的てきな心空子量を得ることが出来る。

　これこそが、クウゴが人間を超ちよう越えつした心空子を操り、五連ペンタシステムを動かせる理由。

《永劫回帰管レトロアクタ》の力があれば、この《圧縮管コンプレツサ》でさえもすぐに満タンに出来るはずだ。

「くっ」

　だが、ひとつ計算外もあった。

《圧縮管コンプレツサ》に心空子が溜まれば溜まるほど、ブレイドグラフィーにつけられた歯車の回転が増していく。剣けんを持つ腕に強い振しん動どうが伝わり、裂れつ傷しようがみしみしと痛む。

《圧縮管コンプレツサ》の代わりに取り外した《強化管エンハンサー》には、持ち主の筋力を強化する効果があった。

　それを失った今、傷ついたクウゴの力ではこの振動を支えきれない。

　手からブレイドグラフィーを離はなしてしまえば、また一から入れ直しだ。

　しかし《強化管エンハンサー》以外の心空管はどうしても外せなかったのだ。

　このあとの一撃を放つためには。

　剣の柄つかを握にぎっている感覚がなくなっていき、指の隙すき間まが開き出す。

　──くそっ、あと少しなのに！

　そのとき、白の霞で冷えた手ての甲こうに、温かな感かん触しよくが載のせられた。

「何でもひとりでやろうとしないでよね」

　横に立った少女の手が、剣を握ったクウゴの手を上から包み込む。

　振しん動どうが抑おさえられ、同時に彼女の想おもいが心空子として流れ込んできた。

「メリナ、お前」

「……ふん。あたしも少しだけ、あなたと同じものを見てみたくなったのよ」

　前を向いたまま、照れたように言うメリナ。

　二人の心空子が合わさったことで、充じゆう塡てんがさらに加速していく。

　剣は四つの手がしっかりと支えている。これならば──いける。

「いっけぇ、先せん輩ぱい達！」

　ニトが拳こぶしを突き上げる。

　クウゴとメリナは、強大な邪禍と向き合う。

「五連ペンタシステム、出力最大！」

　システムを完全にコントロール下に置いている今なら、撃うてるはずだ。

　ブレイドグラフィーを最強のビートガジェットたらしめている、歯車の累乗剣ギア・フアクトリア。

　──その奥義すらも超越した、全てを斬きり裂さく一いち撃げきを。

　抗あらがう邪禍に耐たえきれなくなったクロック・ロッカーの鎖が砕くだけ散ちり──

　イグゼラドの手の平から、漆しつ黒こくの砲ほう弾だんが放たれる。

　敵の攻こう撃げきが眼前に迫せまり来るなか、二人の心空子が五本の心空管を駆かけ抜ぬけていく。

《歪曲管デイストーシヨン》は銅色の刀身に邪じやを討うち滅ほろぼす力を付加し、

《物理管フランジヤー》は物理法則を無視した高速の剣撃を可能とし、

《圧縮管コンプレツサ》は心空管に留とどめていた高こう濃のう度どの心空子を放出し、

《固形管フエイザー》はその心空子を研とぎ澄すまされた刃やいばへと形成し、

《残響管リヴアーブ》は心空子の刃を前方の敵めがけ解き放つ──！

　イレイズカノンの機構を取り込み、ブレイドグラフィー本来の性能を凌りよう駕がした──

「──全てを消し飛ばす歯車の累乗剣ギア・フアクトリアル・イクスイレイザアー！」

　レトロアクタ、五連ペンタシステム、ブレイドグラフィー。

　複雑に、がっちりと嚙かみ合った運命の歯車が、超ちよう高こう速そくで回転する。

　その勢いすら剣のスピードに上乗せし、二人の手はブレイドグラフィーを振ふり抜いた。

　──心空子は、人の心が生むエネルギーだという。

　ならば今、刃となって振り放たれた光の一いつ閃せんは。

　クウゴ、メリナ、そしてこの街に生ける全ての心を累るい乗じようした一撃だ。

　剣から放たれた閃せん光こうは、空と大地を繫つなぐほどの光の直線となり──

　邪禍の放った漆黒の砲弾と衝しよう突とつ。

　一いつ瞬しゆんの拮きつ抗こう、だが二人の生み出した光は闇やみの砲弾を一気に蹴け散ちらし、消し飛ばす。

「切きり裂け！　ブレイドグラフィー！」

　そのまま剣けん閃せんは邪禍へと一直線に突き進すすみ──

　禍まが々まがしい巨きよ体たいを、真っ二つに切り裂いた──！

　耳をつんざく断だん末まつ魔まの叫さけび声をあげて。

　イグゼラドはぼろぼろと崩くずれて塵ちりとなり、闇深き夜へと還かえっていく。

「やった……」

　大量の心素を心空子へと再変換し、力ちから尽つきたクウゴを抱だき留とめたのは、メリナだった。

「おつかれさま、クウゴ」

　のぞき込んでくるメリナに向かい、クウゴは最後の力を振り絞しぼって笑った。

「たまには前を向いてみるのも、悪くなかっただろ」

「……うん」

　二人の安あん堵どを示すようにしぼみゆく、ブレイドグラフィーの光。

　心空管の光と闇。

　両面を包み込んで動く街──大ダイ輪リン。

　その長く辛つらい夜が、まさしく終わろうとしていた。







　《終章》







　ストリボーグ救出作戦の翌日。心空機士とウルカヌスの研究員が事後処理に追われるなか、クウゴ、ニト、ツグミは機士団寮りようのラウンジに集まっていた。

「俺達だけだらだらしてていいのかなあ。メガアンプの修しゆう繕ぜんとか、マスコミへの対応とか大変そうだけど。街へのエネルギー供給も、完全には復旧してないんだろ？」

　昨日の飛ひ空くう艇てい救出は明確な命令違い反はんだった。成功したから万ばん事じ問題なし、というわけにはいかないだろう。ソファに座っていても、どうにも落ち着かない。

「いいんじゃないスか。ニト達は命はったんスから」

　一方で隣となりのニトは、クウゴの肩かたに頰ほおを預けてこれ以上ないくらい緩ゆるみまくっている。

「今日くらいのんびりさせてもらってもバチは当たらないっスよ」

「全く反省の色が見られないですね。イグゼラドに立ち向かった勇気は評価しますが、少しでも間ま違ちがえばさらなる惨さん事じを招いていたかもしれないんですよ」

　後ろを向いていたチェアをくるりと回し、ギルが苦言を呈ていする。

「あの、ギル団長。良いこと言ってるところ悪いんですけど……、団長は部屋に戻られた方がいいのでは？」

　クウゴの苦言返しに、ギルは心底嫌いやそうに額をおさえる。

「誰だれのせいでここに逃にげ込んでいると思っているんですか。香ホン港コンの団長まで救きゆう援えんに来させておいて、いざついてみたらもう邪じや禍か倒たおしました、では面めん目ぼくが立たないんですよ。わざわざ駆けつけてくれた方々に、私の代わりに謝ってきてくださいませんか？」

　母性の塊かたまりのようなツグミも、この発言にはさすがに呆あきれ顔がおだ。

「そうは言っても、いつまでも逃げられないですよー。子供じゃないんですから」

「私だって、苦手な相手でなければですね──」

　ギルがさらなる言い訳を繰くりだそうとしたところで、エレベーターの自動扉とびらが開いた。入ってきたのはカナエだ。ぴくぴくと怒いかりで眉まゆをひきつらせている。

「見つけたぞギル。客がいるのに団長不在でどうする。いい加減観念して対応しろ」

「ああっ、メリナ君！　告げ口しましたね!?」

　ギルはカナエの後ろについてラウンジに入ってきたメリナを責める。

「当たり前でしょう。自分の役職をわきまえてください」

「……分かりました。ここは誰かに私のジャケットを着させて影かげ武む者しやに──」

「黙だまれ」

　カナエに首根っこを摑つかまれ、ギルが連れ去られていく。

　あまり見たくない、大人の情けない姿だった。

「……俺、団長のことがよく分からなくなってきたんだが」

「団長は最初からよく分からないわよ。あの人、本当に十三貴族なのかしら」

　銀ぎん髪ぱつをかき上げたメリナは、ソファでニトとツグミに挟はさまれているクウゴを見た。

　途と端たんに彼女の顔が不ふ機き嫌げんに染まり、がつんと殴なぐられたような衝しよう撃げきが鼻を襲う。

「おま──、なぜ撃った!?」

　目にも留まらぬ早はや撃うちで、トリガロードが放たれたのである。

「女の子にひっついてデレデレしてるからよ。全く、下品きわまりない」

「えー違ちがうよー。くーごがひっついてるんじゃなくて、わたしがひっついてるんだよー。離れたところで心配させられた分、ひっつけるときにひっついておかないと」

「ニトはクウゴ先輩の筋肉を枕まくらにしてるだけっス」

「なんでも同じよ！　ちょっとこっち来て！」

　怒おこったように視線を逸そらしたメリナに腕うでをつかまれ、クウゴは無理やり立たされる。

「あれ？　メリナ先輩、嫉しつ妬とっスか？　修しゆ羅ら場ばここに勃ぼつ発ぱつっスか？」

「な、そんなんじゃないもんっ！」

　ニトの茶化しに、頰を染めてあからさまに反応するメリナ。

「ええええ、メリナちゃんと戦ったら、わたし命がいくつあっても足りないよう……」

「……ツグミ、人をモンスターみたいに言わないでくれる？　失礼きわまりないわよ」

「なんで？　的確じゃん」

「クウゴ、もう一発撃たれたいの？　いいから、ついて来なさい！」

「ったく、何なんだよ、一体」

　メリナが連れてきたのは、基地の屋上、飛空艇ポートだった。そこにはフォーマルハウトと、香港から戻もどってきたもう一機の心空機士団専用飛空艇、コルヴァズが停まっている。

「これを見て」

　メリナはポケットから、手の平サイズの小さな立方体を取り出した。

「なんだ、これ。ガジェットか？」

　遠えん隔かく操作をするための《通信管エコー》、それと蓋ふたの開いた真しん鍮ちゆう色の筒つつが並んで挿さしこまれている。筒を上からのぞき込むが、中には何も入っていない。軽く振っても音すらしない。

「おそらくこれが、昨日のイグゼラド出現の原因よ」

「……どういうことだ？」

　一瞬にして、気が引ひき締しまった。

　メリナは何か、とんでもないことを打ち明けようとしているらしい。

「活性化寸前のＶＯＲＭが入ったこの装置を、誰かが飛空艇に仕し掛かけていたの。心素で活性化するとはいえ、空の上で邪禍が発生するなんてありえない。特級機士の権限でストリボーグを調べさせてもらったら、案の定、これが翼つばさの下に取り付けられていたってわけ」

　平然と言ってのけられた事実に、背筋が凍こごえた。

　あのイグゼラドを、誰かが人じん為い的に発生させた？　一体、何のために？

　考えを読んでか、メリナは自分にも分からないといったように首を振った。

「でも、これで御お樹き根ね島じまに邪禍が現れたことにも、説明がつくわ」

　メリナは飛空艇ポートに停とめられたフォーマルハウトに近づき、左さ翼よくの下に入り込む。

　クウゴも後についてもぐると、左翼の裏には小さな穴が四つ。何かがネジで留められていたような痕こん跡せきがあった。

　メリナは手に持っていた装置をその痕あとにあてがう。

　四つの穴は、装置の留め具位置とぴたりと一いつ致ちした。

「フォーマルハウトにも、これと似たようなガジェットが取り付けられていたのよ」

　メリナはさらに驚おどろくべき説を語り始める。

「フォーマルハウトが着くまで、御樹根島に邪禍なんていなかった。誰かが基地の機材をいじって、あたかも御樹根島で高いＶＯＲＭ濃のう度どが計測されたかのように見せかけた。そうすればフォーマルハウトは御樹根島へ向かう。そして島の上空で、通信管エコーを使って遠隔で筒を開き、島へ活性化寸前のＶＯＲＭを投下した」

「そんな……。御樹根島に邪禍を発生させて、誰が得をするっていうんだ？」

「それは──まだ分からない。でも、フォーマルハウトや基地の機材にそんな細工が出来るのは、心空機士か、あるいはウルカヌスの研究者だけよ」

「敵は邪禍だけじゃなく、なかに潜ひそんでいるってことかよ……」

　それも、目的がまるで分からない敵が。

　大ダイ輪リン支部の心空機士、ウルカヌスの研究者を合わせれば、人数は三百名を下らない。

　そこから犯人を突つき止とめるのは至難の業わざだ。

「それ、ウルカヌスで調べてもらわないのか？」

　邪禍発生機とも言うべき小型装置。

　犯人を突き止めるとしたら、それが重要な手がかりとなるはずだ。

　だが、メリナは思おもい詰つめた表情でジャケットの内ポケットに装置をしまい込んだ。

「あたしはこの基地の全員を疑っている。だから安易には話せないし、ましてこれを渡わたすわけにはいかないわ」

「……じゃあ、どうして俺だけに教えてくれたんだ？」

　首をかしげると、メリナは顔を真っ赤にして怒り出した。

「あ、あなたが一人で悩なやむなって言ったんじゃない！　もう忘れたの!?」

　クウゴはその理由に驚き、そのあと声をあげて笑ってしまった。

「な、何がおかしいのよ！」

「いや、別に……。頼たよれとは言ったけど、内容がいきなりヘビーすぎるだろ」

　メリナが背負ってきたもの、戦ってきた暗くら闇やみの深さを、改めて知る思いだった。

　そして彼女は、それをクウゴにも一いつ緒しよに背負えと言っているのだ。

「軽率なこと言ったって……、後こう悔かいしてる？」

「いいや、望むところだ」

　クウゴが笑ったのは、嬉うれしかったからだ。

　性格が似ているようで正反対。おまけに意地っ張り同士。メリナとはこれからも喧けん嘩かが絶えないだろう。それでも文句を言いながら、助け合っていければ良い。

　彼女との関係は、そんな風であれば良い。

「ふ、ふんっ！　それならいいけど！」

　そう言うと、ポケットから『スナックチュロス』を取り出してアルミ袋ぶくろを開ける。

「？」

　メリナは「ん」と半分に割ったチョコ色のチュロスをこちらへ差し出してくる。

「あ、くれるの？」

「あなたみたいな人へのお礼は、チュロス半分で充じゆう分ぶんでしょ！」

　あくまでむすっとした表情は崩くずさない。素直じゃないな、と思いながら、もらった菓か子しを嚙かむ。その食感は本物よりもサクサクしていて、似て非なる味だった。それでも、想像よりも最初は甘く、後になるほどほろ苦く、だからこそおいしかった。

「でも、よくビルから落下しながら自分の能力に気づけたわよね。火事場の馬ば鹿か力ぢからってやつかしら。馬鹿なだけに」

「最後の一言は余計だ。……まあ、レノンのおかげだな」

「……どういうこと？」

　クウゴは自分の両親がレトロアクタを研究していたこと、自分の恩人であるレノンのこと、そして屋上から落ちているさなかに彼の声を聞いたことを伝える。

「……それ、幻げん聴ちようじゃないかもね」

　意外にも彼女は真ま面じ目めな顔で聞き入った後、ぽつりとそう言った。

「え？」

「《永劫回帰管レトロアクタ》は、体内に周囲の心素を取り込むんでしょう？　心のエネルギー、感情や記き憶おくのデータを含ふくんでいると言われている心素を」

「そうだけど……」

「あなたの前にブレイドグラフィーを使っていたのは──レノン・シダルハートよ。剣けんに搭とう載さいされた心空管に、彼の心素が残っていたとしても不思議じゃない。そしてその心素がレトロアクタを通してあなたの脳へと情報を伝えたとしても」

「……そうだったのか」

　ブレイドグラフィーの先代使用者、そして今クウゴが持っているノートを記した人物はレノンだったのだ。どうやらまたしても、彼に助けられてしまったらしい。

「レノンにはいつまでたっても敵かなわないな」

　クウゴは服の上から琥珀管セラアンバーをおさえた。

「……それに、あたしの中にも、残っているし」

　メリナが口の中で呟つぶやいた言葉が耳に入るも、その意味はよく分からなかった。

「ん？　それってどういう──」

「な、なんでもない！」

　メリナは慌あわてて顔を背そむける。

「いや、今またすごい重要なことを言おうとしてなかったか？」

「ななな、なんでもないって言ってるでしょー！」

　例によってトリガロードを向けられ、うわっとクウゴはガードを固めたのだが──

　ぽす、ぽす。トリガーが引かれても弾たまは発射されず、銃じゆう口こうからは空気が抜ぬけたというか、間が抜けたというか、そういう音しか出てこなかった。

　銃じゆうを持っていない方の手で、桜色になった頰ほおを触さわりながら、メリナは言う。

「ふんっ。ト、トリガロードの調子が悪くて命拾いしたわね……」

「誰だれかさんが道具のせいにするのは良くないって言ってた覚えがあるんだが。てか、弾が出ないのはどう見てもお前が動どう揺ようしてるせいだろ」

「う、うるさいわねっ！」

　ぷぴー、とトリガロードからやかんのお湯が沸ふつ騰とうしたような音が出た。

　彼女は顔をますます真っ赤に染め、俯うつむく。

「……や、やっぱり、まだちょっと言うのはやめておく……」

　さっきまで重要な情報をいくつも開示しておいて、まだ秘密があるのだろうか。

　トリガーのあたりで指をいじいじ交差させているメリナ。

　これ以上追つい及きゆうするのも可哀かわい想そうなので、まあいいか、とクウゴは肩かたを竦すくめた。

「本当に銃の調子悪いなら、俺が見てやろうか？　ガジェットの勉強にもなるだろうし」

　何気なく口にした言葉だったのだが、メリナは敏感に反応し、訊たずねてくる。

「……まさかとは思うけど、クウゴ、まだ管律技師になろうとか思ってるの？」

「ん？　当たり前だろ」

　メリナはクウゴのジャケットを摑つかみ、切実な響ひびきを込めて言う。

「だって──《永劫回帰管レトロアクタ》が何なのかも、両親の研究が無む駄だじゃ無かったことも、はっきりしたでしょ？　もう充分じゃない。まだ背負い続けるつもりなの？」

　クウゴは逆に、笑いながら答える。

「そのレトロアクタなんだけど──実は未完成なんだ」

「……え？」

「心空子と心素を回転させ続ける機関。多分それが《永劫回帰管レトロアクタ》の完成形だと思うんだけどさ……。今朝も試してみて確信したんだけど、俺の中の《永劫回帰管レトロアクタ》は、心素を心空子に一度しか再さい変へん換かんできないんだよ」

「一度きり？　再変換した心空子を使えば、また大部分は心素に戻っちゃうのよね？」

「そうだな。今の《永劫回帰管レトロアクタ》じゃ、その心素は心空子に戻せない」

「それじゃ結局……、邪禍の発生は止められないってことじゃない！」

　そういうこと、とクウゴは頷うなずく。

「御樹根島で五連ペンタシステムを動かせたのは、大勢の心空機士がビートガジェットを使った後だったからだし、昨夜はイレイズカノンで放出した心素が大量にあったからなあ。そういう状じよう況きよう下かじゃないと、すぐに場の心素を使い果たして《永劫回帰管レトロアクタ》は停止しちゃうんだよ、これが」

「何それ……。ぜんぜん役立たず。……宿主に似たとしか思えないくらい」

「あのなあ……。まあこのままじゃ、世界から邪禍をなくす発明にはならないよな」

　がっかりしてうなだれるメリナに、クウゴは言う。

「でもメリナと出会って、心空管の真実を知って、自分の力が解わかって──それで俺にしか出来ないことがあるって思ったんだ」

　胸に手を当て、目を閉じる。体内に溶とけ込んだレトロアクタを感じるように。

「俺の中にある《永劫回帰管レトロアクタ》の仕組みを解明すれば、きっと完成版を生み出せる。初めから心素を生み出さない心空管だって作れるかもしれない。それを達成することこそ、きっと俺に与あたえられた役目なんだ」

「あなたの夢は──」

　ニッと笑って答える。

「決まってる。俺の夢は、管律技師になることさ」

　言葉にすれば、これまでとなにひとつ変わらない。

　けれど、もはやその夢はただの願望や憧あこがれではなく、クウゴの覚かく悟ごの形だった。

「メリナも手を貸してくれよ。俺が《永劫回帰管レトロアクタ》を完成させるのを、さ」

　メリナの瞳ひとみがじわりと潤うるんだように見えた。

　すん、と小さく鼻をすすり、ぐっと唇くちびるを嚙みしめて、彼女はクウゴを睨にらむ。

「なによその楽観思想。それじゃあなたが管律技師になることについて真しん剣けんに悩んでいたあたしが馬鹿みたいじゃない！　あなたみたいな、あなたみたいな人がいるから──」

「俺みたいなやつがいるから、何だよ？」

　そのとき、ふっと強い風が吹ふいた。

　メリナは瞳にたまった涙なみだをぬぐうと、雨上がりの空みたいに優しく晴れやかな表情で、なにか言葉を口にした。

「……悪い、聞こえなかった。もう一回言って」

　風音が邪じや魔まをしてうまく聞き取れず、クウゴは手を合わせてお願いする。

「イヤ」メリナは短くそう答え、悪戯いたずらっぽく笑って屋上を駆かけだす。

「なんでだよ。なんて言ったか教えてくれたっていいだろ？」

「聞いてないのがいけないのよっ。……あ、そうだ。次の発明は聞き逃のがし防止ガジェットにでもしたらどう？」

「そんなのいつ誰が使うってんだよ……」

　可愛くないやつ。いつもどおり飛んできた毒どく舌ぜつにげんなりする。

（やっぱりさっきのは──聞き間ま違ちがいだよな。……うん、そうに決まってる）

　断片的だったけれど、クウゴにはメリナがこう言ったように聞こえたのだ。




　──あなたみたいな人がいてよかった、と。
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　この本をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　はじめまして、羽は根ね川かわ牧まき人とです。

　本作がデビュー作、と紹介文では書きましたが、厳密には長編デビュー作になります。

　というのは、実はファミ通文庫様の短編集『３分間のボーイ・ミーツ・ガール』に作品を載のせていただいたことがあるからです。

　でも、もう二年以上前の話ですね……。長編デビューへの道のりは長かった……。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼう様が出版された本で個人的に思い入れが強いのは、ファンタジー世界の様々な武器や道具を紹しよう介かいする『アイテム・コレクション』。

　今では手に入りにくくなった本ですが、子供の頃ころ、私はあの一冊を暇ひまさえあれば眺ながめていました。私の創作活動の根っこは、間ま違ちがいなくあの本によって形成されています。

　なのでファンタジア大賞《金賞》をいただいた拙せつ作さくが心空管のアイテム──ガジェットを中心としたお話であることに、正直不思議な縁えんを感じずにはいられません。

　今後この作品の続きが出せるようであれば、あの本に登場したアイテムの数に負けないくらいにガジェットを出し、もっとワクワクする物語にしていきたいと思います！

　駆かけ足あしで恐きよう縮しゆくですが、最後に謝辞を。

　片かた倉くら真しん二じ先生。素晴らしいイラストで拙作に命を吹ふき込んでいただき、ありがとうございます。辛つらいときは描えがいていただいたイラストを見てニヤニヤする、そんな習慣がついてしまいました。先生の漫まん画がブログ『まんぷく遊々記』も毎回楽しみにしております。

　担当編集様。いつも的確なアドバイスありがとうございます。また、私の無む駄だに細かい悩なやみに対し、一度も「どっちでもいいじゃん」と仰おつしやらず相談にのってくださり、感謝です。ご迷めい惑わくを多々おかけしているかと思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。

　選考委員の雨あま木ぎシュウスケ先生、葵あおいせきな先生。編集部の皆みな様さま。選考、出版など拙作が本になるまでにご尽じん力りよくいただいた全ての皆様。この御ご恩おんは一生忘れません。

　お世話になっている先せん輩ぱい作家の皆様、一いつ緒しよに切せつ磋さ琢たく磨ました物書き仲間の皆様。本当に私は出会いに恵めぐまれました。皆様との出会いが一つでも欠けていたら今の私はいません。

　最後に読者の皆様。重ね重ね、ありがとうございます。

　拙作を少しでも楽しんでお読みいただけたようでしたら幸いです。

　では、次の本でもお会いできることを願って。
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